
轟鱗鑑灘鰻醸麟欝鰯鰯灘鰹灘簸馨灘灘灘擦踊鱗鯉擬瀞誰鰯麟灘

議題灘鶴轟轟 墾麗麗鍛綴

轟蕨聾轄 麗鮒麗韓 魔 灘欝醗鍵襲襯蛾 艦

綴鱗歳轟報醤審

蕪盤鱒轟

轟競 蝿蕪鍵擬

擬錨織轟藩 灘 鍵 麟 轟

蔓蕪蕪操轟麗擬撫韓 霧護韓灘騒灘撞覇



Ｉ 研究組織

研究代表者 水野 敏子

研究分担者 小長谷百絵

浅川 典子

會困 信子

北 素子

研究協力者 坂井

古州

杉本

安達

樺沢

松浦

増山

志麻

ス エ

陽子

尚子

陽子

都子

睦代

（東 京女 子 医科 大学・ 看護 学部 ・ 教授）

（東 京女 子 医科 大学・ 看護 学部 ・助 教 授）

（東京 女 子医 科 大学・看 護 学部 ・ 講師） （平成 亙５～１７ 年度）

（東京 女 子医 科大 学・看 護 学部・ 講 師）

（東 京 女 子 医 科 大 学
’
・ 看 護 学 部 ・ 功 手） （平 成 １５・１６ 年 度）

（東京 女子 医 科大 学・看 護 学部 ・功 手）

（東京都老人医療センター）

（東京都老人医療センター）

（東京都老人医療センター）

（東京都老人医療センター）

（東京都老人医療センター）

（東京都老人医療センター）

ｎ
． 研 究 経 費

平成 １５ 年 度

平 成 １６ 年 度

平 成 １７ 年 度

平成 １８ 年度

８００

５００

１４００

８００

千円

千円

千円

千円

計 ３５００ 千円

皿． 研 究 発 表

１） 学会誌等

水 野 敏 子 ； 高 度 医 療 化 時 代 に お け る 老 年 看 護 の 可 能 性
，
老 年 看 護

，
ｎ（２）

，
４－８

．
２００７．

２） 学会発表

Ｔｏｓｈｉｋｏ Ｍｉｚｕｎｏ
，

Ｍ ｏ㎜ ｏｅ Ｋｏｎａ－ｇａｙａ，
Ｎｏｂｕｋｏ Ａｉｄａ

，
Ｎｏｒ三ｋｏ Ａｓａｋａｗａ； Ｐｈｙｓ三ｃａ１ Ｓｕｆｆｅｒｉむｇ

Ａ ㎜ ｏｎｇ Ｇｅｒｉ就 ｒｉｃ Ｐａも三ｅｎｔｓｉｎ ｔｈｅ Ｍ ｏｎ ぬ Ｐエｅｃｅｄｉｎｇ Ｄｅａｔｈ ａｔ 亘ｏｓｐｉもａ
－
１ｓ Ｐｒｏ 曲ｄｉＲｇ

Ａ ｄｖａｎｃｅａ Ｔ亡ｅａｔｍ ｅｎｔ
，

πむｅ ８ｔｈ Ａ虹ｎｕａＩ Ｃｏｎｆｅｆｅｎｃｅ Ｅａｓｔ Ａｓｉａ 亙ｏｒｕ ｍ Ｏｎ Ｎｕｒｓ 虹ｇ

Ｓｃ三⑧ｎｃｅ
，

亙ｅｂ１８ｔｈ
，

２００５
．

Ｔｏｓｈ 遮ｏ Ｍｉｚｕ篶ｏ
，

班ｏ ㎜ｏｅ Ｋｏｎ＆ｇａｙａ
，

Ｎｏｂｕｋｏ Ａｉｄａ，
Ｎｏｒｉｋｏ Ａｓａｋａｗａ； Ｅ 紬 ・ｏ 飼ｉｆｅ

㎜ ・・ｉ㎎ ・・… ｔ ｈ・・ｐｉ 制 ・ ｐ… １ｄｉ
㎎ ・ｄ・・ｎ・・ａ ｍ・ａｉ・・１乞 醐 ｔ㎜ ・ｎｔｆ・・ ｇ・・ｉ・乞・ｉ・ ｐ・もｉ・ｎｔ・

，

班ｈｅ １８ｔｈ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｏｆ Ｇｅｒｏｎｔｏ１ｏｇ又 Ｊひｎｅ ３０
．

２００５
．

坂井 志麻
、

水 野敏子、 杉本 陽子、 安 達尚 子
、

小長 谷百 絵
、

會 田 信子 ； 高齢者 終 末期ケ ア プ

ロ グ ラ ム の 作 成一退 院 に 焦 点 を 当 て て・
，
第 ２６ 回 目 本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会

，
２００６

，
１２ 月 ３ 目

水 野 敏子；高度 医療 化 時代に お ける 老年 看護 の可 能性
，
目 本老 年 看護 学会 第 １１ 回学 術集会

，

平 成 １８ 年 １１ 月 ３ 目．



目 次

要旨

序章

２ 章 高 度 医 療 専 門病 院 に お け る

死亡 前 一 ヶ月 間 に お ける 高 齢者 の 苦痛 一

３章 高齢者終末期看護に対する

看 護 師 の 認 識 と ケ ア の 実 践 …・・・……一…一・・一・…一

４ 章 高 齢 者 高 度 医療 専 門病 院 に お け る

終 末 期 ケ ア プ ロ グ ラ ム の 作 成 一 一……・…一・……・

資料

１Ｉ 平 成 １５ 年 皮 研 究 調 査 票 一一一 一 一…一 一 一

依 頼 ・ 同 意 書 一 一… 一・一・一一・

２． 平 成 １６ 年 度 研 究 調 査 票 一 一 一 一 一 一 一 一

依 頼 ・ 同 意 書 一 一 ・・一 …・…… 一……・・

３． 平 成 １８ 年 度 研 究 プ ロ グ ラ ム 実 施 説 明 書 …一

４． 病 棟 ス タ ッ フ と の 打 ち 合 わ せ 議 事 録 一…一 一・一一

５
．

国 際 学 会 発 表 資 料 一 一… 一……・…・・…・一 ・一・ 一 …… 一… 一 ・一・…一

６
．

参 考 ・ 引 用 文 献 ・・… 一・・…・一・・… 一…・… ……… 一 一 ・・ 一 ・…・・一・一・一・… …・一

１

３

５

２５

４３

７５

７８

８０

８３

８４

８７

・・… １０ １

…１０７

…１２１



高 齢者 高度医療専門病院にお ける終 末期 ケアプロ グラムの開発

要旨

癌患者の終末期ケアの研究は多いが、 高齢者の特性 を踏ま えた、 終末期 ケア について

の研究は少 ない。 約 ８０％が医療施設で最期を迎えている 現状から、 医療施設 にお ける

高齢者の特性 を踏ま 完た終末期ケアプ饒グラムを開発 した。

最 初 に
、

プロ グラ ム の 作成 の た め に ２ つ の 研 究 を 行 っ た
。

研 究 １ で は
、

高度 医療 施 設

で最期 を迎 えた高齢者 の終末期の状態
、 特に身体的苦痛の実態の調査 から、 プロ グラム

を作成するた めに隷応 すべき課題を見出した。 がん患者は死亡前 ４８ 時間に痩痛が増強

す る が
、

高 齢 者 で は 意 識 低 下の た め 苦痛 は強 く な かっ た
。

む し ろ 入 院 時の 興 奮、 認 知 能

カ の低 下、中期 の呼吸困難や処置による苦痛への対応が高齢者の終末期においては重要

であると考完 られた。 認知障害があり直接湊痛 を訴えない場合には、 疹痛がないと判断

されている傾向がみ られたこと から、苦痛の把握 方法や対応について開発する 必要性が

示 唆 さ れ た
。

研究２では、看護師が高齢者 の終末期 ケア を行う上で感 じている困難とケア について

研 究 した 結 果 か ら
、 終 末 期 ケ ア の 中 で 難 しい と 考 完 て い た も の は、 ① 退 院 時 期

、
も しく

は 外 泊 時期 を 見 計 ら い
、

自 宅 に 帰 る こ と が で き る よ う に する 危 め の援 助
、

そ の た め の 事

前 準 備 な ど
、

② 医 師と 家 族
、

看 護 師 と の 意見 調 整 の 難 し さ
、

③ 家 族 のケ ア ヘ の参 加 と 家

族 ケ ア の難 し さ 等 が あ っ た 反 面、
意 思 が あ い ま い な 高 齢 者 が 多 い 中 で

、
家族 の 意 向 を 重

視 し
、

家族 が 望 む 方 向 で ケ ア を 進 め て い こ う と して い た
。

以 上の 結 果を 踏ま えて ケア プロ グラ ム は終末 期 の 高齢 者 を看 護 する 際 に特 に注 目 する べ

き 点
、

す な わち 終 末期 に も退 院 する こ と を望む 本 人 の望 み を実 現 する こと や
、 痩 痛、 呼吸

困難 な どの 苦痛 の 緩和、 目常 生 活 を高 齢者 が望 む よう に ケア す る、
さ ら には家 族 のケ アカミ

充 実 する とい う 点 に絞 っ て作 成 され た
。

今後 さ ら に プロ グラ ム の 洗練 と実 施の 定 着 に努 め

て いく 予定 であ る。



序章

近い将来 ４人に一人 が高齢者となる時代が到来する。高齢期に死を どのように迎える

こ と が で き る か は重 要 な 課題 で ある が
、

必 ず しも、
多 く の 高 齢 者 淋 望 ん で い る 穏 や か な

死 を 迎 え る こ と が で き る わけ で はな い。 緩 和 ケ ア や ホ ス ピス ケ ア の 普及 に より 終 末期 の

ケ ア が少 し ず っ 改 善 さ れ て き て い る。 しか し そ の 多く は 癌 患 者 の 終 末期 ケア で あ り
、

加

齢 に加 え
、

慢 性 的
、

複 合 的 な疾 病 や 徴 侯 を 抱 え
、

生 活 機 能 の 低 下 を伴 い
、

自 己決 定 が 困

難 であると いう高齢者の特性を踏まえた、 終末期ケア （㎝ｄ・Ｏ臼 施 鮒ｅ） については明

ら か にさ れ て い な い。 高 齢 者 は 成人 に 比 べ
、

よ り 複 雑 な 健 康 間 題 を持 ち
、

痛 み のニコン ト

ロ ー ル に 対 し て 異 な っ た 介 入 方 法 が 必 要 で あ る
。

例 完 ば
、

癌 の 治 療 を 受 けて い る 人 が
、

糖尿病やリ ウマ チな どのような他の慢性疾患を持って いる高齢者が多くいる。 その上、

高 齢 者 は 呼 吸 困難 や 一 般 的 な 不 快感
、

虚 弱 性
、 食 欲 低 下

、
脱 水

、
聴 下 困 難

、
混舌己

、
思 考

障 害
、

記 憶 喪失
、

失 禁 な どで 苦 しん で いる。 そ の た め
、

痛 み の特 定 が 困難 で あり
、

高 齢

者が鎮痛剤に異なる反応 を示すことがある、このような高 齢者 の特性を踏ま えた 終末期

ケ ア の 対 応 が 求 め られ て い る。

在宅 ホ ス ピス ヘ の 運 動 もみ ら れ る が
、

多く の 高 齢 者 は在 宅 ケア を継 続 しな が ら
、

入 退

院を繰り返 し、 病院 で最期を迎完て いる現状 であり、 医療施設 にお ける高齢者の特性 を

踏ま 完た終 末期 ケアの充 実は不可欠 である。 しかしながら高 齢者が 入院 している 医療施

設 にお いて は
、

ホ ス ピス ケ ア プ ロ グ ラム を 持 た ず
、

本 人 の意 向 に 添っ た 最 期 を 迎 完る こ

とが困難 な状況が見られる。 そ して看護者も終末期 の高齢者ケアに苦慮 し、 多く の葛 藤

を抱完ている。 本研 究は医療施設における高齢者の特性を踏ま えた終末期ケアプロ グラ

ムを開発 するものである。 この結果は老人病 院や一般病 院における高齢者の終末期 ケア

に有用 なツ ールになると 考える。 本研究の目的は高齢者 医療施設 における終末期ケア の

確立を目指 して、高 齢者が満足 のできるケア実践のための プロ グラ ムを作成すること で

あ る
。

そ の た め に は 以 下の 一 連 の 過 程 を 明 ら か に す る
。

研究目的

１） 終末期 における高齢者の状態と二一ズについて 実態を把握する。



２） 看護 師の実践 している終末期ケア の現状 を把握 し、 困難の予測指標 を作成 する。

３） 上記の調査結果と文献検討に基 づき、 高齢者の終末期ケアプロ グラムを作成する。

４） 作 成 さ れ た ケ ア プロ グ ラ ム の 妥 当 性 と 有 用 性 を 検 討 し
、

質 の 高 い プロ グ ラ ム を 作

成す る

当該分 野におけるこの研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義

タ ー ミ ナ ル ケ ア や 緩 和 ケ ア に 関 す る 研 究 は 多 く な さ れ て お り
、

在 宅 ホ ス ピス ガイ ドラ

イ ン等も 作成されているが、 高齢 者の終末期ケアの特性 を踏ま えた 研究はまれであ る。

死は人生 後期における確実な出来事であるにもかかわ らず、高齢者の 死の意味について

の知識カ§不足 じている。人生の集大成と しての穏や かな 死への援助が 高齢者 ケアの最終

目標 であると考えられるが
、 現実 には延命医療 や自己決 定な どの倫理 的問題や、 不十分

な 苦 痛 の コ ン トロ ー ル
、

家 族 支 援 な ど多 く の 間 題 を 抱 えて い る。
Ｅｎδ一〇制逓ｅＣａ蝸 は 緩

和ケアや ターミナルケアと老年看護の視点 を必要とする。これ らの飾 見を統合 し新 しい

視 点 で ケ ア プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る 意 義 は大 き い。

国内外 の関連する研究の申での当該研究の位置づげ

医療施設 における 終末期ケ ア研究 では告知や延 命医療な どの 倫理的 問題や庭 痛コ ン

トロ ール等について研究が進め られて いるが、高齢者 が入院している 医療施設の多くは

緩和 ケアプロ グラムを持たない一般病 院や老人病院が 多く、これらの 施設に有用な高齢

者に関する終末期ケアプロ グラムの研 究は見当た らない。医療施設 における研究は癌患

者 を 対 象 に した も の が 主 であ り
、

高 齢 者 終 末期 ケ ア に 関 して は ペ ッ ト療 法 や
、

認 知 症 高

齢 者 の ケ ア、
倫 理 的 な 間 題 な どが 個 別 的 に 行 わ れて い る。 ２０００ 年、

カ ナ ダの 国 家諮 間

委員会が、 全て の療養 場所に共通する高齢者の終末期ケアガイ ドライ ンを作成 し、 検 証

の必要性が 求められている。このガイ ドライ ンは基本的な指針を理解する上 で有用 であ

る が
、 医療 施 設 に 特 定 し た 具 体 的 な ガイ ドライ ン 作 成 が 必 要 で あ る。

なお本研究はＡ病院の倫理委員会で承認を得た。



２ 章 高度医療 専門病 院にお ける 死亡前一ヶ月 間における 高齢者の 苦痛

１． は じ め に

医療 施設におけ る高 齢者の特性 を踏ま 完た終末期ケア プロ グラ ムを開発 するた めの

資料を得る目的で研究を行なった。 このプロ グラムは老人病院や一般病院にお ける高齢

者の終末期ケア、 さ らには施設ケアにおいても参考になると考 えられる。 今回 は高 齢者

の終 末 期 と は ど の よ う な も の で あ る の か につ い て 明 確 に し、 今 後 改 善す る
、

あ る い は 介

入の必要のある内容について明らかにした。 終末期 における高齢者の治療・処 置につ い

て、 高 齢 者 の 状 態
、

特 に 苦 痛 に つ いて 実態 を把 握 する こと を 目 的 と して 調 査 を 行 っ た
。

２、 目 的

高齢者高度医療専門病院における ｒ高齢者の終末期 の苦痛 はどの ようなものかｊ ｒど

のよ う な 終 末期 を 迎 え て い る の か」 そ の 実 態 を調 査 し
、

高 齢 者 終 末 期 ケ ア プロ グラ ム を

作成する際に対応 すべき課題を見出す。 特 に死亡前］ヶ月 間に焦 点を当てて調査を行う。

３１ 研 究 方 法

王） 研究枠組み

本研究は一変 量記述的研究である。 高齢者の終末期の治療・看 護と苦痛の状態と高齢

者や家族が終末期 に どのように起こっている事態を受け止め、 理解 していたの かについ

て看護師が どのように認識 していたのか、 看護師へ質問紙調査をおこなっ た。

２） データ収集方法

死 亡 前 一ヶ 月 か ら 死 亡 ま で の 間 の 治療
、

ケ ア
、

状 態 につ い て、
看 護 師 が患 者 の 死 亡 後

一ヶ月 以 内 に調 査 票 に 記 載 した
。

３） 調査内容

最 後 の 入 院 前 ま で の 経 過 の 概 要、 病名、 症 状
、

苦 痛
、

治 療、 処 置
、

看 護
、

Ａ 肌
、

認

知 機 能 ・ 意 識 レベ ル で あ り
、

さ ら に
、

安 寧 度
、

高 齢 者 の 医 療 へ の 意 向
、

病 状 ・ 治 療 の

理 解 と 説 明
、

治 療 方 針 の 決 定 プロ セ ス
、

死 へ の 恐 れ、 家 族 の 苦 痛 ・ 看 取 り 満 足 度 に つ

いて看護師が どのよ うに認識 して いたの かにつ いて 回答を得た。 患者の認短機能 は観

察可能で簡便な柄 沢式の 曙 人知 能の臨床的判 断基準」 を用 いた。 褥瘡は ２００２ 年 に

目本褥瘡学会学術 教育委員会カ欄 発した評価表を使用した。

な お
、

解 析 に は 統 計 パ ッ ケ ー ジ ＳＰＳＳＶｒ１２ を用 い 基 本 統 計 量 を 算 出 した
。



４） 対象患者

２００３ 年 １０月 か ら 逐 ヶ月 間 に 亡 く なっ た
、

７５ 歳 以 上 で あり
、

か つ 入 院 ’ 週 間 以 上 の

高 齢者 である。 前年度 に亡くなっ た高齢者 が多い病棟順 に呼吸器、 循環 器、 脳神 経病

棟 の ３ カ 所 の 病 棟 に 入 院 し た 患 者 と し た。

４．
倫 理 的 配慮

３ 病 棟の看護師 に文 書を用 いて 研究目的と 研究参加は自 由意志であり、 参加 しなく

て も不 利 益 は生 じな い ζ と
、

途 中 で 研 究 協 カ を 辞 退 して も 構 わ な い 旨説 明 し
、

同 意 が

得 ら れ た 看 護 師 に調 査 を 依 頼 した
。 個 人 情 報 は 連 結 可 能 匿名 化と し

、
フ ロ ッ ピー ディ

ス ク 保 存 し
、 研 究責 任 者 が 保 管 し た。 個 人 情 報 は 院 内 で 匿名 化 さ れ た。

５．
プ レ テ ス ト

記 載 方 法 の 統一 を 図 る た め プ レテ ス トを 行っ た
。 そ の 結 果

、
具 体 的 な 患 者 の 苦 痛 や

、

状 況が 表現されな かっ 危こと から、 症 状・苦痛の項 目に 「死を看 取る一週 間」（柏 木哲

夫 ・ 今 申 孝 信 監 修
、 ２００２） や 「Ｇｕｉｄｅ１ｉｎｅｓ ｆｏ正 鵬ｉｎｇ ｔｈｅ Ｅａｍｏｎｔｏｎ Ｓｙｍｐｔｏｍ

Ａｓｓｅｓｓ㎜ｅｎｔＳｙｓｔｅ㎜（ＥＳＡＳ）」、
在 宅 ホ ス ピス ケ ア ガイ ドライ ン 医 療 者 用」 （厚 生省 健

康制 作 局 ・ 員 本 医 師 会
，
１９９６） な ど を 参 考 に して 具 体 的 な 症 状 を 書 き 加 え

、
患 者 の 観

察 ・ 確 認 項 目 を詳 細 に 設 定 した
。

高 齢 者 は 一 週 間 以 上 入 院 し て い る 人 と した
。

６． 結 果

得 ら れ た デ ータ は ３５ 例 で あ り
、

呼 吸 器 病 棟 ２３ 名
、

神 経 内 科 ５ 名
、

循 環 器 病 棟 ２ 名

で あ っ た。 性別 は男 性 １９ 名
、

女 性 １６ 名 で あ り
、

平 均 年 齢 は ８王．５ 歳
、

平 均 在 院 日 数

は ２３．王 冒 で あ っ た
。

１） 高齢者 の疾患（表 １）

高 齢 者 の 疾 患 は 複 数 回 答 の 結 果、
肺 炎カミ３迅．３％ で 最 も 多 く

、
次 い で 肺 の 悪 性 新 生物

、

慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 が そ れ ぞ れ ２８．６％ を 占 め て お り、そ の 他 の 悪 性 新 生 物 が ２５１７％ と 続

いてい危。 呼吸器病棟の高 齢者が多 かっ たため肺炎 や慢 性閉 塞性肺疾 患が １／３ を 占め

ていが、 肺 と他の悪性新生 物を合 わせた 悪性新生物 は半数以上であっ た。 脳 神経疾患

で は ＡＬＳ や 脳 梗 塞
、

パ ー キ ン ソ ン 病 な どが あ っ た
。



表 五１ 高 齢 者 の 疾 患

疾患名

肺炎

肺の 悪性新生物

慢性閉塞性肺疾愚

呼 吸不 全

その他の 悪性 新生物

神経性の疾 患

心疾患

その他

η （％）

（３４．３）

（２８１６
）

（２８．６
）

（８
，
６）

（２５．
７） （肝 腫 瘍

、
膀 胱癌）

（１７．五） （糺 Ｓ 脳 梗 塞）

（１４．３） （心 不 全
、Ａｔ 欄 ドｉｂｒｉ１１ａｔｉ㎝）

（２０．０
） （腎 不 全

、ＤＭ）

複数回答

２） 主 な 治 療 ・ 処 置（表 ２）

主 な 治 療 や 処 置 にっ いて は
、

輸 液 が １名 を 除 い て ３４名 に 行 わ れ て い た。 輸 液 は 終

末 期 に は 輸 液 量 の 問 題 や 拘 束 感 を 持 つ こ とカミ間 題 に な っ て い る の で
、

次 の 図 に 詳 細 を

述 べ た
。 ＩＷＩ の 実 施 は ２５．７％ で あ っ た

。
喀 疲 吸 引 が ９１．４％ に 実 施 さ れ

、
酸 素 療 法 は

８２．９
％ の 人 に 実施 さ れ て い た

。
経 鼻カ テ ー テ ル に 比 べ

、
酸 素 ア ス ク は 高 鯖 者 の 苦 痛 に

な る こ と が 多く あ っ た。
バ ル ンカ テ ー テ ル 留 置 が ４５．

７％ に な さ れ て お り、 鎮 痛 薬 の 使

用 は ３１．４
％

、
麻 薬 の 使 用 は １１，４％ と 少 な い 傾 向 に あ り

、
セ デ ー シ ョ ン実 施 者 も 少 な か

つ た
。

表 ２． 主 な 治 療 ・ 処 置

内 容 な

輸液

１Ｖ Ｈ

喀療 吸引

酸素療法

酸 素マスク

Ｍ ＰＰＶ

１ＰＰＶ

バルンカテーテル

鎮痛薬

庶薬

輸血

（％）

（９７
．
１）

（２５．７）

（９王
．
４）

（８２．９）

（３４
．
３）

（１１．４）

（ ２，９）

（４５
．
７）

（３１
．
逐）

（１五．４）

（ ２
．
９）



図 １は死亡前 の輸液 量の 推移 を示 した。 図の左が亡く なる一ヶ月 前の状態 を示 して

お り、 有 に い く ほ ど死 が 近く な る。
右 端 の ０ 目 が 死 亡 した 胃 で あ る

。
図 の 上 に行 く に

し たカミっ て 輸 液 量 が 多 く な る
。

高 齢 者 の個 々 人 の 輸 液 量 の 推 移 を 各 色 で 示 して い る
。

図 を み る と
、 死 亡 前 １５ 目 か ら 輸 液 を す る人 が 多く な っ て い るカミ、 死 亡 前 ２ か ら ３ 目

ご ろ に は 輸 液 を 控 完 る 人 が 出 てく る
。

輸 液 量 の 中 心 は１０００ｍ１か ら １３００㎜１で あ る が
、

申 に は 蝸００ｍ１ 以 上 が ３名、 ２０００㎜１ 以 上 も あ っ た
。

図 ２ の 酸 素 使 用 量 に つ い て は、 酸 素 吸 入 を行 っ て い な い 人 は １ 名 の み で あっ た
。

全

体 的 に は １ 週 間 前 か ら 酸 素 流 量 が 多く な っ て い る。 酸 素 量 が 毎 分 １４ リ ッ トノレ以 上 を

示 し て い る の は バ イ パ ッ プ （ＮＩＰＰＶ） を 使 用 して い る 人 で あ る
。

３） 高齢 患者 の苦痛

入 院 時 の Ａ 肌 は 全 介 助 が 移動 ８８
．
６％

、
排 継 ７７．１％

、
お む つ 使 用 ５７

．
１％

、
食 事 は

摂 取 でき な い 状 態 の も の が ７７，五％で あ っ た
。

一 ヶ月 間 に あ っ た 高 齢 者 の 身 体 的 苦 痛 症

状 を 図 ３ に 示 し た
。

最 も 多く 見 ら れ た 症 状 は便 秘 であ り
、

７１．４％ に 見 ら れ た
。

次 い で

浮 腫 が ６６．６％
、

呼 吸 困 難 と 疲 労 感 ・ 倦 怠 感 が そ れ ぞ れ ４５．７％ で あ り
、

疾 痛 は ３４．３％

と 入 院 時 か ら 継 続 して い る も の が １／３ に あ っ た
。 そ の他 口 腔 内 乾 燥

、
冷 感

、
睡 眠 障 害

の 順 で あ り
、

悪 心 ・ 嘔 吐 や 腹 部 膨 満 感 は少 な か っ た
。 褥 瘡 は ７ 名 に あ っ た

。
呼 吸 困 難

が ４５．７％ に あっ た が
、

酸 素 療 法 を 実 施 し て い た の は ８２．９％ で あ り
、

酸 素 療 法 実 施 者
、

暫時増量する ものが多 かっ たにも かかわらず呼吸困難の 訴完は少 なかった。 何 らかの

苦 痛 を 示 した 人カミ７７．１％ で あ っ た
。

Ｄ ば 陀冒Ｓ

冷感 萎

腹都 膨 溝 感 護

志
舳 。α。鴨 。σ。兜

図 ３． 死 亡 前 一ヶ 月 間 の 身 体 的 苦 痛

舳 。ぴ慨 。ぴ。瑞 凧。鴨 。
蒜



竃

鶉
８

寸
的
④
塞

ｏ
８
－
－
■

『ｏ
㈹
㊥
篭

ｏ
嚢

慶
麗

ｓ
鶉
彗
嚢

霞

易

窒

８

轟
露
嚢

ｏ
ｏ弓
窒

８

竈

翼
翼

賢
蕩
８
霞

理

ｏ０
Ｎ
塞

８

錘
韓
覇

§
ｇ
８
竃

竈

岨
Ｎ
塁

８

錘
嚢
嚢

畠
蕩
８
嚢

覇

寸
Ｎ
９
８

嚢

轟

“０
Ｎ

竃

雪

嚢
一

嚢

．

ｓ

竃

竃
圭
葦

－

ζ

固

塞

ｏ

萎
・

ｏ
Ｎ
霧
８

薯

蝉

窯
ｏ
塞
ｏ
嚢

嚢
嚢

ｏｏ

Ｆ

器

８

垂

萎

聾
一
判

卜
石

篭
ｏ
嚢
襲
蕪

竺

葛

竃
曲
萎
蕪
萎

竺

竃

雪

萎
萎
姜
、

茎

竈
団
ｏ

ｏｏ

■

竈

ｏ

ｓ
ω

塞
ｏ

；

鶉

８

嚢

欝
覇

○
ギ
霊

８

８

１
■，

①
竈

８

麗
襲
嚢

ｏｏ
④
篭
ｏ

８

卜
鶉

８
萎

霞

ω
ｇ

彗

嚢
轄
蓬

吋
ｏ
竃

ｏ

Ｎ
鶉
８

８

㌃

竃
ｏ
慶
嚢
慶

みイ……ノ ｗ

Ｎ

ｏｏ

寸

ｏ

○

卜

ｏｏ
鰍

ｏ
Ｆ

；

ミ徽鱗鵠
脇物鶴鰯触鰯

嚢

轟
擾
嚢
、

○つ
１

ミ

無

肛

橿

■

蟹

睾

雲

ミ

ｏｏ
Ｆ

婁

ｏ
Ｎ

熱
禦
Ｑ
璃
幾
簿
Ｑ
睡

呼
冬
－
橿
■
黒

ζ

ｓ

ｏつ
Ｎ

寸
Ｎ

畠

§

卜
Ｎ

費

竃

畠

ｗ
碗

甘

∴

、

Ｈ
図

ｏ
ｏ
岨

ｏ
ｏ
◎
ド

ｏ
◎
睾

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

◎
ｏ
雪

皿 Ｑ 舞 隻 璃 （〃 〔 ｏ ヘ エ ミ



一一一Ｈ
い
一れ

ｏ０

Ｎ

ｏ
岨
垣
ｏ

慶
皿
慶

慶

卜
Ｎ
㊥
蜆
価
ｏ

嚢

⑩

～
Ｈ
㊥
蜆

胴

ｏ

曲
曲
曲
謡

甥
睡
曲・

酎

Ｎ

靱
蜆
面
ｏ

塞

嚢

嚢

吋

Ｎ

ｏ
唖
呵
ｏ

嚢

嚢

嚢

護

一

〇つ

Ｎ

顯

蜆
匝

ｏ

麗

譲

聾
麗

麓

Ｎ

Ｎ

ｏ
蜆
圃
ｏ
麗

麓

萎

嚢

ｗ

Ｎ

ｏ

蜆

咀

ｏ

曲

睡
曲

胡
理
串
睡
聾

］

一

（
〕

Ｎ

晒

蜆

何

〇

一

垂

一

一

一

一

撃

轟
雪

一

ｍ
…

Ｆ

ｏ
帥

何

ｏ
＃
辞
謹
韓
聾

聾
韓

一
ト
Ｆ
竃
雪

薯

一
①
Ｆ
塞

竃

三

一
一

一

一

一
㍗
川川Ｈ
い
一

〇〇

Ｆ

與

蜆
咀

。

、

毒

、．
、

一

Ｎ

Ｆ
ｏ

塞

〇

一

Ｆ

Ｆ

固

蜆
匝

〇

一

一
阜
寓
８

一

一

⑭
。
蜆
祠
。
躍
襲

馨
一

一

一

一

①

ｏ

蜆
咀

ｏ

・
－

■
，
１

靱
一

Ｏ

「

Ｎ

⑰

苛

岨

㊤

〆

ト・喋納
・
，
・ 紬

麟
韓

・鍵 揮

③

ｏ
ゾ

二

㎝
Ｆ

○

寸

幻

㊤
無

・一 □＝三

卜 橿
Ｆ μ

。ｏ 蟹

①

０
Ｎ

日

熱

禦
（
㌧

璃
匝
匹
趣

艦

轡
（
㌧

睡

㎜
、
尽
１
－
信
悼
■

黒

．
Ｎ
図

Ｎ
Ｎ

００
Ｎ

苛
～

．

舞

岬
Ｎ

⑩
Ｎ

卜
Ｎ

ｏ０
Ｎ

⑤
Ｎ

ｏ
“ｏ

Ｆ
ζｏ

○

榊

Ｎ吋⑩ｏｏｏ
Ｆ

Ｎ
Ｆ

吋
”

ｏ
｝

盤 絡 卑 叶 醐 （、 へ 五 ミ 埠 乍

！０



看護 師からみた高齢 患者の一番の苦痛と して表 ３に示 したとおり、 少 数例では ある

が
、

症 状 の み で は な く 治 療 に 伴 う 苦 痛 や 抑 制
、

家 に 帰 れ な か っ た こ と な どが あ っ た。

次 い で 少 数 で は あ っ た が
、

睡 眠 障 害
、

浮 腫
、

冷 感 の あっ た 高 齢 者 の 症 状 の 推 移 を み て

み る
。

睡 眠 障 害 は 図 迎 に 示 し た が
、２０名 に 認 め られ

、
事 例 ３ は 呼 吸 困 難 が 強く 睡 眠 障

害 が ２９ 良 に 及 ん で い た
。

次 い で 呼 吸 困 難 の 強 い 事 例 ３２ の 王５ 目 で あ っ た
。

亡 く な る

直前には 睡眠障害よりもむ しろ意識障害が出 現 していた。 図 ５に示 した浮腫 の推移を

み て み る と
、

死 亡 前 に 重 度 の 浮 腫 を 認 め 危 の は ３名 で あり、 申 程 度 が ２ 名
、

軽 度 が ８

名 であった。 死亡前一週 間から９ 目前 ごろに 出現 してその 程度 は変化 しない様 子が見

て 取 れ る。
図 ６ の 冷 感 は １０名 に認 め ら れ

、
死 亡 前 ８ 目 か ら出 現 す る も の や

、２－３ 目 前

に 出 現 す る も の が あ っ た
。 吸 引 回 数 を 図 ７ に示 した が

、
死 亡 前 に 吸引 を ほ と ん ど しな

かっ た も の は ４ 名 で あ り、 吸 引 回 数 も 多 岐 に わ た っ て い た
。

そ の 中 で 特 に 一 周 に 王０

回以 上 の も の は ７名 で あ り
、

閉 塞 性 肺 疾 患 等 に 肺 炎 を 併 発 して い る も の や
、

人 工 呼 吸

器 装着 の も の に 多 かっ た
。

表 ３． 看護 師からみた高 齢患者の山番の 苦痛

内容

呼吸困難

Ｍ叩Ｖマスク装 着にまる圧迫感

吸引

撰の貯留

悪心

背部痛

輸液のための抑制

家に婦れなかったこと

ｎ （％）

（１７．１
）

（８
．
６ ジ

（２．９
）

（５
．
７）

（２１９
）

（２．９
）

（２．９）

（５．７
）

４） 高齢患者 の意識・認知 状態

入 院 時 混 乱 あ り が １６名 ４５．７
％
、 興 奮 した 人 が ９名 ２５．７％ と 入 院 時 に 混 乱 を 示 す も

の が 多 く
、

疾 痛 あ り は ３４
．３

％ で あ っ た
。

高齢者の死 亡前一ヶ月 間の 意識レベルの推 移にっいて図 ８に示 した。 意識 障害 レベ

ル は ぬｐ鋤 Ｃｏ㎜ａＳｃａ１ｅ で示 し て い る
。

こ の 図 か ら
、

死 亡 前 一 週 間 か ら急 激 に 意 識 障

害 が 重 度 化 し て い る こ とカミわ か る
。

興 奮 状 態 は 入 院 早 期 に 多く 認 め ら れ
、

死 亡 前 に は

三ユ
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意 識 が 低 下 し
、

不 穏 に は 至 っ て い な かっ た
。

入 院 時 の 認 知 障 害 の 程 度 を 図 ９ に 示 した
。

認 知 障 害 な し は １４．３％ と 少 な く
、

哺 度」

と「最高度コ をあわせた 障害 の重度な人が 半数以上を 占めて いた。

認知 障害 曜 度」 は通常の家庭内 の行動は ほぼ自 立。 同 じこと を繰り 返 したりミス

が 目 立 っ よ う に な る。
伸 等 度」 は 知 能 の 低 下 の た め 胃 常 生 活 が 一 人 で は お ぼ つ か ず、

助 言や 介助 が必要と なる。
「高度ｊ は冒 常生活が一 人ではでき ず、 失敗行 為が多く 目が

離せな い状態である。
「最高度」 は自 分の名 前を忘 れ、 身近な家族と他 人の区別が つか

な い 状 態 で あ る
。

Ｏ
．
Ｏ％ ２０

，
０％ ４０

，
Ｏ％ ６０

．
０％ ８０

．
Ｏ％ 、００

．
Ｏ％

柄沢式ｒ老人知 能の臨床 的判定基準」による

図 ９． 入 院 時 に お け る 認 知 障 害 の 程 度

認 知 障 害 と 呼 吸 困 難 と の 関 連 を 見 て み る と
、 図 １０ に 示 す よ う に、 入 院 時 に 認 知 障

害 のない人や 軽度の人に比べ
、 認 知障害が高度 な人は呼吸困難 を認める割合が 低いこ

と が わ か る
。

そ の ほ か 認 知 障 害 の あ る 人 に 興 奮 や 混 乱 が 多 い 傾 向 が あ っ た が
、

Ｓ塾㎜ｐ１ｅ

数 が 少 な い た め 統 計 的 に 有 意 で は な か っ た
。
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認嫡障害

高慶

軽 度～ 中 等 慶

なし

０ ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ ヨ６

＊認知 障害 高度 は 「高度」 と ｒ最高度」 を含 んでいる

図 王０． 認 知 障 害 と 呼 吸 困 難

５） 高齢 患者の終 末期 への意志と 治療への参加程 度（表辺）

看 護 師 が 患 者 の 意 志 に つ い て ど の よ う に 理解 し ケ ア を 行っ て い た か を知 る た め に
、

患 者 の 意 志 に つ い て
、

看 護 師 か ら 情 報 を 得 た
。

患 者 の 希 望 す る 療 養 場 所 につ い て は看 護 師 が 把 握 して い な い不 明 が ６５．９％ で あ り、

明 確 に 希 望 場 所 が 分 か っ 危 も の は 自 宅 ・病 院 を 合 わ せ て １４１３％ の み で あっ た。
患 者 自

身 が決 め か ね て い た 例 も １４．３％ あっ 危
。 最 後 の 療 養 の 仕 方 に つ い て も 不 明カミ ６０％

、

穏 やかに迎 えた いと希望するも のが ２０％あった。 苑への 恐れについても不明が ６０％

で あっ た が
、

恐 れ て い る も のが ４ 宅 あ っ た
。 図 １王 に 示 した が

、
看護 師 か ら 見 て 高 齢

患者の最後が穏 やか だっ たか否 かを尋 ねたところ、 穏やかだった と回答したもの は半

数 以 下 で あっ た。

治 療 へ の 参加 状 況 に つ い て は、
病 状、 治 療 の 説 明 に つ い て 全 て 話 し た 人 は ８．６％ に

過 ぎ ず
、

一 部 話 し た 人 は ３７．１
％
、

話 さ な かっ た は ５王
．
４％ と 半 数 で あ っ た

。
治 療 方 針 の

決定につ いては本人 には話さず、 家 族と決めてい るものが ８０％と圧倒 的に 多かっ た。

ユ８



表 ４． 高齢患者 の終末期 への意志と 治療への参加 程度

項目

療養希望場所

自 宅

病院

わ からない

不 明

その他

無効回答

希望療養方法

苦 痛なく穏や が に

わ からない

不 明

無効回答

痛 気の理解

理 解した い

わ からない

不 明

無効回 答

病 状、治 療の 説明

全て 話した
一 部 話した

話さなかった

無効回答

治 療 方 針 決定プ 咄ス

本人を交 えて決 定

家族とのみ決定

その他

無効回答

穏やかな最後か

はい

いいえ

不 明

無効回答

死への恐れ

は い

いいえ

不 明

無効回答

合計

３

２

５

２２

２

１

７

６

２１

１

５

７

２五

２

３

１３

１８

１

５

２８

五

１

１５

８

１０

２

４

８

２１

２

３５

（％）

（８．６
）

（５．７
）

（１４．３）

（６２．９
）

（５．７）

（２
．
９）

（２０．０）

（１７
，
１）

（６０．０
）

（ ２．９）

（１４．３
）

（２０，０）

（６０，Ｏ）

（５．７
）

（８
．
６）

（３７，１
）

（５１，４）

（２．９
）

（１４．３）

（８０．０
）

（２，９）

（２．９
）

（４２，９）

（２２，９
）

（２８．６）

（ ５
．７）

（１１．４）

（２２
．９

）

（６０，０）

（ ５．７）

（１００．０
）

１９



０
，
０ ２０

，
０ ４０

，
０ ６０

，
０ ８０

．
０ １００

，
Ｏ （ ％∋

図１１． 穏や かな最後 を迎えたと思う （看護 師の認 識）

６） 家族の看 取りと 苦痛 （表 ５）

看取り について、 十分看取れ た家族は約 半数であり、
心に何 らかの悔 いが残っい

る も の は ２２．８
％ あ っ た

。
家 族 の 苦 痛 と して 看 護 婦 が 把 握 し て い る 例 は 少 な か っ た が

、

介護疲 れや患者 の突然の悪化 に対するショ ック、 衰 弱 していく高齢患者 を見守るこ

と な ど で あ っ た
。

延 命 治 療 に 対 す る 苦 痛 も 見 ら れ た。

表 ５
．

家 族 の 見 取 り と 苦 痛

項目

家族の看取り

十分看取れた

心残り

熟 心ではな かった

その他

無効回答

家族の苦痛

介護疲れ

回復期の誤嫌による死

呼吸困難に対する対処

辛い姿を見ること

突 然でシ曽ツク大

突然の悪化

疲労

無 理 に生 かして いるような気 がする

無回答

合計

ｎ （鵬）

１６ （４５．７
）

６ （１７．１）

２ （５
．
７）

３ （８Ｉ６）

８ （２２．９）

（２．９）

（２
－
９）

（５．７
）

（２
．
９）

（２．９
）

（２．９）

（２．９）

（２．９
）

（７４．３
）

３５ （１００．０）

２０



７． 考 察

本調査は呼吸器 病棟の患者が ６５．７％ を占めて おり、 呼吸器の 高齢患者の 終末期 の特

徴 が示されている と考える。 高 齢者の終末期 は複 数の疾患を有 していること から複雑

で 予測 が つ き に く く、 感 覚 閾 値 の 変 化 か ら庭 痛 を 感 じにく い と い わ れ て い る が
、

実 証

はされ ていない。 これま でがんの 患者の終末期につ いてはいく つ が経過を追った 研究

が 昆 ら れ る （柏 木 ・ 今 中 ２００２，
Ｖｅｎｔａｆｒｉｄ ぬ ｙ １９９０

，
Ｌｉｃｈｔｅ刺，

１９９０） の で こ れ ら の

研究と比較 しなが ら本研 究結果の 特徴を述べてみる。

１） 高齢患者の 苦痛

がん患者 では Ａ 肌 の低 下カミ生命兆侯 の指標と して重要 であり、 死 亡前 ５ 目に 急激

に Ａ 肌 の低下 が認め られたが、 高齢者 ではすでに入院時 に全介助が ほとん どを 占め

て い た
。

従 っ て 高 齢 者 の 入 院 の 場 合 に は症 状 の コ ン トロ ー ル に 加 完
、 目 常 生 活 へ の 援

助 が非常に重要 な要素を 占めて いること が理解 できる。

痩 痛 に つ い て は が ん 患 者 の ７５％ に 疾 痛 が 見 ら れ
、

特 に 死 亡 前 雀８ 時 間 に疫 痛 が 増 強

す る
。

本 研 究 の 結 果 に お い て も 痩 痛 が ３４．１％ に 認 め ら れ、 高 齢 患 者 は痩 痛 を 持 ち な が

ら 最後 の 山 ヶ月 を 示 して い る こ と が 示 さ れ て い た
。

しか しな が ら 死 亡 前 ４８ 時 間 に お

い て高齢者は意識 低下のため苦 痛は強く な かっ た。 む しろ入院 時の興奮、 認知 能カ の

低 下、 中期 の呼吸 困難や処置に よる苦痛への対応 が求められて いた。

さらには、 認知 障害がある高 齢者は軽度の高 齢者 に比べ
、 呼吸困難ありと は判断さ

れ にく い と い う 結 果 で あ っ た
。

入 院 時 に 認 知 障 害 の ある 人 は ８２．８％と 多 か っ た が
、

入

院 申 に継 続 的 な 疾 痛 や 苦 痛 を 有 し て い た 人 は ４２
１９％と 半 数 近 く で あ っ た

。 し か し認 知

障害が あり 直接疾痛 を訴完ない 場合には疹痛や苦痛が ないと判 断されている傾向が み

ら れ
、 モ ル と ネ 等 の 麻 薬 の 使 用 は ４ 例 の み と 少 なく

、
医 師 の 判 断 で セ デ ー ショ ン の 実

施が決 定されていた。 苦痛の把握 方法や対応について習 得、 スケー ル利用 の必要性 が

示唆された、 認知 障害のある高齢 者でも苦痛スケールの使用 が有効 であることが 実証

さ れ て い る （Ｍａｒｇｏ，
１９９９） こ と や

、
落 ち 着 き の 無 さ

、
意 味 の な い 四 肢 の 運 動、 表 情 な

ど身体で表現 しているこ とが多 いので、
高齢者個人の示 して いる行動 変化 を読み取る

能 力 を 習 得 す る 必 要 が あ る。

さ ら に は 意 識 が 低 下 して い て も
、

聴力 は 残 っ て い る こ と や
、

疾 痛 が ある こ と も 実 証

さ れ て い る （Ｍａｒｇｏ，
１９９９） た め

、
こ れ ら の 点 に つ い て も 意 識 的 に 関 わっ て いく 必 要 が

あ る
。

２至



２） 高 齢患者 の意 思確認

本調査 から、 看護師 は高 齢者の最期 の療養場所や 治療法への希 望な どについ てほと

んど把握 して いないことが示 された。 高 齢者の最期 の入院 時には意識 障害や認知 障害

が あり、 本人に確認でき ないことが］因 と して考 えられる。 高齢者の 意思を確認 する

た めには最期 の入院にお いては困難と 考完 られるの で、 それ以前の 確認、 家族 が意図

的に確認 したり、 外来での 確認な どカミ必 要と考完 られた。 治療 への 本人の参加 につい

て も
、

疾 病 の 説 明 は ３７．１％ に 認 め ら れ る も の の
、

治 療 の 決 定 は 高 齢者 抜 き の 家 族 と な

されてい た。 高齢者の治 療の決定に 際して 医師と 家族とでな される傾 向は』般 的であ

り
、

倫 理 的 間 題 に も な っ て い る （水 野
，
２００５）。 決 定 と い う 結 果 は、 家 族 が 高 齢 者 の 意

思を どれ だけ理解 してい たかが重要 なポイ ントに なるため、 比較的高齢者が 元気なと

き に 家 族 と 話 し合 う こ と が 必 要 で あ る。 そ れ に加 え
、

認 知 症 が あっ て も 意 思 を 伝 完 る

ことは可 能であるた めに、 説明の仕 方や方法 を工夫 して本 人の意向を確認す る方法の

開発も必 要であろう。 看 護師が高齢者 の最期 につ いて、 穏 やかに最期を迎 完られたと

感 じて いたのは半数 に過 ぎながった ことは、 今後 入院によっ てなすべきこと を再考す

る 必 要 が あ る こ と を 示 し て い る。

３） 家族 の看 取り

看 取 り に 満 足 して い た 家 族 は 蝸．７
％ で あ っ た

。
本 調 査 と 同 様 の 入 院 によ り 亡 く な っ

た 家 族 の ５５．１％ が 満 足 して い た 樋 口 ら（２００１）の 結 果 に 比 べ
、

や や 満 足 度 が 低 か っ た
。

樋口 らの結果は本 人が回答 した ものであり、 本調査 は看護 師が推測 した ものである こ

と を考えると概 ね看 護師が推測 できている ことを反 映しているとも考 えられる。 悔い

が 残 る 例 と して
、

少 数 例 で は あ る が
、

苦 痛カミ取 れ な い 場 合 や
、

抑 制 さ れ る こ と
、

治 療

に よ る 苦 痛
、

延 命 治 療 に 関 す る こ と や
、

急 変
、

介 護 疲 れ 等 あ げ られ た こ と か ら
、

今 後

家 族 ケ ア と して 配 慮 す べ き 内 容 で あ る
。

以 上高齢者 のケア プロ グラムを作成す る際に加 えるべき新たな視 点を見出す ことが

でき た
。

今 後 こ れ ら の 視 点 を 反 映 す る プ ロ グラ ム を 作 成 して いく 予 定 で あ る。
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３章 高 齢者 終末期看護に対する看護 師の認識とケア実践

１． は じ め に

昨年は高齢者 の終末期 の状態について調 査 し、 高齢者 は入院 時の興奮、 認知能カの低

下、中期の呼吸困難 や処置による苦痛への対応が高齢者の終末期 においては重要 である

こと や、 認魚症 高齢者の苦痛の把握方法や対応 について開発する必要性が 示唆された。

以上 の結果を踏ま 完
、今年度 は高度医療施設における看護師が認識 している終末期の看

護 実践について研究する。 終末期看護についての在宅看護はその方法論のモデル等の研

究 が 進 んで い る が
、

病 院 や施 設 に お け る 研 究 は 事例 研 究 が 多く、 看 護 モ デノレは 開 発 さ れ

て い ない
。

病 院 にお け る 終 末期 看 護 の あ り 方 に つ い て 検 討 す る 危 め の 資 料 を 得 るこ二と は
、

入院患者の８ 割が病院で亡く なる現状では貴重な資料を提 供できると考 える。

２．
研 究 目 的

ケア プログラム開発の資料 を得るため に、終 末期看護 に対する看護師の認識とケア実

践について調査を行い、 看護 師が認識 している終末期 ケアの課題を分析する。 特に死亡

前一 ヶ月 間の 看護 につ いて 分 砺を 行う。

３． 研 究 参加 者

高度高齢者医療専門病院呼吸器病棟に勤務 し、 経験 ３年以 上、 呼吸器病棟に１年以上

勤務 している看護 師で研究への参加に同意の得られた ９名 である。 臨床経験は５年以

上 が ８ 名 で あり ２５ 年 以 上 が ２ 名 で あっ 危
。

終 末期 ケ ア の 経 験 が １０ 例 未 満 の も の が ３

名 の み で あり、 終 末期 ケア に 積 極 的 な も の で あ っ た
。

表１ 面接者 の属性

年 齢 看 護経 験 呼 吸籍病 棟 経験 職 位 終 末期ケア経 験 呼吸 器終 末翔 経験 終宋 期ケア 取り組 み姿 勢

（歳） （年
．ヶ

則 （年一ヶ 則 自 己 評 価

スタッフ １０例 未 満

スタ ッフ １０－１９例

スタッ フ ２０－３０例

主 任 ２０－３０例

主 任 ３０例 以 土

ス タッ フ ２０－３０例

ス タッ フ 三〇’１９例

スタッフ 三０例 未 満

看護 職 長 １０例 未 満

１０例 未 満

１０例 未 満

２０－３０例

茎０例 未 溝

３０例 以 土

１０づ ９例

王Ｏ一夏９例

１０例 未 満

１０例 未 満

やや積極的

やや積極的

非常に積極的

やや積極釣

やや積極的

やや積極的

やや積極的

やや積極的

やや積極的
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４．
デ ータ 収 集 方 法

平成 １５ 年度に調査を行っ 危３病棟 で調査期間に死亡された高齢者 ３５名 のうち ８０％

が 呼吸器病 棟で亡く なってい危。 このため 五６ 年度 は呼吸器病棟の看護師に面接 するこ

とと し、 病棟看護長 に条件 に該当 する看護師の紹 介を受けた。 面接で は、
「目頃 終末期

ケ ア を 実 践 す る 上 で 大 切 に 思っ て い る こ と」、
咽 っ て い る こ と」、

「比 較 的 良く でき て い

るケア」 な どについて自由に話 しても らっ た。 疑間や関心がある点について は話 の流 れ

を 変 え な い よ う に しな が ら 質 間 し
、

さ ら に詳 しく 語っ て も らっ た
。

目 時 は研 究 参 加 者 の

希 望 を 確認 し
、

設 定 した
。

一 回 の 面 接 時 間 は ６０ 分 程 度 と し
、

面 接 の 内 容 は看 護 師 の了

承 を 得 てテ ー プ レコ ー ダ ー に 録 音 した
。

５．
デ ー タ 分 析 方 法

面接 で得られた内容を逐語録と し、 意 味内容 が理解 できるまで繰り返 し読む。 面接に

より 収集されたデータは逐語録の中 から、終末期 のケア実践やケア実施上の認識 に関す

る 記 述 を 抽 出 し
、

そ の 意 味 内 容 ごと にテ ー マ を 付 け
、

類 似 の テ ー マ に つ い て 上位 概 念 を

作 成 し
、

テ ー マ 間 の 関 連 を 検 討 した
。

分 析 の 信 頼 性
、

妥 当 性 を高 め る た め に
、

面 接 で 得 られ た 肉容 の 解 釈 に つ い て は
、

次 の

面接 の 中で他の看護 師に確認 をしていく こと で研 究者自 身の解釈 の違い を修正 して妥

当 性 を 高 め る よ う に した
。

６、
倫 理 的 配 慮

研 究参加者に本研 究の目的と方法 につ いて 文章を用 いて説明 し、面接 は任意参 加であ

る こ と、 途 中 で 面接 を 中止 で き る こ と
、 分 析 の 際 に 個 人 が 特 定 さ れ な い こ と な どを 説 明

し、 文 書 に て 承 諾 を 得 た。

ま 危、 研究参加 者と なる看護 師や間接的な研究対象者となる利用者、 家族な どの個人

的 な 情 報 を 研 究 対 象 以 外の 目 的 で 使 用 する こ と が な い よ う に 配 慮 し危。 そ して
、

そ の こ

とを研究参加者 に伝 え、 研究 参加者 から知りえた情報や、 面接によっ て得られた様々な

情 報 を 匿名 で扱 っ た
。

７． 結 果

看護 師は高 齢者の終末期ケアの 目標を「患者本人が 望む通りの最 期を迎完ることがで

き る」 「家 族カミ心置 き なく 看 取り が で き る」 こ と で あ る と 考 え て い た。 患 者 本 人 の 望み

をかな える ために取り組んだ実践と して多く 語られた内 容は「自 宅退院または外泊 を実

現 す る」 「苦 痛 を１コン トロ ー ル す る ∴ 不 安 を 軽 減 す る」 「目 々 の ケ ア を 希 望 に あ わ せ て

実 施 す る」こ と であ っ た
。
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図 １． 看護師が考 える高齢者の 終末期 ケアの胃標

しか しな が ら 体 人 の 望む こ と を確 認 する こ と が 困 難」 で あ り
、

そ の た め に ケ ア

を 積 極 的 に 行 うこ と が でき ない 悩 み を抱 えて い た
。

困 難 の 理 由 と して
、

家族 優 先 の

告 知 が 行 わ れ
、

家 族 が い わ ない こ と を 望む
、

入 院 時 に は 意 識 レベノレ低 下 して い る た

め確認できない。 認知症の危め判 断が困難 である、 入院時は苦痛が強く意 思を確認

で き な い
。

確 認 時 期 が 遅 す ぎて 重 症 化 して お り 確 認 でき ない な ど であ っ た。

なぜ高齢者⑳意向を確認する
こおが 霞 難な⑳ 卦

理 由

・ 家 族 優 先 の 告 知 ：

家族 がいわ ない こと を

望む
・ 双院 時意識 レペ ル低 下

・ 認 知症 のた め判 断困難

・ 入院時 苦痛 が強 胸

・ 確 認 時 期 が 運 い

効果的方法

入退 院 を繰り 返ず 患者に は
一火 の 看護 師が プライ マ

り 一看 護師 と して担 当 し

関係 性 を深め る申で、 入 院

⑳た ぴ に少 じ苛つ望 みを 確

蕎１忍 して い く こ ど で あ っ た。

図 ２． 高 齢 者 の 意 向 を 確 認 す る こ と が 困 難 な 理 由
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しかしながら、 入退院を繰り返す 患者の場合には、 一人の看護師が プライマリー 看護

師と して意図的に担当 し、 関係性を 深める申 で、 入院のたびに少 しずつ望 みを確認 して

いく こ と が で き て い た
。

最 期 の 迎 完 方 に つ い て 本 人 に 確 認 が でき た 場 合 に は 患 者
、

家 族
、

医師、 看護 師と もに同 じ方 向で対応 することが可能となり、 高齢者の希 望がかなえられ

ていた、 看護 師カ痛 齢 者の意 向を困難と しながらも、 高齢者の 希望通り の最期を迎える

こ と が で き る よ う に 努力 し て い た
凸

１） 噌 宅退院や 外泊 を実現させる」

看 護 師 は 患 者 が 最 も 望 ん で いる こ と と して
、

ｒ自 宅 で 最 期 を過 ご す こ と
、

退 院 が 無 理

であれば外泊をすること」 であると考 え実現 に向けて努力 していた。 しかしなが ら実 現

が 困 難 で あ っ た
。

そ の 理 由 と して 以 下 の 内 容 が 語 られ た
。

① 退院・外泊困難の理由

帰宅困難の理由と して、＜ 医師と看護師間での帰宅時期につ いての方針 の不一致＞＜

介護者 がいない ＞＜家族 の購跨＞＜ タイ ミ ングを逃す ＞＜患者 の急激 な状態の 悪化＞

が あ っ た。 さ ら に は 転 院 にお い て も＜ 心 残 り の 転 院 ＞ と 感 ｃて い た
。

医師と看護 師間での帰宅時期にっい ての方針の不一致

看護 師が帰るタイ ミングと判断 しても医師が治療を優先 し、タイ ミン グを逃すと語っ

て い た。 看 護 師 は 入 院 が 苦 痛 に なっ て い る 場 合 が あ り
、

退 院 に よ っ て
、

家 族 と の 時間 を

も っことや、 身辺整理が可能 になり、 長期入院者では気持ちの切り替 完が でき ると考え

て い た
。

帰宅時期 につい ては、 看護 師は新たな治療を始める前に外泊させた い。 治療開始によ

り
、

帰 宅 で き な く なる の で、 検 査 入 院 を 終 完た ら一 度 帰 宅 し、 少 し で も 動 け る う ち に 帰

宅 さ せ た いと 考 完 て い た。 帰 っ 危 途 端 に 亡く な る こ と が あっ て も、
本 人 や 家 族 が 納 得 し

て い れ ば よ い が
、

い っ 危 ん 家 に 帰 っ て 最期 は病 院 で亡 く なる こ と を 希 望 す る 場 合 も あ る
。

ま た 自 宅 療 養 が で き な いこ二と を 患 者 本 人 が 納 得 す る た めの
、

ひ と つ の プ ロ セ ス と して 殊

泊 を 意 味 づ け て い た
。

医師は治療を終 えて から外泊や退 院すること を考える。 検査終了後、 直ぐに治療を開

始 す る の で
、

帰 宅 す るタイ ミ ン グ を 失 っ て しま う と 看 護 師 は 語 っ て い た
。

酸索 解猪、 礁 万躍穿、 差しぐなク、 動 雌 ぐなつ てき τ、 食べ物ら食 べられなぐ 在

っ む点減淡多 ぐ凌っ τき τ虐ときに堺 漉し でるいレ ば っ で芳生に 葦わカ虐。 その と

き本入塀害希 望じ虐が準循が でき τいなレ１虐 め時機 を逸 な虐。

・ 帰る虐 柳 謂 的 遣設、 その凌次窟悪κしπ亡 厚ろクをつげる砿に一坦遊院させ

虐 か つ た。
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． ρ 係吸なの 娩整壕 で醸…≡素吸λ して邑二動牽が；轟ぐ ００２カ狽ヂまる のて功タタをρだ 当 む酸

素をあ げτい虐 が、 売 生赦ρ汐夕でぽなぐ経壕炊夕で帰 む虐 がつた、

・ 醐 を身害 磁 む τ予、想よ ク麦ぐいる，蕾者がいる。

・ 家に塀つ τ死にたいつ τい 以 〆妙 伽 い １つたん家に塀つτ褒 螂 蛎 院でと 岬

壕 浄渡 あ る
、

・ 漱 吻 瀞の燃一肺ガ航 吻。

介護者淋いない

高 齢 者 は身 寄り が な いこ と が 多く
、

ご 家 族 も 高 齢 で あ る た め
、

外 泊 や 退 院 が 難 しい と

考 え て いた
。

こ の た め 終 末 期 に も 転 院 せ ざ る を 得な い 場 合 も あ り つ ら い と 語 っ て い た
。

家族の嬢賭

看護師は帰宅の可能性ありと いう事例で も、家族はこんな に悪い状態では帰宅できな

い と 判 断 し
、

そ の 結 果 患 者 本 人 も 帰 宅 を 希 望 しな い と 語 っ て い た
。

・ 本 〃 蛎 ク虐か つ虐 のた、 家族 が、 こんな 芽 〃１つ τ凄つ τる のに連紀 τ御 博 せ

ん み虐 いな滅じ で、 循 傲こづっと縛ク 柳 花 施、 塀 る機会 を逃 む （ そ のま まみと

る ユ になつ虐。邑 姑 よつと 私が一歩 嶽み逐ん ㍗ こんな偏ク虐がつ τいるから、

こ んな方法 るあるつ τ言ク のをるつとλカ τ、 返む τあ げら施 るクーヌ るある。

． 猪 薇
、

こ の レベ ル な ら 偏 れ る の に っ τ私 の ぽク で伐 蟹っ τる
、

家 族 が そ ク、露っ τな

い クース っ τ多い と 駒 ん でナね。 そ施 を侮とか豪 族だ わかっ τるらク努カをるっ

と でま虐か邑

・ 家族は滅 敵 λ 棚式 元の レベル／涙 るつで綜薇、蟹つ 榊 る方が、 多ぐτ、 元のレ

ベルなら、 苦ん ぜん帰施 る け物 どる、 て伽 夕ん で 効 狛

タイ ミングを逃す

看護師は帰宅のタイ ミ ングの調整が非常に難 しいと考えていた。本人が帰宅を希望 し

たとき に、 介護機器の 準備 や、 家族の介護習得ができていなかったので準備 している間

に 悪化 し 時期 を逃 して しま っ た 経 験 な ど を 語り
、

早く か ら自 宅 に 帰 る こ と を相 談
、 予 測

的 対応
、

な どケ ー ス ワ ー カ と の 連携 が 必要 と 考 えて い た
。

・ 酸索、
ベヅ ベ ポータ ズル 〃 レ、 鶴 賊 と“を、 身の 厘クをそろ差 るに〆幼 護深凍
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を梼誇 乙 η 峻 かっ虐の で、
全 斑美費 でやらなき 科 ｖプな り そのよク凌 傍報がま

った ぐ在かった、 家に層れる状斑 でな 勧 せ 家 族 紘原った

患者の急激な状態の悪化

呼吸器疾患は急変 しやすいため、退 院準備中に急変 して亡くなる経験を多く の看護 師

が 経 験 して い た
。

・ 状一藍落ら着 い虐 の で遊院 を考差 虐とた ル死 亡μ虐。

・ 傲ん で いる ク ち に あつ と いク 傲 に貞 糸
、
霧ぐ な つ らや つ τ

臼
一 β ぐら い で だぐ 在 つ 虐

。

、急激だつたか ら爆いが１屠る。

逮院 １外溝 騒 難 壌麗 歯

）^医 師と 看 護 師 間 で 臭体的状況

の婦宅時期につ い

て の 方 針 の不 一 致。

看護師１新たな治療が始まる前の外泊

少 し で も 動 け る う ち に 外 泊。

検査入院のときは一度帰宅させる回

医 師 ： 治 療 を 終 え て か ら 躰 泊 や 退 院 す る。

結 果と して外泊許可が出たときにば状態那悪化し

て い る。

Ｂ〕 介 護 看 が いな い 家族が菖齢化、 も しく は独立し介護者那居ないので掃す

こ と が 難 し い何

Ｃ） 蒙 族 の 農 跨 こ ん な に 患 い 状 態 で 帰 宅 は で き な い。 そ の 結 果も 患 者 本

人 も 強 く 希 望 を 表 明 し な い。

６ ）タイミングを逃す 介護機器の準備やサービスを申講している間 に亡くなる向

ε） 患者の急激な状態 呼吸器疾愚でば急変が多く、 帰宅予定前１ヨに亡くなるこ

悪 化
と も あ る。

図 ３． 退 院 外泊 困 難 の 理 由

心残り の転院

看護師は入院期間の短縮化により、死が 近く 予測される場合 にも転院せ ざるを得 ない

こ と に 心 を 痛 め て い た
。

柳 蹴 襯を搬 店 柵 離朽。鱗が概ところ鯨 雌
ク直 さ 獅プ施 ば在らないつらク１。 そ施 を看護 砺が烹クこ とに 葛 藤

３０



・ 亡ぐ な る ２ 週 傲 砺
、

２’３ β 訪 で邑転諺宕しな／プ施／式な ら な い

・ 状窟が少乙落ち着い虐ときだ転院となるの でな在ぐ、 転院老のぺ〃 があき、 転院オる 体

棚 雌 離稲箏離凌 蛾 ２僻なぐ鮒 脇、

２） 苦痛 をコ ン トロ ー ル す る

退院・外 泊 を 実 現 さ せ る こ と に続 い て
、

看 護 師 は 苦 痛 をコ ン トロ ー ル す る こ と を目 指

して 看 護 を 展 開 し て い たが
、

そ の 中 で いく つ か の 困 難 に 遭 遇 して い た
。

① 呼吸困難への対応

看護師は呼吸困難 を軽減するために＜医師の 指示通り 酸素を目いっ ぱい上げる。＞＜側

に寄り 添っ て一緒 に 呼吸 を整える ＞＜ 楽な体位 を本人 に聞いて整 える ＞こと を行っ て

い た
。

呼 吸 困 難 緩 和 の ため に＜ セ デ ー ショ ン を 苦痛 時 早 期 か ら 開 始 した い が 困 難 ＞＜ 患

者と家族の苦痛緩和に対する意見が異なることへの対応 ＞という困難感 を抱 完ていた。

医師の指 示通り酸素 を目いっ ぱい上 げる。

指示 通 り 酸 素 を 増 量 す る が
、

軽 減 す る こ と は 困 難 で あ っ た
。

・ やっ 減夕その酸索邑五 雁がある の で 棚 ｘ ま でいつ τじまクと そガ以土 はや渡クあ

げら カ な い
。

側 に寄り添っ て一緒に呼吸を整完る

声をかけ、 背 中をさすりながら、 効果的に酸素を取り入れる ように ゆっくり 呼吸を整

え る。
終 末 期 に は肺 理 学 療 法 は行 わ な いカミ

、
ス クイ ー ジ ン グや マ ッ サ ー ジは す る こ と も

ある。 む しろ粘調度 の高い時は吸入 をし吸弓１する。 本人が呼吸困難の危めパニックにな

っている時には 呼吸法 は本人がやろうと しな い。それでも苦 しくてもがくときにはセ デ

ー シ ョ ン で 最 後 に 頼 っ て しま う。

楽な体位 を本人に 聞いて整 える

苦 しい時には体の向きを調整する。意識の明 瞭な人 には訴えを聞く ことで一時的に軽

減 す れ ぱ
、

患 者 が どう した い か
、

どの よ う な 体 位が い い か 聞 い て でき る と こ ろ は 望 む と

お り に やる。

セ デー ショ ンを苦痛時早期 から開始 した いカミ困難

セ デー ショ ン す る と 意 識 レベ ルが 下 が っ て 苦 痛 表 情 が 消 完
、 呼 吸が 落ち 着 く

、
安 ら か

な状 態 に な る。 死 期 が 早く な るが
、

苦 しい な か 頑 張 ら せ る よ り、 安 ら か に最 期 を 迎 完 る

方がよいと 考えていた。 酸素量を一杯に入れても酸素飽和度が あが らない、 息苦 しさが
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消 え な い と き に は セ デ 』 シ ョ ンが 必 要 と 判 断 して いた
。

患 者 が 息 苦 しく
、

見 て い る 家 族

も 辛 い とき に セ デ ー シ ョ ン に つ い て 家 族 に 話 を する。
し か しな が ら 看護 師 は

、
死 が 目 前

に な っ てセ デ ー シ ョ ン開 始 す る の は遅 い と考 えて いた
。

呼 吸 困 難カミ強く て も
、

開 始 さ れ

ないまま亡く なる患者が何例かあり看護 師は呼吸困難 の緩和 に困難を抱えていた。

開 始 の 時 期 が 遅く な る 理 由 と して
、

《 医 師と の 意 見 の相 違 》 や
、

《 セ デー ショ ン１の

開 始 を 家 族 が 迷 う 》 《セ デ ー ショ ン につ いて の 説 明 の 難 し さ 》 が あっ 危
。

《 医師との意見の相 違》では以下の言葉カ澗 かれ危。

・ 屋砺はデしタから肖断 ずる。 颪濠診断か ら協 断 する。
ベヅ 戸ダイ 柳こ庁っ τ解荻 を

看 τ欲 以１

《セ デーショ ンの開始を家族が迷う》 は家族が迷 うた め開始が遅くなる と考 完て いた。

・ ム ンデラ で、 か げると意蕨が なぐなつ虐 ク、 解吸が五 まる 砺麓産るあ クま ナよつ で

烹クの で、 いつ らそのタイミ ングがわからないまま、 葱者 さんが 芽 〃 １のを劾 クな

がら家 族 な迷つ ちやク。 芽むいのなとつ τぽ しいげ ど三 惹＝蕨桝なぐなつ ちやク の赦

紡いつ τいつ τ

・ β分がその薬 を磨っ でぐださいといクこと 拭 その死へのヌ／ヅ チを搾し虐 よクな

離 になつ ちやクんだを一叙ク んで…す〆プと、 そ施 で迷つて一ると、蟹ク

《セ デーショ ンについての 説明の 難 しさ 》では苦痛 を敢り 除く ために は呼吸抑制 の危

険 が あ る こ と を説 明 す る と 家 族 は 使用 を 望 ま な い。
セ デ ー ショ ン によ り 意 識カミ低 下 す る

ことを説明 しても家族 は目先 の苦痛を除く ことに気持ちが集申 し、その後 に生 じる事態

を 予 測 しな い た め患 者 に負 担 に な る こ と が あ る と 語 っ て い た。

・ 読 砺し τる家族 なその瞬糊瞬解に友 広 し、 患 者が振ク回さカる。 芽 以 吻 で塩モど

難航 脚〃猟 鯛概 翻 帆掃鍬 鮒、艇帥
丑 し て：欲 しレ、と い ク。 申五 す：る と差デしぐ 凌 る６クてう患者／ま振 ク 四 され τむ ま１ク。

・ 家族邑本スが芽乙そクな蕨子を鬼 む緩初を希望ナる 拭 呼吸が朔勧されることを誘

ナと磨わない でと、 受 め 肋 τ邑ら左 ない

患者と家族の苦痛緩和に対す る意見淡異なること への対応

患者と家族の意見が異なるときの 対応 に苦慮し、家族の意見を優先する看護師もいた。
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・ 本λ 薬 を磨つ τ欲 以１と いク が、 家 族が望み を持つ τ生 き τ欲 以１と言クと き書務

鋤難鯛蜘
・ 本λ な 芳 以１の 市薬を磨い虐み１と 烹つ で莱る が 劾 牽が死ん でむまクと 言ク。

② 疫痛 コ ン トロ ー ル

湊痛部位 に負 荷那 かが らない環 境の整備

湊 痛が あ る 場 合 に は
、

痛 み が あ っ て も 物 が と り や す い よ う 箱 を 作っ て、
必 要 な も の を

おく こと や
、 体 位 変 換 を 行 い

、
ベ ッ ドの 上 だ け で 居 心 地 の い い 環 境 を整 える よ う に して

い た
。

苦痛の強い とき には一人にせず安心するよう側 に寄り 添う

治療 に よ っ て 束縛 さ れ る こ と によ る ス トレス と
、

疾 痛 や 苦 痛 が 強 い と 死 へ の 不安 が あ

る の で
、

講 か が 側 に い られ る よ う に して い た
。 担 当 看 護 師 が 側 に い られ る よ う に

、
モ ジ

ュ ー ル で 残 っ て い る メ ンバ ー で 協カ して 一 緒 に仕 事 を行 い
、

家族 に側 に つ い て も ら う よ

う に す る が
、

家 族 が 来 る ま で看 護 師 が 側 にい る よ う に努 力 して い た
。

看護師は上記の疾痛コ ントロールを行っていたが、＜ 鎮痛薬が効 果的に使用 でき ない

＞ ＜ 認 知 患 者 の 苦 痛 理 解 の 難 しさ ＞ を 抱 えて い た
。

鎮痛薬が効果的に使用 でき ない

痩 痛 コ ン トロ ー ル の た めに は 《 さ ら に 積 極 的 な 麻 薬 使 用 》 が あ る が
、

な され て い な い

こ と や
、

《 副 作 用 と の バ ラ ンス を はか る 》 必 要 が あ る た め 難 しく 効 果 的 に 実施 さ れ な い

と考完ていた。《さ らに積極的 な麻薬使用 》とはモルヒネの使い方が看護 師と医師との

意見が異なり、 医師に症状を伝 えて増量を求めるが成功 しない体験が多く、 薬物の開始

と 増 量 す る とき の 判 断 が 難 しい と 考 え て い た
。

《 副 作 用 と の バ ラ ンス を は かる 》 で は 制

吐剤 や便 秘 薬 で の コ ン トロ ー ル が 困 難 で モノレヒネ の 増 量 が で き な い 悩 み を 抱 え て い た
。

・ るク 庸み が雌 τぎた屡燈から早 柳こ殖つ τ、 そカ で煽み をコン戸ロール むτ生冴 で

きる、 レベルをこク歳終 漱こ深っ τ 州ゾ虐ら ～ １凌と、蟹クん ですげと、 的 すごぐ

庸ぐなつ て 動 雌 ぐ凌っ τから、麻 薬を導スした クとか、そ 卯１クこ 〃 拷 薇多 れ

認短症患者 の苦痛理解の難 しさ

意識 障害や認知 症があっても苦痛の程度は把握 しようとするが、認知症でそうしてい

る のか苦 しいのか区別 が付かないとき があること や、湊痛を伸 吟や行動で表すことが多

いので苦痛の程度 の理 解が困難である と語って いた。
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・ そ施 が 娩 采な のか
、 本 当 にあ の、

差 しぐ つ τ やつ τる の か っ て いク の 渡、
ち ょ つ と

わか ら な い・…

③ セルフケア能力低下への援助

呼吸困難の危 め自分で行動 でき ないことに対 して看護師はなるべく 希望すること は

か なえたいと考 えて いた。目 常生活上の患者の希望と して食べることや排泄 に関 しての

希 望 が多 く 語 られ
、

これ ら の 希 望 に こ た え る 努力 を して い た
。

排 推 や 食 事 に つ い て は 本

人 の希望が はっきり表出される危 め看護 師が関わりやすいことも影響 していた。ま 危患

者 本人のみな らず家族の希望 も取り 入れて、リスクが 大きいと判 断されるとき でも最期

の 希望をかなえる 危め、 医師と相 談しながら看護を展開 していたむ 患者の希 望通りに行

っ て
、

苦痛カ状 き い こと が 認 識 でき る よ う に も 援 助 を 行 っ て い た
。

・ 楚べ虐 い、 飲み が １つ τいク のが多い。 む せτ誤 碓オるの な 甜こ堪左 τい 引プ施 ど

邑
、

本 ス がク１ク な ら ばつ τいク の 紋 クヌ ク は 承 劾 で やつ τい る
。

・ 例差ぱ雛汝の壕詮本入がバル』ンをλカ虐ぐ 柳プればスれないで撮凌婁でオム ヅを

当 τない で、 効 広ヂるこ とはこ ちらの心瀞差 があ施 ば でき まオね
。 劣 際にやつ τま

す最 愛の最菱ま 頁 オム ヅをあ τない尿とクパ ヅ κ邑あ τ 勧 １方 ないらつ μやク ぽ

乙 虐 ね
。

・ や ク虐 い 〃 １ク な ら や ら せ τみ τ、
差 むぐ なる げ どつ τ； つ （ 一 豚 や ら せ τみ τ、

そ施 で身分がわかっ τ邑ク。 やら 伽 １っ τいクλ 邑いる し、 それ で邑維 対私 な戸／

レに 存 ぐ つ τ 序クス 色 い る μ。

３） 不安を軽減する

入院生活が集団生活であり、 治療による拘束な どカミ不安を一層強く しているが、 看護

師に感情を表出するよりも患者は自分の申で葛藤 して いると 語っていた。 但 し、 酸素飽

和 度は安定 しているにもかかわらず、呼吸困難が 強い患者には不安が強いと判 断して対

応 して い た
。 こ の よ う な 不 安 に 対 して 看 護 師 は 孤独 を 避 け る た め

、
訪 室 回 数 を 増 や し、

ス キ ンシ ッ プ を は り
、

苦 痛 の 強 い と き や 夜 中 に は 患者 の 側 に い る よ う に 努 め て い た。 し

か し十 分 対 応 で き て な い と 感 じて い た
。

そ して 家族 が 側 に いる 時間 をつ く っ て い た
。

・ 楓 た らに／まわ力〕ら な い 茅 しみカざ ｏ愛索 の 猛カぶ浪 ぐ τ邑差戸じレ、つ τい クジ 被 カ・ら ぐ

碗 の邑あるので鰍 ひ るだけ で薬になつ虐つτ 〃 方 洲 る。

・ 淀申とか κ葬をベヅ κ升イ 戸“に持つ で庁つて三ちよつとの傲 鰍こい虐クとか 身体をざ
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声つ τあ げた クとか な ナるこ とはあクま カプぎ

・ この循院の生涯勿壊 厨生 涯 で、 苑夷さカる こと 邑多 ぐ （ きっと懲者さん虐 ちの心

の 御こいろんな不安とか、 訴差 とかを葱差 τいると、蟹ク。 そのネ 安を すべτ菰たち

鮒 鮒 ㈱、榊。そ絨鯛、誘舷 脇 淋 破 州 砿 燭ｏ
が ナる、

４） 目々 のケアを希望にあわせ て実施 する

セルフケア能力低下への援助と共通 しているが、重症化 した 患者カ湘 常生活を少 しで

も気持ちよく す ごすことが でき るように看護師は努力 していた。 爽快感を得る方法とし

て身 だ しな み を整 完る こ とや 清 拭 や入 浴 荏 どの清 潔ケ ア の 実施 を あ げて いた
。

状態 の少 し

でも いい 時 を見 計 らっ て負 担 の ない 方 法 を駆使 して行 って い る ば かり で は准く
、

急 変 の可

能 性が あっ て も希 望を 優先 する こと も 行って い た。

・ 膚潔クア、 汰窟が安定むτい 棚記なるべぐお燭召 肋 溺 整むでλ施 η 耽 τいこク

と考差 潜 穣宅跨 できるこ と邑あクま 充 心虜クが減ク婁 穴

・ 家簾がア解す棚式 急変す 励 珂 瑳燈カ蛎 つτ邑λ 浴ナる壕浄色ある。

・ 痩虐 きクの方 とはコミュニ クー ショ ンる坂地 斜 １方 批１るん で カプざ私が行っ τ色

鮒 た 脇 灘 紺τ縦 クとカ・蜥き榊。

治療のた めの活動制 限を最小 限にする。

看護 師は患者 が治療のた めに活 動が制限され 自分の好き なこと をする 時間が ないと

感 じて お り
、

少 し で も制 限 を しな い よ う に し て い た
。 場 合 に よ っ て は 治 療 よ り も 活 動 時

間の確保を優先 し治療 を中止 するよう医師に相 談してい た。

・ 多 いの ぱ 煮滑とか酸索とか の猪療の虐 めに、動いちやだめとか、お燭 部まだめ とか、

いろ いろ籏鰯 さ施る のがいやっ τ〃１夕方沸多 いの で、 そいク 纐 をなる べぐ必 要褒

低 脚 こ声る
。

・ 、煮瀞をしな いとこク なる のよと誘砺 する 一方 皿 、点瀞をなぐそクといクのを充 生と

槻 談 し で坂 クλ 施 τ言つ 虐 ク … 。

我慢する高齢者への対応

自尊心 から。 ま た気兼ねから看護師を 呼ばず 我１蔓する高齢者への対応と して、 患者が
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受 け 入 れ て く れ る 言 葉 を さカミして 対 応 し て い た
。

・ 鞍 争を存き抜 い τ莱 で、今 までβ分 でやっ τきた虜巌孝赦、体が動かなぐ在つ τ邑、

、息茅しぐ τ諺か にお 万の 姓誘を麗らなきゃい げないとか、 そ 卯 、クことに 解し で差

珊 心とか、 淳尊必 を虜つげられる自

・ ４ｅ況 を受タプジてカ ら施 な い
、
差干な い の／こ動 いて一しま ク

、
呼 吸差≒さ ら／こ悪 ぐ して三しまニク

、

ある いな転 働し τしま夕、 とか いクこと で、 余 計た身分β身を書嘱に しτむまクつ

η ウ 状況が多 け

’ ナ ース コ ール を 探 ナこ と を 帯 し訳 な い と、叡ク。 看 護；婦 さ ん 佐 以 １の だ と か
、 、叡ク 壕

浄はコール を解しτぐ施在い。 あいだこれな いの、 コー沙を揮 しτ邑らクとあ いに

こ施 るの 初掌 以１ん ですよ、 η１クよクな廓 ｏ

上 記のような 高齢者 に対 して看 護師は 患者にケア を受 け入れも らお うと次 のよう に

対 応 して いた
。

・ 今ま でチ分 がん ばっ τきたの で、 今婁 でいろん なλ にたぐさんのことを しτき τぐ

カ虐 の で、 今度 は私虐 ちがお返 乙をさせτるらク番なんだから、 今な少 しゆつ ぐク

休ンレでぐ だ
’
さ い と

、
い クふ ク に 誘 乙虐 ク

。

以 上
、

患 者 へ の援 助 に つ い て 述 べ て き た
。 次 に 家 族 に 対 す る援 助 に つ い て 述 べ る。

５） 家族が心置き なく 看取ることができる

看護 師は 「家族が心置き なく 看取ることができる」 ことを胃指 して、
「家族がお別れが

でき るように最期 の場面を創る」 噛 者と家族 との時間の共 有への援助」「ゆっくり 患者

に関わることができる環 境をっく る パ 家族 が亡くなるこ とを受容できるよう にする」

が援 助 と して 語 ら れ て い た
。

お別れができるよう に最期 の場面を創 る

家 族 に 亡く な る こ と を 伝 完
、

家 族 の 気 持カミ本 人 に 通 じて い る こ と
、

入 院 申 の エ ピ ソ ー

ドを話すな どを通 じて最期の場面を創り出 して いた。

・ 死 の 砺に は
、

色 ク 今 β
、

邑ク 少 し だを．原ク の で
、

あ の
、

そ 減に い τ今 婁 でむ τあ げ

虐 こと を厨 ｏよク にるク ー回、 τいクこ とと、 鰯 の酵に は必 ボ、 今婁 でむτき

たこと は必 ず ご本λ 簾に伝わつ τいま すからね、 と いクこととか、 あ の、 一猪にぶ

クか麦 ク まカね。 今婁 での、 家 族と ご 漱 厳が じ τき虐こと を、 一猪に振ク返クま
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穴 あ の、 と“卯 リ ス だっ虐 酬 せ か、 こ 卯１クときに 炊 よ ぐ笑っ虐ねとか、 そ

卯 汐 ことを振ク返るよクに むτま 尤

・ 家 族 が 心 置 き な く 看 取

る こ と が で き る で は、
「家族が お別 れがで き

る ように最後 の場面 を

創 る」 「患 者 と 家 族 と

の 時間の共有 への援

助」 「ゆ っ く り 患 者 に

関わ ること ができる環
境 を つく る」 「家 族 が

亡く なること を受容で

き るようにす る」 が援
助 と して 語 ら れ て い た。

図４、 家族 へ の援助 目標

患者 と家族との時間 の共有 への援助

看 護 師 と 共 に ｂｅｄ ｂａｔｈ な どの 冒 々 の ケ ア に 参 加 し
、

患 者 と の 共 同 作 業 を 行 う こ と を

通 して
、

看 取 っ た 後 に 満 足 感 が 得 ら れ る よ う に 援 助 す る こ と で あ っ た
。

介 護 者 が 高 齢 の

場合 には体力 の限界を考慮することや、別世帯の独立 した子 どもの場合にはケアヘの参

加 は 困難 と感 じ て い た
。

死 亡 後 は 死 後 の 処 置 を しな が ら
、

今 ま で 家 族 が 頑 張 っ て き た こ

と を認 める 言 葉 を か け
、

十 分 看 取っ た こ と を ね ぎ ら っ て い た
。

・ あ の
、

一 猪 に
、

こ ク 漉 雇 滅 どや な い ん で 勿ゾ施 どる
、

ガ ス
、

ク ア を 乙 τい た だぐ こ

と 皿 ま
、

あ の、 やつ τあ げ虐 と い ク か
、

一 猪 にガ λ 乙虐 つ τ いク 潴遅 葱 と か
、

あ

と はその滋れ 浄ク擦傲とか、 そ 卯 リ 颪 で、 一ノ織こλ っ τるらっ た方がいいと、蟹っ

τ
。

ゆっくり患者 に関わることカ茎できる環境をつく る

家 族 が 側 に い ら れ る よ う に 面会 時間 の 制 限 を なく し、 個 室 で ゆ っく り 過 ごし
、

会 わ せ

た い 人 に会 わ せ る よ う に して い た
。個 室 に 移 る こ と に よ っ て 家 族 が 時 間 に こ だ わ ら ず 来

る こ と が でき
、

泊 ま っ て 側 に 居 ら れ、 個 室 に 移 す こ と に よ っ て 夜 中 に たく さ ん 面 会 者 が

来 るこ二と が で き る こ と を 実感 し て いた。 しか しな が ら 患 者 本 人 に と っ て は個 室 は 重 症 感
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を 持 つ こ と も あ り、 移 動 する タ イ ミ ン グ を 工 夫 して い た。 移 す タ イ ミ ン グ を 呼 吸 困 難 が

強く な っ た と き
、

ま た は 意 識 が な く な っ て か ら移 す こ と も あ っ た
。

一 方 個 室 に な り、 家

族 と患者間の重い苦 しい雰囲気に なり やす いため頻 回に訪室し、緊 張状態の緩和 にっと

め て い た。

家族 那亡く なることを受容 できる ようにする

家族 が患者の死を受け入れていくための援助と して、状態が徐々 に低下 していること

を 認 識 し て も らう よ う に
、

患 者 の 変 化 や 状 態 を 説 明 し
、 家族 が で き るこ二と を 一 緒 に 行 っ

ていた。 入退院を繰り 返す場合には比較的受け入れが良いと感 じて いた。

７。 考 察

以上の結果を踏ま 完、 見出さ れた課題を達成する ための方法について考察する。
１） チーム で取り組む

最 初 に、
患 者 の 退 院

、
外 泊 が 困難 な 理 由 と して、 家 族 が 「こ ん なに 悪 い状 態 で は 自宅

につれて帰れない」 と考え購購 して しま うことであっ た。 症状が不安 定な状態 での退院

で あ る た め
、

医 師 は 危 険 性 に つ い て 話 す こ とが 多く な る が
、

む しろ こ の よ う な 状態 での

退 院においてはなおさら、自宅療養 のメリ ットや可能 性がイメ ージできるよう に説明す

る必 要がある。そのためには在宅医療 の経験豊富な 地域医療部や専門職種が介入 し在宅

療養の 可能性を検討してもらう。 退院を促進するためには 退院後 の病 院での２４時間支

援体制 は必須の条件である。 終 末期医療に関する調査等検 討会報告書による と、
「がん

の 末 期 で 痛 み を 伴 っ た 患者 の 療養 に 当 た っ て は
、

最 期 ま で自 分 ら しい 生 活 を で き る よ う
、

早い 時期 から、心のケアを含めた必要な医療や介護を適切 に行 うシス テムを構築するこ

とが 望ま しい。 例 完ば、 （王）自宅で麻薬製剤 を適正に使用 して疾痛 緩和ができ る体制を

推進する、（２）ごく短期 間で在宅療養の体制がとれる ようにする、（３）終末期 のがん患者

を対象と した通所 サー どスや 短期 入所 （院） な ど家族の 精神 的、 身 体的負 担の軽減等の

対策を進 める、（逐）在宅 での緩和 ケアが できる医師や 看護師を確保す る、（５）地域にお い

て
、

診 療 所、 訪 問 看護 ス テ ー シ ョ ン
、

緩 和 ケ ア 病棟 が 連 携 した シス テ ム を 作 る と いっ た

ことが実現できれ ぱ
、 家族 の負担 等も軽減され、 より多く のが ん患者が在宅 で最期を迎

え る こ と が でき る と 期 待 で き る
。」

と 述 べ て い る
。

高 齢 者 の 終 末期 の 退 院 に 向 けて は
、

さらに、 介護者が高齢化 している淀 め
、 介護保 険と 上記のシステム を効率的 に利用 する

専 門 家 の 存 在 が 重 要 と な る。

２） 本人の意思の確認

本人の終末期への意向を確認することが 困難で施ると いう本研究の結果は、終末期医

療 に関する調査等検討会報 告書においても、 聰 者 本人は、 早く 苦痛から解放 して ほし

いが
、

家 族 は 単 な る 延 命 医 療 の 継 続 を 選 択 す る 傾 向 が あ ると い う こ と を 示 して お り
、

患
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者 本人の意思と 家族のそ れとが必ず しも 一致 しないことが 医療現場で の葛 藤を 生み出

して い る と 考 完 られ る
。

ま た
、

高 齢 者 医 療 で は 家 族 の 意 向 が 申 心 と な り
、

患者 本 人 の 意

思 淋 二 次 的 な も の と な っ て い る と い う 指 摘 が あ る
。

医 療 の 不 開 始・ 申 止
、

特 に 患 者 本 人

の 意 思 ・家 族 の 意 向 を どの よ う に 確 認 す る か
、

と い う こ と に つ い て
、

臨床 にお け る 明 確

なルールが求め られている現実を考 完るなら、 医療関係者や国 は、 国民の理解 を得る努

力 を 重 ねて い かな け れ ぱ な ら な い
。」

と述 べ て い る こ と か ら
、

本 人 の 意 思 を 確 認 でき な

い と き の 方 法 に つ い て 杜 会 的 コ ン セ ンサ ス を 形 成 す る 必 要 が あ る
。

そ れ に併 せ て
、

本 人

の意思 を早期に確認する方法を開発する必要淋ある。

３） 認知機能の低下 した高齢者の苦痛

治療が目的の入院に加完、 入院時より認知機能が低下 している高齢者が多く、 苦痛 の

把 握 方 法
、

そ の コ ン トロ ー ル に 困 難 を 抱 完 て い た
。

看 護 師 は高 齢者 に 現 れた 安 全 や
、

治

療継続上の問題となる行動について対応を検討するが、その行動が示す理由につ いて 確

認 す る こ と は 少 な い
。

理 由 を理 解 す る こ と で 同 じ状 況 につ い て の 理 解カミま っ た く 異 な っ

た も の と な り
、

解 決 方 法 が 見 出 さ れ る こ と が あ る
。

看 護 師 は安 全 や 安 静 を守 る こ と に 関

心 が 集 中 し
、

行 動 を 抑 制 す る 方 ㈲ に 向 かっ て しま う
。

苦 痛 に つ い て は
、

認 知 症 高 齢 者 の 苦痛 は少 な い と い われ て る が
、

苦 痛 を 訴 え なく と も
、

身 体 で の 表 現
、

奇 声 を 発 す る
、

手 足 を じっ と さ せ て い ら れ な い
、 硬 い 表 情、

落 ち 着 き の

無 さ
、

怯 え た 表 情
、

不 眠
、

い つ も と 違 う 感 じ等
、

身 体 で表 現 して いる 個 人 特 有 の サイ ン

を知ることにより苦痛を表現 していることが理解できる。認知症患者の苦痛の程度の理

解 は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 十 分 に 実 施 す れ ば
、

１０ 段 階 評 価 よ り も ５ 段 階評 価 が 適 して

い る と も 言 わ れ て い る（亙ｅｒ疋ｅ１１，ｅｔ，盆は９９５）
。

今 後
、

目本 に お い て も認 知 症 の 庭 痛 ス ケ

ー ル の 開 発 が 望 ま れ る
。

さ ら に は 意 識 レ ベ ル が 低 下 し て い る と き に も 患 者 は 湊 痛 を 感 じ て い る

（Ｓｔｅｐｈｅｎ，
１９９４ Ｌａｗｒｅｎｃｅ，

１９９５） こ と が 実 証 さ れ て い る。
意 識 が 低 下 し て い て も

、

表情や行動に注意を向けることを忘れてはならない。

４） 医 療 チ ー ム の コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン

看護 師は他職種、 特に医師との意見調整について困難 を抱 えていた。 特 に退 院の時期

や疾痛コ ントロールについて医師との方針の不一致に悩んでいた。 看護師は 「セ デーシ

ョ ンを 開 始 して は ？一な ど 目的 や ゴ ー ルよ り も、手 段 に つ い て 医 師 に 相 談 す る こ と か ら
、

問題解決に至 らないことが多いように思う。痩痛を どの程度ま で軽減させようと する の

か チ ー ム
、

あ る い は 両者 間 で 一 致さ せ る。 そ して そ の ゴ ー ル に 達 し て いる か ど う か をモ

ニ タ リ ン グす る こ と に よ り、 協 力 し合 う こ と が で き る よ うに な る
。

こ の よう に 医 療 者 間

で意見の相違が ある とき には最 初に ゴールを明確 にすることが 合意形成の原 則である。

医療現場では即 断を遺 られることも多いが、なぜそ う思うの かお 互いの意見を痢るこ と
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が合意形成の第一歩である。
ゴールを 共有することが医療者 間で意 見が異なるときの第

一 の 解決 方 法と な る
。

さ ら に は
、

医 師 と 看 護 師 と は 同 じコ ンテ キ ス トで 話 を して い な い
、 っま り 同 一 基 盤 で

話 を して い な いこ と を 理 解 し
、

具 体 的 に
、

丁 寧 に話 をす る 必 要 が あ る
。

こ れ が 医 療 コ ミ

ュ ニ ケ ー ショ ンの 原 則 で あ る
。

例 完 ば
、

看 護 師カミ
、

呼 吸 困 難 の 軽 減 をす る 必 要 が あ る と

判 断 した と き に
、

嘩 に 軽 減 を 求 め ず
、

食 事 を 楽 しみ に し て い る し
、

家 族 も 食 べ て も ら

う た め に 努 力 して い る の で、
昼 食 だ け は 落 ち 着 い て 食 べ る こ と が でき る よ う に 昼食 時 の

１時間だけでも苦痛 を緩和 でき ないか」 な ど看護師の視点から具体的に 「一目のうち ど

の 時 間 に
、

どの よ う な 呼吸 困 難 が あ る の か」、
「そ れ に よ っ て 何 が 生 じ て い る の か」 看護

師が理解 している事象 を話し、呼吸困難の軽減により どのような事象が 可能になる のが

具体的に話をする。 同一基盤にない相手が理解できるように具体的に 話をすること が第

二 の 解 決 方 法 で あ る
。

第三の解決方法は、二者間の話 し合いで意昆が対立 したときに は間題解 決に当たって

は関連職種の知識・知 恵を集 めることである。 チームで現在の問題点や 対策 などを話し

合 う こ と に よ っ て
、

よ り 広 い視 点 か ら 考 え る こ と が でき る
。

チ ー ム カ ンフ ァ レ ンス で は

先 の
、

同 一 基 盤 に な い 人 と の 話 し 合 い で あ る こ と を 念 頭 に 置く 必 要 が あ る が
、

チ ー ム で

自 分 の 意 見 に 耳 を 傾 け て も らう た め に は アサ ー テ ィ ブ ト レー ニ ン グ に よ り、コ ミ ュ ニ ケ

ー ショ ン ス キノレを 高 め る こ と も 有 効 な 手 段 で ある。

以 上
、

高 齢 者 の 終 末 期 医 療 の 質 が 向 上 する た め に
、

チ ー ム で取 り 組 む こ と や
、

認 知 機

能 の 低 下 した 高 齢 者 の 苦痛 の 理 解
、

医 療 者 と の コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 高 める こ と に

つ い て 述 べ て き た。

平 均 入 院 期 間 が 短 縮 し
、

ス タ ッ フ が よく 知 っ て い る 患者 が 少 なく な り
、

回復 期 や 維 持

期の患者が少なく なり、終末期 の高齢者の望む看護 の展闘はますます困難 になってきて

いる、高齢者高度 医療 にお いてこそ看護独自の責任 を果たすことができる システムの構

築や看護師の意識が求 められて いる。

病 院 死 が 約 ８ 割 と な り
、

死 が 身 近 な 存 在 で は なく な り、 死 の 看 取 り に 対 す る 心 が ま え

や知恵を失っている。 仏 具売 場は隠れた場所にある。 表舞台で堂々 と営業 できる文化 が

育 つ こ と を 期 待 した い。

８． 結 論

・ 呼 吸 困 難 へ の 対 応
、

退 院
、

外 泊 へ の 援 助 に つ い て は 医 師 と の 方 針 や タイ ミ ン グに つ い

て の 調 整 能 力 が 必 要 で ある。

・本 人 の 最 期 の 迎 え 方 につ い て 確 認 で き た 場合 に は 患者、 家 族、 医 師、 看 護 師と も に同

じ方商での対応が可 能となり、 希望がかなえられていたことか ら、 本人 の意 思の確認

方 法 の 開 発カミ求 め ら れ る。

・ 今 後 上 記 の 困 難 に つ いて ケ ア プロ グ ラム に取 り 入 れ る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た
。
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４章 高齢者高度 医療 専門病 院における 終末期ケア プロ グラム の作成

１． は じ め に

平成 王５ 年
、

１６ 年 の ２ 年 に 渡 り
、

高 齢 者 の 終 末 期 の 実 態 や、 看 護 師 の 終 末 期 に お ける

看 護 実 践 と 困難 につ い て研 究 し た
。

平 成 五５・１６ 年 の 研 究 を 通 し て
、

呼 吸 器 疾 患 で 亡 く

なる 患者が多いこ とから、 １７ 年度は呼吸器疾患を持つ高齢者の終末期 ケアプロ グラム

を 作成 することに した。 研究病院は高齢者看護の質が高いと評価され ている ため、 看護

実践と して 語られて いた看護 はプロ グラムを作成するための有カな情報と なっ た。

２． 方 法

１） ２０００ 年がら２００６年までの医学中央雑誌およ び ＣＩＮＡＬ から終末期看護 に関連する

文 献 レ ビュ ー を 行 っ た。 退 院 に 関 し て は 「高 齢 者 ・老 年 ∬ 終 末期・ タ ー ミ ナ ル」 「退 胞

を キ ー ワ ー ドに して 検 索 した 結 果 ５３ 文 献 で あ っ た
。

そ の う ち 看護 実 践 に 関 連 す る ２０

文 献 を 参 考 に した
。

呼 吸 困難 に 関 し て は 哺 齢 者 ・老 年」 「終 末 期・ タ ー ミ ナ ル」 「呼 吸

困難」 または 「呼吸器疾 創 をキーワー ドに して検索 した結果 １９文献であっ た。 疫痛

に関する文献は 「高齢者・老年 パ 終末期 ・ターミナル」 喀 痛」 をキーワー ドにして検

索 した 結 果 ７ 文 献 で あ っ た
。

同様 に 家 族 ケ ア に 関 す る 文 献 は １２ 文 献
、

終 末 期 ケ ア モ デ

ル に 関 して は １４ 文 献 で あ っ た
。 以 上 の文 献よ り 終 末期 に必 要 な ケ ア 項 目 を 抽 出 した

。

参 考 に した 文 献 を 資 料 に 示 した
。

２） さらに退院調整において経験の ある看護 師と高齢者専門病 院の呼吸器疾患病棟 に勤

務 す る 看 護 師 ２ 名 と ２ 時 間 の 検 討 会 を ６ 回 開 催 し
、

項 目 の 精 選
、

追 加
、

修 正 を繰 り 返

し行った
。 研究がら得られた実践内容や困難、 さらには文献より高齢者高度医療 専門病

院 に お け る ケ ア プ ロ グラ ム を 作 成 した
。

終 末 期 の ケ ア プロ グラ ム は 広 範 囲 に わ た る た め

に研究結果から、 終末期の高齢者を看護する際に特に注目するべき 点にしぼって、 ケア

プロ グラムを作成 した。すなわち終末期にも退院することを望む本人の望みを実現する

こ と や
、

疾 痛
、

呼 吸 困 難 な どの 苦 痛 の 緩和
、

目 常 生 活 を 高 齢 者 が 望 む よ う に ケ ア す る
、

さ ら に は 家族 のケ アカミ充 実 す る と い う 点 に 絞 っ て 説 明 さ れ てい る。

３） 作成 した プロ グラ ム の 試 案 にっ いて 専門 家と 意 見交 換 す る と と も に
、

１８ 年 度 は 高 鈴

者高 度医療施設の 呼吸器病棟 で作成 したプロ グラムを用いて終末期ケアを実施 し、その

結果 から修正すべき 内容 を洗 い出した。病 棟推 進役の看護 師２名 と計６回の 検討会を持

ち 修 正 プロ グ ラム を 作 成 した （会 議 録 資 料参 照）
。

ケ ア の 実 施 に 当 た っ て は、
病 棟 の 看

護 師 に 平成 １５・王６ 年 の 調 査 結 果 を 説 明 す る た め に 発 表 会 を持 っ た
。 そ の 後、 ケ ア プ ロ

グラ ム の説 明 を 薬 剤 師、 医 師 を含 め行 っ た
。

さ ら に 在 宅 医 療部 の看 護 師 に プ ロ グラ ム を

説明 し協力体制を 要請 した。研 究結果の発表会では自分たちの 実施 している ことや気持

が よ く 反 映さ れ て い る と の 評 価 を得 た
。
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３． 結 果

上記の結 果、 作成 したプロ グラムの 中で特に重 要視 した高齢者の 終末期にお ける退

院 ・ 外 泊 に 向 け て の ケ ア プロ グ ラ ム に つ い て 説 明 す る。

１） 高 齢 者 の 終 末 期 に お け る 退 院 ・ 外泊 に 向 け て の ケ ア プロ グラ ム は 「意 思 決 定」、
「本

人 ・ 家 族 へ の 指 導」 「院 内 ・ 地 域 連 掬 の ３ つ の カ テ ゴリ ー に 分 類 さ れた
。 そ れ ぞ れ の

カテ ゴリ ーにおける援助ポイ ン トと して、 臆 思 決定」 では入院時からの病状説明と 早

期 からの今後 の方針 に向けて の説 明があげられた。特に高齢者の特徴か ら単純 で簡 単な

説明を行い、 意思決定を導く 本人・家族への看護支援が 重要と された。 医師の説明へ の

患者・家族 の理解度や補足、 必 要時に医師への追加説明 を求める などの調整が必要 であ

る。
「本 人 ・ 家 族 へ の 指 導」 で は 終 末期 に 在 宅 で 療 養 す る こ と の 可 能 性 と 利 点 がイ メ ー

ジ で き る よ う に
、

さ らに は困 難 感 が 増 大 し荏 いよ う に
、

高 齢 者 の こ れ ま で の 生 活 や 今 後

の 意 向 を 尊 重 し
、

簡 便 で在 宅 の ス タイ ル に 合 わ せ た 指 導 が あ げ られ た
。

「院 内 ・ 地 域 連

暖 では、 入院時から症状や苦痛のコ ントロールについて他職種と連携を強化 し、 環境

変化に脆弱な高齢者への支援の必 要性があ げられた。ま た早期か ら在宅部と連携 し地域

関係 職種との調整を行うことが必須とされ危。 さ らに ２４ 時間、 緊急時の連絡体制や入

院 の 保 障
、 相 談 窓 口 の 開 設 等 の 病 院 の シス テ ム 体 制 の 構 築が

、
本 人・ 家族 へ の 退 院・ 外

泊 支援において最も重要とされた。

以 上
、

退 院・ 外泊 に 向 けて の プロ グ ラ ム を 作成 し た が
、

退 院 の 促 進 は 高 鈴 者 を 対 象 と

して 開発されているものが多いこともあり、これま で退院時の看護として必 要とされて

いた内容が多いことが確認 された。 しかし臨床で は上記の内容についての具体的な方法

や、 看 護師自身の在宅で可能な処置やケアの方法につ いてのイメ ージ化や、 他職種との

連携 の重要性と連携による 可能性についての認識カ梱 難 であり、これらにつ いて教育が

必 要 で あ る こ と が 示 唆 され た
。

２） 修 正 プ ロ グ ラ ム の ポイ ン ト

修正 ケアプログラムは終末期 の高齢者を看護する際に特 に注目するべき点、す なわち

終末期 にも退院する ことを望む本人の望みを実現することや、 疾痛、 呼吸困難 などの苦

痛 の 緩 和
、

目 常 生活 を 高 齢 者 が 望 む よ う に ケ ア す る
、

さ ら に は 家 族 のケ アカミ充 実 する と

いう点 に絞っ て説明 されて いる。 看護間題に応 じた援助 を色別に示 し、 看護 問題 に応 じ

て 必 要 な箇 所 を簡 単 に読 む こ と が でき る よ う に 工 夫 した
む

ポイ ン トを 以 下 に 示 した。

（１） 退院を望む 本人の 希望 をかな 完るため のポイ ン トは① 看護 師は軽症 のうち か

ら恐れずに死に関する話題に角塑れ本人の意思 を確認 する。 ②家族が終末期の退 院に

つ い て 不 安 が 強 い と き に は
、

在 宅 に よ るメ リ ッ トや 実 現 可能 性 等 が イ メ ー ジ でき る

ように関わる。 ③白宅退院の促進のためには ２４ 時間の相 談窓 口や緊急 時の入 院を

保 証 す る シ ス テ ム を 準 備 す る
。

（２） 苦痛緩和のポイ ントは①高 齢者は入院時の苦痛や落ち着きの無さ、 中期の苦痛
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へ の コ ン トロ ー ル が ポイ ン トで あ る。 ② 高 齢 者 は 死 亡 一 週 間 前 に は 意 識カミ低 下 す る

カミ
、

意 識 が 低 下 して い て も 痩 痛 は感 じて い る こ と を も 理 解 す る
。

③ 苦 痛 が 緩 和 さ れ

ないとき には緩和の ゴ』ルを明確に し、 麻薬 の使用 について医師の 決断のみならず

チ ーム で積 極的に検討する。 ④苦痛が強 いにも拘 わらず最期ま で食 事や排 継等を白

分 で行うこ とを希望する高齢 者には、 痛 みを起こ す動 作が予測された 時刻 にあわせ

て 事 前 に レス キ ュ ー ・ ドー ズ を用 い る こ と を 検 討 す る。⑤ 認 知 症 高 齢 者 は痩 痛 を 訴

完 る よ り も
、

身 体 で表 現 して いる こ と を理 解 しそ の サイ イ ン を理 解 す る。

（３） 家族 ケアのポイ ン トは①家族が起こり うる変化を理解 し、 看取りに十分参加 で

き る よ う に 援 助 す る。

４、
ケ ア プ ロ グ ラ ム 内 容

次 ぺ 一 ジ に 作 成 した ケ ア プロ グ ラム を 記 述 した
。
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鱗姜灘 馨鶴鱒簿灘鱗／、，
嚢鐵 撞錫簸藥翔蕪蕪鰯縫麟灘繁籔添 藤婁稼 鰯藩繍嚢一麟爾擦誰簿灘獲霧誰縫護誰 １

痛 みの 目標 が達 成さ れな い 時
、 医 療チ ーム で 達成 する 方法 を見 出す

服薬 拒 否あ る場 合に は薬剤 師と連 携 し薬剤 につ いて の知 識 を患 者に 提供

薬 の効 果に つい ての 評価 目 を必ず 設 定し
、

コ ン トロ ー ルに 向け てチ ーム で 話 し合う

ボル タ レ ン
、

ロ キ ソニ ン （非 オ ピオイ ド） →ＭｌＳ コ ンチ ン （内 服）

デュ ロ テー プパ ッチ→ オ キ シコ ンチ ン （内 服）、 塩モ ヒ （ＤＩＶ）
、

セ レネ ース

」鰹癖簸潜簸雛 繍⑱一般鰯簸翻縮癩婆管襲魑③鰯 灘 轟 鱒 鰯 醸 戦鋤碗婁

鎮 静：通 常 王～３ 目 で消失
。

持 続 する なら オ ピオイ ド用 量の わず か な減 量や 補助 薬物 療法

の 必 要性 を考 慮す る。 過 度 の鎮 静 は熔 痛症 候 群が オ ピ オイ ド抵 抗 性 であ る 徴侯 があ

る

便秘 ： 緩下剤 の 定期 処方 によ り予 防可 能

嘔気 ：通 常 ３～５ 目後 に催 吐 作用 に耐 性に なる。 そ の間 に制 吐薬 の 使用 が適 切

錯 乱： 基礎 原 因を 評 価す る
。

鎮 痛が 十 分 であれ ば不 必要 な 中枢神 経 系 作用 性 薬物 療法 を

除く
。

そ してオ ピオイ ドの投 与量 を ２５％ 減量 する。 錯 乱が 持続 す れ ば神 経遮 断 薬を

試みる

鶴 淡懸讃家籏教鳶

麻薬 に 対する 不 安や 疑問 の解 消

疾痛管理の重要

疾痛 を我 慢 する こと なく 除痛 を図 る必 要性

痩痛 の 部位
、

程度 お よ び畦質 につ いて、 医 療従 事者 へ 積極 的に 伝え ても らう

効果 の判 定者 は 患者 本人 であ るこ とを 認識 Ｌて も らう

精神依存や耐性について

が ん疾痛 治療 に用 いる 限り
、

依 存 性や 中毒 の心 配 はな い

投与 量 にっい て

投与 量 を増や す こと によっ て 鎮痛 効果 も増 強す る

投与 量 は溶痛 の 程度 によっ て 決ま り、 個 人 差が 大き い

定時的投与の重要性

屯用 で はなく 決 められ た 時刻 に用 いる

各種 オ ピオイ ド製剤 の特 徴とそ の 使い 方

徐放性薬剤と速効性薬剤に大別

各種製剤の薬物動態学的特徴を理解してもらう

減量や投与中止について

疾痛が大幅に減弱 した場合や消失した場合には減量や投与中止もあり得る

自 己半１」断で勝 手 に減 量や 投与 を中 止 しては いけ ない

副作用 対策の た めの 薬剤 の使 い方

下剤 や制 吐剤 の種 類、 調整 方法 な ど

縦 鶴」認類症⑱患審燃⑱隷旛

認知 症患 者 へ安 全に 治療が 受 けられ る よう 配慮 （ＤＩＶ が無 理な 場合、
内 服や パ ッチ

ヘ変更）

認知 症の 家族 より 患 者の冒 頃 の痛 みの 訴え 方や 情報 を得 て ケア に生 かす

生 活 行動 に変 調 が見 られ た とき に
、

家 族よ り 家 での 様子 につ い て 情報 を 得て ケア に

生かす
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呼吸困難
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灘灘工譲麟繊誰麟簿溝鰯轟糠塞肇轟鰯磐欝轟慮灘

呼吸 困難 の基 礎疾 患は 予後
、

有 害 作用
、

費用
、

予想 され る結 果 に留意 して、 可能

な 限 り 治 療 す る
。

胸 部 Ｘ線
、

指 の酸 素飽 和度 測 定
、

簡 単 な血 液検 査に より 呼吸 困 難の 重要 な原因 鑑

別可能

竃．．
・宝醸 襲菌灘 鰯 韓灘 醗鐘 欝 鞭 灘

’

・ 第１ 目標 ： 夜間 の睡 眠の 確保

・ 第２ 目標 ： 安静 時の 呼吸 困難 が緩 和

・ 第３ 目標 ： 体動 時の 呼吸 困難 が緩 和

１、翰 藻葡 麟 雛 策

無治 療 も含 め全 ての 治療 法に つい て患 者
、

家族 に説 明 された か確 認 し
、

不 足を 補う
。

安 楽な 生活 が維 持 できる よ うに 麻薬 の開 始時 期 を早期 に検 討 する
。

必要 時す ぐに使用 でき な い状況 を 作 らない ため
、 早 い時期 に 家族 に了 解 を得て おく。

家 族が 決 断ま でに 時間 を要 し
、

家 族 の了 解な しには使 用 でき ない。

患 者
、

家族 を含 め 医療 チー ムで 何度 もカ ンフ ァ レンス を 開き 目標 が達成 さ れる よ う

に検 討する
。

」
灘 繕 誰 髪 籔娑 裟燵 翁澄漿 羨一滋 懇 議鰺 蒼麟 灘 建誰 簿湊，

セ デ ー ショ ンに より 意 識 レベル が 下が っ て 苦痛表 情 が 消 え
、

呼吸 が 落ち 着き 安 らか な状

態 に なる こと が でき る か
。

死期 が 早く な るが
、

苦 しみ を我 慢 する より
、

安 らか に最 後 を

迎 える こと を 希望 して いる か情 報を 持ち 寄る
。

① 患者 と家 族 の希 望が 異なる とき
。

例 え ば
、

患 者は 薬を 使っ て欲 しい とい うが
、

家 族 が

望 みを持 って 生き て欲 しい と 言う とき 苦痛 緩和 の薬 を 使用 する か話 し合 う
。

② 家族 は患 者 が苦 しそ うな様 子 を見 て緩 和 を希望 する が、 呼吸が 抑制 され る こと を話 す

と使 用 を望ま な いとき、 家族 に どう対 応す る か話 し合 う。

③ 終 末直前 期 は晴 鳴と 疾の 区別 が困 難で あり、 家族 は疲 が詰 まっ たと いっ て 吸引 を望 む

が
、 吸弓１に よ っ て サ チ ュ レ ー シ ョ ン が 下 が り 呼 吸 停 止 が 起 こ る 二 と が あ る の で、 ど の

よ うに納 得 する よう 説明 する か。

④ スタ ッ フ個 人が麻 薬 使用 の判 断を する こと は負 担 が大き い。 話 し合い で総 合的 に判 断

し、 よ り 良 い 方 法 を 決 定 す る。

薬剤 （詳細は別紙資料参照）

① オ ピオイ ド

② 抗 不安 薬 （ベ ンゾ ジアゼ ピン）、
抗精 神薬 （フ ェノ チア ジ ン）

③ 副腎皮 質 ホルモ ン：気 管支 拡 張薬が 無効 に なっ たとき 開 始

④ 気管支 拡 張薬 ：選 択的 β刺 激薬 イ ソ プロテ ノ ール エ チ ルノ ル エ ピネ フィ リ ン

⑤抗ガン治療

⑥胸 水貯 留； 胸水 穿刺
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① 意識 明 瞭な 人 には 患者 が どう した いか 聞い て対 応 する。

② 側 に寄り 添 って 一 緒に 口す ぼ め呼 吸を 行う

③ 効果 的 に酸 素 を取り 入 れる よ うに ゆっく り 呼吸 を整 える
。

④ 患者 の好 む 楽な 体位
、

ファ ーラ ー位 を とる
。

体位 ドレナ ー ジ等 は積 極的 に は しない こと が多 い
。

⑤ 呼吸 を促 す ため スク リ ンや マ ッサ ージ を行 い筋 の緊 張 を ほ ぐす
。

⑥ 疾 の粘調 度 の高 い 時は 吸入 を し
、

吸引 する
。

⑦ 吸引 を 患 者が 嫌 がる と き には 積 極的 に 実施 しない
。

吸引 に よっ て サ チュ レー ショ ン

が低 下す る 場合 が ある ので 注意 する
。

⑧ 酸素 を 医 師の指 示 に従 い調 整 する
。

⑨ 慢性 的 に経 遇す る 患者 にも 終 末期 肺理 学療 法の 効果 を検 討 する
。

⑩ 過剰な水分摂取を避ける

⑪ 環境調節

涼 しい空 気 （ペットサイ ドの 扇風 機）

タバ コの 煙、 香 水、 芳 香な ど身 の圓 り の刺 激物 を 除去

室 温を患 者 にと っ て適 温に する

十分な換気を行う

⑫ 冷た いも の を顔 に 当てる

⑬ 緊 張を ほ ぐす治 療
、 リラ ク ゼー ショ ン療 法 をお こな う

患者の側にいて不安を軽減 チームで優先的事項扱い

落ち着いた態度で接する

可能であれぱ家族に患者の側に居てもらう（特に夜間不安が強くなりやすい）

死 への 恐１布があって パニック になって 呼吸困難 になるこ とが多 いので看護 師は

恐 怖 感 を 取 り 除く よ う 側 に い る。 家 族 に 手 を 握 っ て も ら う
、

タ ッ チ ン グ して も ら

う
。

⑭ 死直 前 の 努力 呼 吸 が 始ま っ た 時 家族 が お ちつ い て看 取 り が でき る よ う に状 態 を説 明

す る。

⑮ 家族 の希 望 に したが って 処 置等 を 実施 して も
、

それ が他 の 苦痛 のと な り
、

結 局元 に 戻

すこ とが あ る。
結 果と して 患 者が 振り 回さ れる の で

、
希 望を 取り 入れ る こと で どの よ

うな 事態 に 至る の かイ メ ー ジで きる よう に 医療者 は 家族 に説 明 する
。

具 体例 ： 家族 は 患者 の 苦痛 を 見て い られ な いと 考 え→ エ ンモ ヒ 使用 希 望 →そ の 結 果

患者 の 意識 が 低 下 し、 話せ な い→ 家 族が エ ンモ ヒ 中止 希 望→ 患 者 苦 しさ 出 現す る な

ど患 者が 振り 回 さ れる。
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ＡＤＬ が 低 下 した患 者 への 援助

１
．

目 標

目 々 を快 適 にす ごす

● 病 態 的に 困難 と判 断 され て も患 者本 人と 家 族が希 望 する 生活 動 作を 行う

２． 清潔 の Ａｌ〕Ｉ・カミ低下 した 患 者へ の 対応

（１） 負 担 にな らな いよ う に部 分 的に 清潔 ケア を実 施 する

（２） 身 だ しな み を整 える

（３） 状 態が 安 定 してい る状 況 を みは からっ て （薬 剤・ 食事 時 間等） 入 浴援 助 を行 う

３． 排湛の Ａ肌 が低下した患者への対応

（１） 身 体機 能 の負 荷が 大き いと 考 え られる 場合 に も患 者本 人 の気 持ち を尊 重す る

（２） 陰 洗等 の保 清 介功 の開 始 時期 のタイ ミ ン グ （異性 によ る差 恥心 や遠 慮へ の 配慮）

を考慮する

（３） 患者 が 失敗 を繰 り返 す うち に徐々 に受容 していく の を待 つ （だい たい １～２週 間）

排泄方法について情報を提供するが強要せず寄り添う

（４） ポー タ ブル トイ レヘの 抵抗 感が ある 場 合は 可能 な 限り 車椅子 で トイ レヘ行く

（５） 尿 管カ テ ー テ ルは 病 状 にも よ るが 最期 ま で 入れ ず にい る こと も 選 択肢 の 一つ で

あ る

（６） 患 者 に不 安 が 強く 排 椎介 助 を １つ の目 的 と して ナ ース コー ル が 頻回 に な るこ と

が ある。 特 に夜 間 に 不安 が 増 強す ると き、 目勤 の プライ マリ ー が でき る 限り 時間

をつ くっ て 患 者の 不安 を軽 減 でき るよ うに する

４
．

食 事の ＡＤＬ が 低 下 した患 者へ の 対応

（１） 状 態 の変 化 に応 じて 細や か に患者 が 望む 食事 に 変更
、 提 供を する

（２） 家 族へ の 説明 （家族 は食 べ ないと 死 んで しま う ので はと いう 思い が強 い）

（３） ＡＤＬ の 低下 や重 症度 の 理解 に家 族と 医療 者 間に ギャ ッ プがな い か確認 す る

（４） 生命 に かか わる 医療 的 側面 と患 者 の ＱＯＬ や家 族の 思い につ い て話 し合 い 対応 や

方向性を検討していく

（５） 医 師が 説 明す ると き に同席 して家 族 の反応 を 確認 する

（６） 家族 の 意 向も きき つ つ でき る 範 囲で の 対応 を検 討 し
、

家 族 が でき るこ と
、 代償

行為の提案をする

（７） 高 齢者 は 特に食 形 態に 配 慮 し、 誤 嚥や 窒息 に 注意す る
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高齢 者終 末期 ケア プロ グラ ム

２００７ 年 ２月 作成

心理的ケア

（１） 患者 が 生き てき た人 生 を振 り返 りそ の 存在 意義 を 再確認 す るよ う に関 わる

（２） 心の思いや語りを傾聴する

・死 にま つ わる 話題 を傾 聴 し共 有す る

・答 えを返 す ので は なく、 患者 が 言っ た言 葉の 繰り 返 しや
、

「あ なた の気 持 ちは よく 分 が

り ます」 訂そう です ね」 等、 共 感を 表 す言 葉を か ける

（３） 死 にま つわる 話 題を 提供 し共有 する

（４） 患者 が 心地 よい 時間 をす ごす

・患 者が 好 むケア を 提供 する （話
、

音楽
、

リ ラク ゼ ］ ショ ン）

患者の趣味や仕事等好きなことについて話題を提供する

・ 家 族と 」 緒にす ごす時 間を つく る
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資 料 １

痩痛 コ ン トロ ーノレ

１
．

基 本 的 方 針 （Ｂｅｒｒｙ ｅｔ ａ１．，
１９９９；Ｄ 泓ｈ１

．
２０００）

① 疾痛評価のデータを記録する

② 痩 痛 の強 さお よ びタイ プと薬 物 の選 択を 対応 させ る。

③ 適 量 を投 与す る。 耐 えられ な い副 作用 をま ね かず に痛 み を緩和 す る用 量ま で 漸増 す

る
。

④ 可 能 な らば 経口 投 与を 用 いる
。

不 可の 場合
、

非 経 口的 投 与の 前 に トロー チ
、

舌下
、

直 腸
、

お よ び経皮 投 与を 考慮 す る
。

⑤ 持続痛は定期的徐放性また は長時間作用型オピオイ ドと麻薬抵抗性痩痛に対する

短 時 間作用 型 薬物 投 与 による 治 療 を必要 と する。

⑥ 麻 薬 抵抗 性疾 痛 に対 して 適切 な 効果 的用 量 を使用 す る
。 ２４ 時間用 量 の １０～２０％ を

１～２ 時間 ごと 投 与が 通常 の効 果的 用 量で ある
。

⑦ 亙ｅｎもａｎｙ１ を使用 す る 場合 は効 果的用 量 を 計算 して パ ッチの 総 量を ３ 分割 する
。

こ

れ が ｍｏｒｐｈｉｎｅｓｕ１ｆａ七ｅ 速 効 の 適 量 で あ る。

⑧ 患 者 が ２４ 時 間に ３ 回の効 果 的用 量 を超 えて 必要 とす る 場合 は、
べ一 スライ ン用 量

を増 量す る
。

⑨ べ 一 スライ ン用 量の 増 量が 必要 とさ れた ら
、

速 効 型製剤 で２ 時 間 ごと
、

長 時 間作用

型 製 剤 で １２ 時 間 ご と
、 ｆｅｎｔａｎｙ１ 経 皮 パ ッ チ で ７２ 時 間 ご と に 安 全 に 行 う。

⑩ 間 欠 痛 は必 要に 応 じて 投薬 する 治療 法 を必 要と する
。

⑪ 麻 薬 抵抗 性 痩痛 に対 して は １ 種類 の 鎮痛 薬の み指 示す る
。

⑫ 絶 えず続く 痛み に対 して は １ 種類 の長 時 間作用 型 オ ピオイ ドのみ 指示 する。

⑱ 痛 み につ い て患 者の 訴 えに相 応 して オ ピオイ ドの用 量 を増 量す る。
・ 軽 度 ～ 中 等 度 痩 痛

、 ２５～５０ ％ 増 量

中 等 度～ 重度 痩痛
、

５０～１００％増 量

・２５％ 未満 の増 量 は無 意味 で ある

⑭ 薬物 療 法ま た は投 与経 路を 変更 す る際 は、 等鎮 痛薬 交 換を 使用 する。

⑯ オ ピオイ ドー無 反応 性神 経 障害 性疾 痛 に対 して 補助 薬物 療 法を用 い る
。

⑯ 非薬 物 学的 ア プロ ーチ は常 に痩 痛 管理 プラ ンの 一部 で ある。

⑩ 患者 が オ ピオイ ドを常用 してい る 場合
、

適 切な 便秘 予 防を 指示 する。

２． 高 齢者 への 薬物 投 与

① もっ と も効 き 員が穏 や か でもっ と も排 出率 の早 い 薬物 から 始め る。

② 最 低の 投薬 量 （普通 の大 人 への 投薬 量の ３ 分の １ か ら２ 分 の １ より 始 める。
患者 の

反応 を みな が ら徐々 に 増 量 して いく。

③ 薬物に対する患者の反応を、鎮痛の程度や副作用の存在の観点から注意深く記録す

る
。
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資 料２

呼吸困難の薬物使用

① オ ピオイ ド： 呼 吸困 難の 緩和 に最 も よく 使用、 治 療 の基 本で ある
。

呼吸 困難 に対 する オ ピオイ ドの使用 が正 しく 理解 され て いな い
。

治 療適 応 も正 しく 行 われて い ない。

症 状 に対 する 認知 反応 をう ち 消す こと で 呼吸 困難 を軽 減 する
。

呼吸困難緩和への使用

開始 量： ４時 間 毎５～ ６ｍｇ

痩 痛 の た め モ ル ヒ ネ を 使 て お り 呼 吸 困 難 が あ る 時 ５０％ の 増 量

（Ｔｗｙｃｒｏｓｓ
，
１９９７）

モ ルヒ ネ の吸 入 評価 が分 か れて いる

オ ピオイ ド受 容 体 は呼吸 路 の感 覚神 経 に存 在

開始 量： 保存 剤抜 き で ２～２．５㎜ｇ を ３ｍ１の生 理食 塩水

に希 釈す る。 モ ルヒ ネ で１０～２０狐ｇま で増 量 でき る

②抗 不安 薬 ・抗 精神 薬 ：ベ ン ゾジア ゼ ピン
、

フ ェノ チア ジ ン

低 酸素 反応 と 換気反 応 を抑 制
、

呼 吸困 難 に対す る 心理 的反 応 を かえる。

ベ ン ゾ ジアゼ ピ ンは評 価が 分 かれ る 長 期 に 耐え られ ない

肝臓で代謝されると長時間作用型代謝産物に変換

ジアゼ パム と アル プラ ゾラ ム も評 価が 分 かれる

フ ェノ チア ジ ン（ク ロ ル プロマ ジ ン
、

プロメ タ ジ ン）：呼 吸困 難 を伴 う不 安 に有用

ＣＯＰＤ 患者 の 呼吸困 難 に有効

モ ルヒネ と 上記 の組 み 合わ せ は有効

モ ルヒネ と プロク ロ ペラ ジ ンの 組 み合 わせ は無 効

ク ロル プロ マ ジンと プ ロメ タ シン をモ ルヒネ 無 し で単独

③副 腎皮 質ホ ル モ ン：作用 機序 は不 明
。

炎 症の 減弱 と気 管支 拡 張の 増 大と 信 じら れて いる。

気 管 支拡 張薬 が無 効 になっ た とき 開始

開 始 量 ； プ レ ド ニ ゾ ロ ン ３０ ～６０ｍｇ用

デキ サメ サ ゾン ６～８狐ｇ／３～４ 回ノ目

④気 管支 拡 張薬 ：選 択的 β刺 激薬 イ ソプロ テノ ー ル エ チ ルノ ルエ ピネ フィ リ ン

⑤抗ガン治療

⑥腹水貯留；腹水穿刺

⑦補助療法：白覚症状緩和 呼吸数減少と不安に有効
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平 成 １５ 年 度研 究 資料

調査票

患者の終末期の状況

１． デ ー タ 収 集 目

２． 記 入 者

３． 病 棟 名

４． 高 齢者の 入院 冒

５．
疾 患 名 ：

年 月 目

年 月 目） 死 亡目 （ 年 月 賞）

Ｎ ｏ

６． 最 後の 入院 前まで の経 過 の概 要

以下 の 質問に ついて 該 当す る番 号 をまる で 囲 んでく ださ い
。

（ ） に は ご記 入く ださい。

１． 高齢 者の ご本 人の 終末期 医 療 への意 向

１１）ご本人 は最後 を どこ で療養 したい と 考えて いま した か。

①自宅 ②病院 ③本人自身が分からない

⑤その他確認 した時の反応 （

１２） ご本 人は どの よう な治 療 を希 望 してい ま したか
。

①延命治療を最後まで受けたい

②苦痛なく穏やかに最後 を迎えたい

③本 人 自身 那 どう した いか わ からな い

④不明

⑤その他確認 したときの反応 （

１３） ご本人 は病気 ・ 余命 を理 解 した いと 思っ ていま した か
。

①病気を理解 し治療を自分で選択したい

② 病気 のこ と は知 りたく ない

③ 本人 自身 が 分か らな い。

④不明

⑤そ の他 確認 した とき の反 応 （

２． 治療 方針 決定 プロセ ス

１４） 病 状・ 治療 の説 明

①本 人に 全て 話 した。 （理 菌

② 本 人に は一 部 のみ 話 した
。

（理由

③ 本 人に は話 さ 荏かっ 危
。

（理 由

④不明

７５



平成 １５ 年度 研 究 資料

１５） 終末 期 の治 療 方針 の決 定 プロセス

①本人を交えて治療方針を決定（理由

②家族とのみ治療方針を相談 し決定 （理由

③その他 （ ）

理 由：（

３１ 終末期 の 本人 の 苦痛

１６）高 齢 者 は穏や かに最後 を迎完 るこ とが でき たと 思 いま すか

①はい ②いい完 ②不明

１７）） 高 齢者 の 死へ の恐 れが ある よう で した か
。

①はい ②いい完 ③不明

１８） ある 場 合そ れ は どのよ うな こと で した か
。

（

１９） 本人 の 一番 の 苦痛 は何 で したか。

（

４．
家 族 の 状 況 ・ 満 足 度

２０） 家族の看取り ①

②

③

④

十分 看取 るこ と邦 でき た
。

心 残 り カミ大 き か っ た。

看 取る こと に熱 心 でな かっ た。

そ の他 （

２１） 家族 の 苦痛 ・悩 み

（

５． 何 か事 例 につ いて 記入 しき れ ない状 況が あ りま した ら自 由 にお 書き く だ さい。

７６
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平成１５年度 研究 資料

研究協力の依頼

癌の 終 末期 看護 につ いて は明 ら かに なり つつ あり ま す邦
、

高 齢者の 終末期 看 護 モ デル はあ りま せ

ん。 医療施 設 で終 末期 を迎 完る 高齢 者 が多 い現 状の 申 で
、

医療 施設 にお ける 高 齢者 の 特性 を踏 ま乏た

終 末 期ケ ア プロ グラム を開 発 する こと は重 要と 思 われ ます。こ の結 果は 老人病 院 や 一般 病 院に おける

高 齢者 の 終末 期ケ アに 活用 可能 で ある と考 完ま す。

今年 度 は
、

亡く な られ た ７５ 歳 以 上の 患者 様が
、

どのよ うな 終末 期を 迎完 てい る の か
、

どのよ うな

苦痛 が ある の か
、 どの よう にコ ン トロー ル して いる の か等に つ いて分 析す るも の です。

お 忙 しい と ぱ思 いま すが
、 何 卒、 研究 の趣 旨 を ご理解 頂き

、
ご協カ をお願 い 串 し上 げま す

。

調査要綱

１ か ら２ヶ月 前 に亡く な ら れた 患者 様 の終 末期 の経過 や 治療・看護 につ て 想起 して、 所 定 の

用 紙 に記 録 して 頂き ま す。 実 際 にっ い て ありの まま お 書き 願 います
。 不 明 在点 に つい て 後目

確 認 させ て頂く こ とが ある か も知 れま せ ん
。

・ 調査 の途 中 でお止 め になり たく な っ た場 合
、 いっ でも 中止 できま す

。

・個 人情 報管 理 につ いて は情 報 を特 定で きな いよ う に対応 表 を作成 し
、 責任 を持 っ て情 報管 理

致 しま す
。

・ 看護 師個 人名 は 一切公 表 せず、
プライ バ シー を守 りま す

。

結果の開示

結 果の 進 み具合 や
、 その 成 果等 につ い ては 求め に応 じ説 明致 しま す。

調 査 内容 に同 意さ れ ご協カ く ださ る場 合 は、 別 紙 に署名 を お願い 致 しま す
。

質問やお問い合わせ等がございまし危ら下記に ご連絡願います

平 成 １５年 ８月 ２ ３目

東京女子医科大学看護学部

老年看護学

研究代表者 水野敏子

Ｔ１≡：Ｌ０３－３３５７ｉ迅９５９

７８



平成１５年度研 究 資料

同 意 書

私 は高齢者 高度 医 療 専門病 院 におけ る終 末期 ケア プロ グラ ムの 開発 の研 究 につい て説明 を 受 け、
そ

の 方法
、

分析結 果の 開示 方 法に ついて 十 分理解 しま した
。 研 究に 協力 し

、
私が 作成 した 記録 を研 究 デ

ー タと して使 用す る こと に同 意 致 しま す
。

平成 １５ 年 月 目

氏名

私 は研究 の情 報提 供 者な ら びに患者 様 のプライ バシ ーを 守り、こ の データ は研 究以 外に は使 用 し

な いこと を約 束 しま す。 ま た
、

公 表にお い ても個 人 を特 定 し得る よ うな 方法 での提 示 はしな いこ とを

約 束致 しま す。

平成 １５年 月 貝

東京女子医科大学看護学部

研究責任者 水野敏子

７９



平成 １６年度研琵 資料

「高齢者高度医療専門病院 にお ける 終末期看護に対する看護 師の認識とケア実践」 面接手順 ’

テープレコザ ー
、

電 池
、 面 接用 紙 の 確 認

１１ 階西看護職長に挨拶 し、 面接場 所と面接 者２名 の確認と 二人目の人へ の連絡方法を確認

面接場所、 録音機 器準備・確認

調 査者自己紹 介

調 査の概要の説明

同意 書の説 明、 記入内容（サイ ン）の確認

本 人 に フェ イ ス シー トヘ の記 入 を して 頂く。
内 容 確 認

面接 （所要時間５０分） 開 始と 終了時間をテーフ□に入れるか面接記録記入

面接 終了時お礼

対 象者 の 条件 確認 ：老 人 医療センターで３ 年 以上 勤務 し
、

呼吸 器病 棟 で １年 以上 勤務 して いる 看護 師

面接内容

１） こ れ ま で に 高 齢 者 の 終 末期 ケ ア で、 よ く でき た と 思 わ れ た 患 者 様 は い ら っ し ゃ い ま す

か。 い ら っ しゃ い ま した ら 具 体 的 にお 話 く だ さ い （年 齢
、

疾 患名 な ど含 む）。

２） これま でに高齢者の終末期 ケアの体験の中 で難 しかった 患者様はいらっ しゃ います か

い ら っ し串 い ま した ら 具 体 的 に お 話 く ださ い

３） そ の ほ か、 こ れ ま で に 高 齢者 の 終 末 期 の ケ ア を 行 う 際 に 難 しい と 感 じ た こと、 悩 ん だ

こ と、 困 っ た こ と が あ り ま す か。 具 体 的 に お 話 く だ さ い
。

４） その中で （終末期 ケアの体験の 申で） 高齢者であるがゆ えに難 しいと 思われたこと
、

悩 ん だ こ と が あ り ま す か。 具 体 的 に お 話 く だ さ い。

５） そ れ ら を解 決 す る た め に は ど の よ う な こ とカミ必 要 で しょ う か
。

６） 高 齢 者 の 終 末期 の ケ ア を す る と き に 大 切 に して い る こ と を 教 完て く だ さ い。

８０



平成１６年度研究 資料

フェイスシート Ｎ◎

薗接者

年 月 日

１． 年 齢 歳

２． 看護経験 満 年

（うち病院での経験

ケ月

満 年 ケ月 ）

３
．
呼 吸 器 病 棟 での 経 験 満 年 ケ月

４ ．職位 ① 看護職長 ② 主任 ③ スタッフ

５．
プライマリ患 者 様 の 終 末 期

ケア の 経 験

① １０例 未 満 ② 柵 ～１９例 ③ ２０～３０例 ④ ３０例 以上

６． 呼 吸 器 疾 患 の プライマリ患 者 様

の終 末 期 ケアの 経 験

① １０例 未 満 ② １０～１９例 ③ ２０～３０例 ④ ３０例 以上

７． 終末期ケアに積極的に

取り組んでいますか
① 非常に ② やや ③あまり ④まったく

８ユ
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「高 齢者高度医療専門病院 における者終末期看護に対する看護 師の認識と

ケア 実践」 の研究協力 のお願い

癌の終末期看護については明 らかになり つつあります が、 高齢者の終末期看護モ デル

はありません。 医療施設 で終末期を迎 える高齢者が多い現状 の中で、 医療施設 における高

齢 者の 特性を踏まえた終末期 ケア プロ グラム を開発すること は重要と 思われま す。 この結

果 は老人病 院や一般病院にお ける高齢者の終末期ケアに活用 可能であると考 えま す。 本研

究 は 終 末期 ケ ア プ ロ グ ラム を 作 成 す る た め に
、 皆様 が 目 頃、 高 齢者 の 終 末 期 ケ ア を 実 践 す

る 上 で大 切 に 思っ て いる こ と や 困っ て い る こ と
、 比 較 的 よく でき て い る と 思 わ れ る ケ ア の

内容な どにつ いて伺 い、 今後 の どのような看護が必要とされ るのか考 えてま いりたいと思

います。 そのため、 終末期 ケアについて ご経験のある看護師 の皆様に 面接 をお願 申し上げ

ま す。

面 接 は ４０ 分 か ら ６０ 分 程度 で す。 正 確 に お 話 を お 聞 き す る た め で き ま した らテ ー プ レコ

ーダ］で録音させていただきたいと思 いま す。 お聞き した内容 は匿名化 し、 個人が 特定で

き な い よ う プ ライ バ シ ー に 十 分 注 意 い た しま す。 お 時 間 の 都 合
、

体 調
、

気 分 な どに より 途

申 で 申 断 す る こ と が で きま す
。 調 査 へ の 参 加 は 自 由 意 志 です

。
参 加 さ れ な い 場 合 で も、 不

利 益 に な る こ と は 』 切 あり ま せ ん
。 尚、 お 話 い た だ い た 内 容 は

、
デ ー タ と して 質 的 に 分析

い た しま す。 結 果 は 論 文 等 に ま と め
、 発 表 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す

。
そ の 際 に は、

プ ライ バ シー を 保護 す るた め
、

デ ー タ の 匿名 化 を 行 い ま す。 ま た
、

お 聞 き した お 話 は 本 調

査 以 外 の胃 的 で 使用 しない こ と を お 約 束 い た しま す。 何 卒
、

研 究 の 趣 旨 を ご理 解 頂 き、
ご

協 カ をお 願 い 申し二上 げま す
。

研 究 内容 に 同 意さ れ ご協 カ く だ さ る 場 合 は、 別 紙 に 署名 を お 願 い 致 しま す
。

な お
、

質 間

やお間 い合 わせ等が ございま したら下記に ご連絡願 います

平 成 １６ 年 １２ 月 ２０ 目

東京女子医科大学看護 学部

老年看護学

研究代表者 水野敏子

ＴＥＬ０３ｉ３３５７－４９５９
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平成 １６年度研究 資料

東京女子医科大学看護学部

研究責任者 水野敏子 殿

同 意 書

私は 「高 齢者高 度医療 専門病院 における 終末期看 護に対する 看護師の認識と ケア 実

践」 の研 究について説明を受け、 その方法、 分析結果の開示方法について十分理解 しま

し た
。 研 究 に 協 カ し

、
ま た そ の 記 録 を 研 究 デ ータ と して 使 用 す る こ と に 同 意 致 しま す。

平成 年 月 目

ご署名 ：

ご 所 属 ：

研究結果の送 付を希 望されますか １． 希 望する ２一 希 望 し な い

平成 年 月 目 説明

説明者：民名

８３



平成１８年度研 究 資料

高齢者高度医療 専門病 院における終末期看護 ケアプログラムの開発

一 終末期 ケアプ回 グラムの実施
、

修正一

癌 の終末期看護 につ いては明らかになりつつありますが、 高齢者 の終末期看護モデル

はありません。 医療施設で 終末期を迎完る高齢者が多い現状の中で、 医療施設における高

齢者 の 粋性を踏ま 完た終末期ケアプロ グラム を開発すること は重要です。 この結果は老人

病 院や一般病院 にお ける 高齢者の終末期ケア に活用可能で あると考 えま す。

本研究は終末期 の患者様に、 本研 究で作成された終末期ケアプログラムに沿ってケア を

実 践 し
、

そ の 結 果 か ら
、

ケ ア プロ グ ラ ム を よ り 実 践 的 で 使用 しや す い よ う に 修 正 す る こと

を目的として いま す。 終末期 ケアについて ご経験のある看護 師の皆様 に、 実践結果 から修

正点や感想などご意見を頂きより有効な プロ グラム にして 参りたいと 思います。 何 卒ご協

力 賜りますようにお願い申 し上 げます。

１． 目 的 ： 作 成 さ れ 危 ケ ア プ ロ グラ ム に 基 づ いて 終 末期 の 患 者 様 に 看護 実 践 し
、

そ の 結 果

か ら プ ロ グラ ム を修 正 し
、

より 有 効 な ケ ア プロ グ ラ ム を 作 成 す る。

２． 研 究 方 法

終末期 にあり、 今回 の入院が最 後と思われる 患者様に対 して、 本研究 で作成 され

た終末期ケア プロ グラム にもとづいて看護実践する。

・ ケ ア プロ グ ラ ム を 活用 した 結 果
、

有 効 な 点
、

修 正 が 必 要 な と こ ろ
、

課 題 等 に つ い

て調査票に記入す る。

・ ケ ア プロ グ ラ ム の 活用 結 果 と 修 正 点、 今 後 の 課 題 に ろ い て カ ン フ ァ レ ン ス 等 で 意

見 交 換 す る。

３．
研 究 上 の倫 理

・ 研 究 へ の 参 加 は 自 由 意 志 で あ り
、

同 意 さ れ な い 場 合 で も不 利 益 を 受 け る こ と は あ

りま せ ん
。

ま た 研 究 に 参 加 さ れ た 後 でも
、

いつ でも 中 止 でき ま す
。

・ 会 議 やカ ンフ ァ レ ンス 等 の 会 話 をテ ー プ レコ ー ダー で 録 音 さ せ て い た だ き ま す
。

希望されない 場合 は録音いた しま せん。 またお 話になりたく な いことはお話 いた

だ か なく て も 不 利 益 を受 け る こ と は あり ま せ ん。

・ お 聞 き した お 話 は 本 研 究以 外 の 目 的 で 使用 い た しま せ ん。

・ 得 られ た デ ー タ は 匿名 化 し
、

個 人カミ特 定 で き な い よ う プ ライ バ シ ー に 十 分 注 意 い

た しま す
。

研 究 終了 後 は 抹 消 しま す
。

・ 結 果 は 論 文 等 にま と め
、

発 表 さ せ て い た だ き ま す。

研 究内容に同意さ れご参加く ださる場合には、 別紙に署名 をお願い致 しま す。

なお、 質問やお 問い合わせ等カミございま した ら下記に ご連絡願います

平 成 １８ 年 ８月 ４ 目

東京女子医科大学看護学部

水野敏子 坂井志麻

ＴＥＬ０３－３３５７－４９５９
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平成 １８年度研究 資料

同 意 書

東京女子医科大学看護学部

研究責任者 水野敏子 殿

私 はｒ高齢者高度医療専門病院における終末期看護 ケアプログラムの開 発 プログラム の

実 践 と 修 正一コ の 研 究 につ い て 文 書 を用 い て 説 明 を 受 け、 そ の 方 法
、

結 果 の 開示 方 法 にっ い

て 十 分 理 解 しま した
。

研 究 に 協 力 し
、

ま た記 録 を研 究 デ ー タ と し て 使用 す る こ と に同 意 致

し ま す。

２． 本 研 究 の 目 的 は 作 成 さ れ た ケ ア プロ グラ ム に 基 づ い て 終 末 期 の 患 者 様 に 看 護 実 践 し
、

そ の 結 果 か ら プ ロ グ ラ ム を 修 正 し
、

よ り 有効 なケ ア プロ グラ ム を 作 成 す る こ と で す
。

□ 研究への参加 は自 由意志であり、 同意され ない場合 でも不利益 を受けること はありま

せ ん
。

ま 危 研 究 に 参加 さ れ た後 でも
、

いつ で も 中止 でき ま す。

口 会 議等 の会話をテー プレコ ーダーで録音させていた だき ます。 希 望されない場合は録

音 いたしま せん。 またお 話になりたく ないことはお話 いただ かなくて も不利益を受け

る こ と は あ り ま せ ん。

口 お聞き したお話 は本研究以外の屋的で使用いた しません。

口 得 られたデ ータ は匿名 化 し、 個人が 特定できないよう プライ バシーに十 分注意いた し

ま す
。

研 究 終 了 後 は 抹 消 しま す。

□ 結 果 は 論 文 等 に ま と め
、

発 表 さ せ て い た だき ま す。

〈本人書名 欄＞

同 意 臼 ： 平 成 年 月 胃

氏 名 ：

住 所 ：

〈 説 明 者 ＞

説 弱胃 ： 平 成 年 月 日

氏 名 ：

８５



平成 １８年度研究 資 料

高齢者高度医療 専門病 院における終末期看護ケア プ回グラムの開発

終末期ケア プログラムの実施、 修正への協カ依 頼 （医師用）

私 どもは高齢者高度 医療施設における終末期 ケアプロ グラムの開発研究に敢り組 ん

でおりま す。このプログラムは一般病院における高齢者の終 末期ケア に活用可能 である

と 考 えま す。

こ の 度
、

看 護 師 の 面 接 結 果 を も と に
、 看 護 師 と の 話 し合 い を 重 ね て ケ ア プロ グ ラム

を作成いた しま した。 今年度は終末期の患者様に、 本研究で作成された 終末期ケア プロ

グラ ム に 基 づ いて ケア を 実 践 し
、

そ の 結 果 か ら
、

ケ ア プ 回 グラ ム を よ り 実 践 的 で 使 用 し

や す い よ う に 修正 す る こ と を 目 的 と し て いま す。

高齢者 の終末期ケア プログラムを実施する に当 たっ て、医師の皆様の ご協力を賜りた

く お 願 い 申 し 上 げま す
。

本 ケ ア プロ グラ ム は
、

終 末期 で あ っ て も 退 院 や 外泊 を 実 現 す る こ と
、 苦 痛 を コ ン トロ

ー ル す る こ と
、

苦 痛 の 中 で も 特 に疾 痛
、 呼 吸 困 難 の コ ン ト回 一 ル を 行 う こ と

、
不 安 の 軽

減、 家族への支援を重点的 に行 うように計画されて いま す。

特 に
、

疾 痛 コ ン トロ ー ル や
、

退 院
、

外 泊 に っ い て 目 標 達 成 の た め に 医 療 チ ー ム 内 の 意

見調整が現在以上に必要 になると考 えております。
また、 現在よりも、 薬剤 師や在宅医療援助 相談室

、 理 学療法士な どの患者様への活用を

積 極 的 に 行 い、 チ ー ム カ ンフ ァ レ ンス 等 に参 加 して 頂 く 予定 で おり ま す
。

ケ ア プ ロ グラ ム の 実 施 中 に ご相 談す る こ と が あ る と 思 いま す の で
、

ご 協 力 を お 願 い 申 し

上 げ ま す。

ご意 昆 や 不 明 な 点 が あ り ま した ら
、

下記 に ご連 絡 下 さ い
。

平成 １８ 年 ８月 ２０ 日

東京 女子医科大学看護学部

水 野敏 子、 坂井志麻

Ｔｅ １ ： ０３ｉ３３５７－４９５９

Ｆ脳 ： 同 上
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議事録 資料

第 １ 回 病棟 スタ ッ フと の打 ち合 わせ 議事録

議題 ： 退院 ・外泊 時の指 導 ケア項 目の 明確化

１） 文献 より

告知 （Ｓｔａｇｅを含 め た病 状説明） 必 要性

痛 みや 苦痛等 の 症状 のコ ン トロ ー ル

家族への介護指導

急変時の対応

２４ 時間 相談 体制

退 院 前に外 泊 の意 義 につい て患 者・ 家族 への説 明

外 泊 して 自分 の生 活が 取り 戻せる か？

瘡 痛が 軽く 感 じられ る か？

患者 ・ 家族 の退 院の 意志 確認

２） 臨 床現 場よ り

① 一 般 急性期病 院 に おいて 精神 的ケ ア面 で じっく り誘 を する 時間が ない
。

ま た ボラ ンティ

ア さ んで は対 応で きな いこ とも ある
。

→ 病棟 の チー ム間 でケ ア量 の調整
、

主任や 師長 の 活用

② 不 安 の強 い患 者 さん への ケア につ いて （痛 みの 訴完 が頻 回）

→ 痛 みの 原因 につ いて アセスメ ン ト （メ ンタ ル から か実 際に コン トロ ール不 良 か）

カ ンファ レンス を活用 してチ ーム で問題 を 共有

③ 患 者。 家族 間 の関係 牲 弱く、 サ ポー ト体制 と れな い 場合

→ 患者・家 族そ れ ぞれ に
、

わ だかま って いる 気 持を 表現 でき る場 を作 り本 人 たちが 現実

を 直視 して 考 乏ら れる ように 場 を設 定する。

患者 ・ 家族そ れ ぞ れの 意向を 収集 し意志 決 定へ の支 援 を行 う

家族 間 の長 い歴 史 を持つ葛 藤 に対 して は必 ず しも解 決 する必 要は 無く
、

本 人が 今後 の 方

針を 現実 の中 で 見出 し
、 決断 でき るよう に支 援 する こと。

家族淋キーとなれない場合に地域資源を活用

３） 退院 時の 援助 で重 要と 思う こと

緊急時の対応や受け入れ体制の確立 どのような間題があるか明示

看護 師の 患者 や 家族 の意 思決 定を 導くコ ミュ ニ ケー ショ ン能力 の 向上

チー ム間 で共 通の 認 識を もつこ と （ケア や指 導 に対 して）

患者・家族の在宅意向が決定時点から在宅部を活用し地域杜会資源について情報共有

退院時期を逃さないような指標の検討必要

８７



議事録 資料

第 ２ 回 病 棟 スタ ッフ と の 打ち合 わせ 議事 録

議題： 高齢 終末 期患 者 の退 院に 向 けたス タ ンダー ドケ ア プラ ン（案）につ いて 話 し合い
、

修正

１） 意志 決定 へ の援助

家に帰るべきか病院で過ごすかの判歓基準

→ 基 本は 本人 ・家 族カミ決 める
。

ア プロ ー チ方 法カ腫 要
。

本 人・ 家族 ヘサ ー ビス 情報 提 供の う完 在宅 意向 確認
。

質 闇の 仕方 や
、

話の 展 開の 方 法の 工夫
、

選択 肢 を多く 提 示。

入 院時 に退 院の 見通 しや予 後 につ いて の話 をすす める

→ 医 師と の連携
、

看護 師 によ る本 人・ 家族 への 支援

２） 意志決定援助への課題

呼吸 器患 者 は急 変が 多く
、

予後 予測 が困 難で 退院 時期 を逃 す こと がある。

目の 前 で 症状 を 訴 完る 人 が優 先 され、 症 状が 現在 無い と 後 回 しに なり
、

準備カミで

き な い状況 に おち いる。 → ケ ア計 画の意 識化

データ ベ ース の変 更 によ り在 宅 準備 の情 報収集 にも れ が ある
。

医療 処置 が 多いと 家 族の 在 宅意 向の 思い にギャ ッ プが ある
。

帰宅 して す ぐ肺炎 で 再入 院 したケ ース は 不可能 と看 護 師カミ判 断し 勝ち

一度 失 敗 した こ と か ら介護 者 は 学ん で いない の か
。 失敗 したこ と を どの よう に 思っ

て い る か話 して みる ことカミ重 要。

３） 在宅 指 導に つい て

意 志決 定ま で に、
実 際の ケア を一 緒 に行い

、
体 験 しても ら う

。

優 先順 位 を考 慮 し、 在 宅 のイメ ー ジを 持っ て指 導す る
。

介 護協カ 者 の 存在 が重 要。

外 泊 時 （初 回） に 今後 や最 期 につ いて の話し二合 いを して も らう。

４） 退院を医師単独で判断する

→ チー ム で決 定す るこ と によ り在 宅療 養が スム ース 化

８８



議事録 資料

第 ３回 病 棟ス タ ッフと の 打ち合 わ せ議 事録

議題： 高 齢者 終末 期の 退院 に 向けた ケ アプ ラ ン （案） の修正

１） 高齢患者 （認知症） が入院して方針決定まで

ＡＤＬ が 比較 的 よく 動 ける 場 合は 家族 の受 け入 れカミ悪 い。 特 に俳個 や 不穏 ある 場合
。

認知 症 患者の 苦 痛を観 察 する のは 困難 （自 ら訴 乏る こと は ほと ん どな い）

現在 病棟 で は入 院 して か ら症 状が 落ち着 く １週間 ～王０ 目ほ どで 方針決 定 を してい る。

２） 高齢者の入院生活適応への援助

安全への配慮を第一に考慮 （転倒防止）

離棟、 離 院防 止

不穏が強い場合は家族へ協カを依頼

苦痛 （呼吸困難） や痛みの緩和への援助を心がけている

モ ルと ネ は最期 に使 用 する こと ある 那、 病棟 で はセ レネ ース
、

ドル ミカ ム使 用 が多い

３） 退院 時期 につ いて どのよ うに 調整 して いる の か

検査や治療のインターバル期間は週末外泊を行い、 期間おく 場合は一時退院

治療 方 針に つい て 医師と の調 整 はケー ス によ り受 け 持ち個 人 が行う 場合 もあ り
、

チー ム

カ ンフ ァに 先 生を 交えて 行 うこ とも ある。 先 生 により 調整 方 法が異 なる
。

４） 終 末期 を在 宅 で過 ごす には

研究 より 入 院よ り平均 ２３目 で死 亡 してお り
、

う ち最期 の １週 間は意 識 混濁 あり。

ケー ス にもよ るカミ入 院 して ３－４目 の 時 点で 在 宅退 院を 試 みる か調 整を 始 める 必 要あ り
。

ポ］ ト留 置 や胃 ろう 造設 して いる ケース は在 宅退 院の 可能 性ある が
、

経口 摂 敢が 全く と

れず
、

ＤＷ の み のケー ス につい て は自宅 退 院困 難。

シリ ン ジポ ン プ使用 につ いて も 業者やス テ ー ショ ンに 管理 体制 につい て調 整 必要。

入院 時の 状況 やス テー ジによ る転 帰先 にっ いて
、

割 合 につ いて は不明

８９



議事録 資料

第 ４ 回 病棟ス タ ッ フと の打 ち合 わせ 議事 録

議 題： 呼吸 困難 への 対応、 痩 痛 への 対応
、

セ ルフ ケア 能カ 低 下へ の援 助 につい て

１） 痩痛 コ ン トロ ー ル につ いて

レス キュ ドー ル⇒ＭＳ コ ンチ ン→ デュ ロテー プ パ ッチ→ 塩モ ヒ
、

オキ シコ ンチ ン

以 前 は痛 み にた い して ガイ ドライ ン使用 し積 極的 に 薬剤 使 用 して い たが 医 師の 交 代も あ

り 現 在 は看護 師よ り 医師 ヘア プロ ーチ する こ とが 多 い⇒ チ ー ムで ア プロ ー チ
、

カ ンフ ァ

の 活用
、

全 体的 に薬 物 介入 が遅 れ ている と感 じる

医 師が 急性 期治 療 にた い して は積極 的 だが緩和 に た い して は消極 的 にみ 完る

高 齢者 は痛 みの 症状 が 多様 化 （腰
、

膝
、

背部 等）

痛 みの原 因 と して は癌 性痩 痛が 最も 多い が
、

るい そ うに よる 関節 の 痛み もあ る

持 続痛 あり
、

我慢 す る 患者が 多 い

痛みの評循基準としては 帆Ｓのように５段階は困難→高齢者には３設階淋よいのでは痛

み を評価 する た めに 各勤 できく こと も Ｐ宅１こ負 担 と なる 場合 あり

訴 完ない Ｐｔの 場合 は 発汗
、

脈 抽数
、

動 きの 緩漫さ等 の 身体 状況 より 痛 みを評 価

不 眠やナ ース コー ル が頻 回で ある こと も指 標⇒ 睡 眠確 保 を第 １ の目 標と して 介入

痛み 止め の 内服 を拒 否す る Ｐｔがい る→ 薬斉竈につ いて の 説明 必要 （薬 剤 師より）

Ｐ七の薬剤にたいする知識が少ない→告短されている 琉 には薬剤の知識も説明必要

２） 呼吸困 難 につい て

急性増悪で入院ケースが多い

再入 院ま での期 間 短く な ると ター ミナ ル期 と感 じる

セ レネ ース
、

ドル ミカ ム
、 塩 モヒ と苦 痛 を積極 的 に取り 除 けた ケー ス

⇒ 亙ａ，
Ｄｒ， Ｎｓ の 意 見 が 一 致 し て い た

呼吸 法を Ｐｔ１ 人 で行 うの は困 難
、

コー ル頻 回⇒Ｐも葛 藤 の 時期 に Ｎｓ の 寄り添 い必 要

苦痛 の除 去の ため に ＤＩＶｄｒｉｐ や塩 モヒ 混注 する が使 用 時期 が遅 いと 感 じる

抗 う つ剤 や塩 モヒ 検 討する も 医師 がＥａへ説 明す るま で や決 断す るま で にタイ ム ラ グある

病状や治療方針にっいての ＭＴ 時に本人の最期の意思確認 （最期を どうむか乏たいのか）

を家 族もま き こん での 検 討が 必要 （Ｄｒ， Ｎｓ、
脂）

３） 認知 症の ある Ｐｔ への 対応

事故に注意 （安全に治療が受けらるよう配慮）

ＤＷ より パ ッチ の使用 （はが さ れな い部位 に貼 る）
、 可能 な 治療 方法 になる た め治 療の ＾

次 的 選択 より も二 次的 な選 択 と荏る こ とも ある
。

臨 へ協力 を求め る こと が多 い
。

家族 や本 人の パー ソ ナリ ティ ーを 尊 重 した ケ アの 難 しさ

本 人の 意向カミ不 明の た め痛 み や二一 ドを表出 でき な い Ｐ雀お りみ す ご して しま うこ とあり

亙ａ より 情 報を得 る こと 必要
、

施 への サ ポー トも 重要

９０



議事録 資料

第５ 回 病棟 ス タ ッフと の 打ち 合わ せ議 事録

議 題：セ ル フケ ア能 カ 低 下への 援助 につ い て、 家 族 ケア につい て

！） 排 泄の ＡＤ Ｌが 低 下 した Ｐ ｔへ の対 応

本人の気持ちを尊重する

→陰洗等の保清介助の開始時期のタイ ミング （異性による差恥心や遠慮への配慮）

本人カ峡 敗を繰り返すうちに徐々に受容 していくのを待つ （だいたい１～２週間）

→方法について情報を提供するが強要せず寄り添う

可 能な 限り 車椅子 で トイ レ ヘ行く、 Ｐ一 トイ レヘ の抵 抗感 あり

バル ンは病 状 にも よる が 最期 ま で入 れず にいる こと も ある

Ｐｔ に不 安が あり、 排 泄 介助 を１ つの 目的と してナ ース コー ルが 頻回 に なる こと あり

不安 の増 強は夜 間 が多 いが
、

目勤 の プライ マ リ ーで でき る限り 時 間を つく って Ｐ ｔにつ

い て不 安の 軽減 でき る よう に して いる

現 状 では 時間内 でＰ ｔへ の 精神 的ケ ア を行う こと は他 の業 務 量が 多く 困難 と感 じる

→業務改善を検討中 （看護記録の改善等）

２） 食 事 のＡＤ Ｌカミ低 下 したＰ ｔ への 対応

家族への説明 （家族は食べないと苑んでしまうのではという思いが強い）

医 師のＭ Ｔに 同席 して 家 族の 反応 を確 認
。

家族 の意 向も きき つつ でき る範 囲 での 対応 を

検討⇒ 家 族が でき るこ と
、

代 償行 為の 提案

高齢者は特に食形態に配慮 している→誤嚥や窒息に注意

ＡＤＬ の低 下や 重 症度 の理 解 に家 族と 医療 者間 にギャ ッ プが ある

→生命にかかわる医療的側面と本人のＱＯＬや家族の思いについて話し合い対応や方向

性を検討していく

３） 家族 ケア

家族 が でき る ケ アを説 明 （パ ー ソナリ ティ ーを 尊重
、

音 楽を 聞 かせる 等）

本人 だ けでなく 家族の 話、 意 向も きい ていく よ うに する

９１



議事録 資料

第 ６ 回 病棟 ス タ ヅフと の 打ち合 わせ 議 事録

議 題… 家 族ケア につい て

（１） 家族カミ死 を 受容 でき るよう に 援助

家族へ本人の病状にっいて説明 （患者の安楽を保障）

→ 現 状理 解
、 不 安の 解消 のた め、

死亡 前 ３～４ 目く らい

家族 が でき る こ とを伝 完 る （声 かけや 手 をに ぎる こ と）

⇒無カ感からの解放

（２） 受容困難な家族

家族の死生観に作用 される

→ どうい う看 取り を した いの か、 最 期 を どう 迎え た いの かに反 映

元録な頃に関わりの深いことに関連づけて家族へ説明

場所を病室がら面談室へ移す

冷静な家族員も同席してもらい混乱 した家族へ対応

家 族 の表情 や 声質
、

目 の動き 等 によ り家 族 の気 持 ち をく みとり 見守 る

（３） そ の他

入 退 院を繰 り 返す ため、 初 回の 入 院時 か ら家族 へ意 図 的 な関 わり を して いる

患 者 ・家族 の 気持 ちや 目線 にた って 考 える （共 感 的理 解）

告 知 ・未告 矩 によ り治 療導 入へ の説 明方 法 異な る

未告梵の場合は家族の意向が反映されることが多い

家族が支完られないという思いがある （見受けられる場合） はかかえこまずに皆で支完

て いく こと を 伝 完る

９２



議事録 資料

第 ７ 回 病 棟ス タ ッフと の打 ち合 わせ 議事 録

議 題 ：ケア プ ロ グラム 対象患 者の 選定 に つい て

１． 患 者選 定 につい て

こ れま で に 対象と なる ので はと いう 患者 が ４ 症 例あっ たカミ、 いず れも ケア プロ グ ラ ムを

試 行 する 前 に亡く なっ て しま った
。

結 果的 に は終 末期 で はなく 転 院方 向と な り
、

病棟 待機 と なって い る症例 も ある。

（１） 症 例１

７月 入 院
、

気胸 を 何度も 繰り 返 して お り、 今 回も 再発 にて 入院
。

車 椅子 べ一 スの ＡＤ Ｌ で認 知症 の既 往カミある
。

精神 疾 患の ある 妻と の ２ 人 暮 ら しで
、

今 回の 入院 でＡ Ｄ Ｌが低 下 し
、

自 宅退 院 は介 護 上

の 閻題 で 困 難と なり 転 院方向 と なっ た
。

妻 は転 院等 の 手 続き 面 では動 け ず
、

別 居 の長 女

を キーパ ー ソ ンと して転院 に向 けて 関 わっ た
。

（２） 症例 ２

肺癌
、 ■ 度 の呼吸 不 全にて 入院

。

患者 の 状態 の 変化カミあり
、

転 院の 時 期 を のが す。 転 院の タイ ミ ン グを 家 族と 医療 者 で合

わせ るのカ姻 難と 感 じている
。

上 記 の ２ つ の 症 例 に お い て は Ｎ ｓ， Ｄ ｒ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 円 滑 さ と、 プ ラ イ

マ リー ナ ース の家 族へ の関 わり、 他職 種 との 関 わりが 重 要とな っ てく る。

方針 決 定に む けて は 本人の 意 向だ け で は決 め られ な い部 分も あ るが、 家族 に 本人 の 最期

を どのよ う に迎 えて 欲 しい の かを確 認 して 最 終的 な方 向 性を 決 めて いく よ うな 多 面 的 な

関 わり を していく 必 要 がある
。

ま た患 者 ・ 家族 に 一番 身 近な プライ マ リ ー ナー ス が アセ

スメ ント を行い
、

必 要な部 署 に働き かけて いく こ とが 必要 であ る。

２ 今 後 の病 棟の 取り 組みに つい て （看 護長 より）

こ れま では 病棟 の煩 雑さが あり
、

プ ロ グラ ム試 行ま で看 護 師の 手がま わ らな かっ た
。

今後 は病 棟 の各ス タ ッフヘ の周知 徹 底 して いく。

選定 対象 の 条件と な るタ阯ミ ナ ルの 期 間に つい ては 余命 １ ヶ月 程を目 安 と してい る が
、

ある 程度 の 時期ヘ スパ ンを伸 ぱして 症例 数 を確 保 していく こ とと する。

３ プロ グラム の評 価方 法

ケア プロ グラ ム表 の 口欄へ の 実施 冒 付 記入 は 削除 し
、

プロ グラ ム を使用 して いく 中 で 気

づ い たこ とが あれ ば
、 直接 プロ グラ ム表 に記 入 しても ら う。

プロ グラ ム 評価 目 的 に作成 した調 査票 は１ 症例 終 了毎 に プライ マ リ ー に記 入 して も らう。

調 査票 に は患者 のイ ニ シャル
、

調 査票 へ 記入 した 目付 を 明記 して もらう
。

９３



議事録 資料

第 ８ 回 病棟 スタ ッ フとの 打ち合 わせ 議事 録

議題 ： ケア プロ グラ ム対 象 患者 の選 定に つい て

１ 患者 選 定に ついて

前 回話 し合 い後
、

対象 と なる 患者 の入 院が み られな かっ た
。 次 にあ げる 王 例 の みあっ た

カミ入院 後 ２ 目で 在宅 復帰 した
。

（１） 症 例 ３

ＬＫ
，

ＣＯＰＤ にて 胸水カ沈 ま り、 呼吸 困難 を 主訴に 入 院 した。

救急 医 の処 置 で胸水 が 抜け、 呼吸困 難、 デ ータ とも に改 善 した ため ２ 員後 退院 とな った
。

娘 が キー パー ソ ン で在 宅 療養 してい た ケー ス で今 回 も症 状 が 軽減 次 第、
在宅 の 希 望カミあ

り、 早期 に在 宅 復帰 の 運び と荏 った
。

⇒ どの よ うな 経 緯 で早期 退 院に 結び つ いた の か
、 実 際に ケ ア プロ グラ ム 表 を使用 して も

らい 今後 の ケア プロ グ ラム 修正 の参 考に す る。

２ 病 棟 での 退院支 援 につ いて

看 護 師 は退 院を すす める 根底 に 患者 の ＱＯＬ （予後 を どの よ うに過 ごした いの か、 家族 と

して どの よう に遇 ご して もら いた い の か） を 考完 て、 家 族 にそ の 主 旨を伝 完 ら れる よ う

関わ って いく 必 要が ある。

ま た 看 護 師 （スタ ッ フ） 自 身 にも 在 院目 数 短 縮よ りも 患 者 にとっ ての ベス トな 方法 を 考

慮 す るよ う働 き かけが 重 要 であ る。

終末 期 迎 完る 患者 に 家族 が どのよ う に 関わっ たら よい の か 分か ら ず
、

患者 ・ 家族 で 抱 完

込 ん で し ま う こ と が あ る。

１１ 階 西病棟 で は脳 へ 転移 する 患者 が多く 精 神症 状が 強く 出 るた め
、

患者 の ⑭０Ｌ へ の 関

わり が薄く な るこ とが ある
。

３ 今後 に つい て

転院 す るケ ー スや
、

方針 未 定 のケ ース に つ いて 在 宅医 療 部 や地 域連 携 室の 活 動の 方 向性

や 連携 の 方法 につ いて 確 認 して いく
。

次 回の 打ち 合わ せま で に
、

前回 の ２ 症 例 を含 め危 ３ 症例 に ケア プ１コグラム を 使用 し
、

気 づ いた こと を記 入 して も らい
、

結果 を次 回 話 し合う こと と する。

９４



議事録 資料

第 ９ 回 病 棟ス タ ッフ との 打ち 合 わせ議 事 録

議 題：ケ ア プロ グラム 使用 状 況に つい て意 見交 換

１ 退院 の項 目に つい て

方 針決 定ま での チャ ー トの 中に 説明 が入っ てお り、 綱 かく て見 完 づ らいと 意見淋 あっ た
。

スタ ンダー ドに 作成 して い るの でも う少 し個別 性 を取 り入 れた ほ う淋 よい
。

高 齢者 の特 徴を組 み 入れ た ほうが よ い。

２ 家族 ケア の項目 に つい て

高 齢のた め 家族も 認知 カ の低 下が み られ
、

意思 決定 をす るま で 時間 が かかる 現状 があ る
。

（４） の 薬剤 使用 項目 で 薬剤 師へ つ なげる、 医 師と の調 整 を行 な うこと の追加 を 検討
。

先 目 ２ 目で 退院 した 患者 の 娘さん へ の一言 によ り娘 さ んの 精神 的負 担淋 軽く なっ たの を

自覚 したエ ピソー ドより
、 認 知 症 の家 族 の葛 藤へ の 援助

、
特 に 患者 の病 前 の性 格よ り 変

化 してい るこ とへ の戸 惑い に 対す る援助 が必 要。

３ ＡＤＬ の項目 につ いて

高齢者 は 最期ま で 自分 で行 荏い たい と いう気 持ち が 強い
。

フロー 図 におい て看 護 師は 困難 と考 完る が本 人の 強い 希 望の ある 排 泄の ＡＤＬが 低 下 し危

患者 への 援助 へ対 象者 を絞 る
。

Ｐ一トイ レを利 用 して いた 患者 で 転倒 を 繰り 返す こ と によ り バル ン留置 の 方法 が ある こと

を受 け入 れた事 例が あり
、

患者カミ事 実 を受げ 止め るの を 待つ のが 大切 と感 じて いる、

目標 が目 々 を気 持 ちよく 過 ごす で は大き す ぎる の で はな い かと の 意見 が あり、 快 適 にあ

る い は他 の目標 へ表 現 方法 を検 討す る
。

４ 疾痛 コ ン トロ ール の項 目 につ いて

病 棟看 護 師より 内容 が多 く
、

全部 み られ ない とい う意 見が あっ た
。

ア セスメ ン トや 援助 項目 より どれカミ必要 な項 目か 分か らな い状 況 があ る。

痛 みが あり （どのよ うな 時）、 な し により チャ ー ト式 になっ て いる と分 かり やすい。

教 科書 的な 表現 になっ て いる た め、 現象 で表現 する な ど表 現方 法 の工 夫が必 要で ある。

病 棟看 護師 より 普段病 棟 で 行なっ て いる こと をあ げて も らうよ う にする。

３、（７） は （６） へ 含 み夜 間の 援助 方法 と して統 一す る。

δ 心理 的ケ アの 項胃 につ いて

具 体的 事例 を病棟 看護 師 より 出 して もらっ ても よい の では ない か
。

家 族と 過 ごす時 間をつ く る、 患者 の趣 味・ 仕事 等の 話 題提 供の 援助 方法 も追加 す る。
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第 １０ 回 病棟 ス タ ッフと の 打ち合 わせ 議 事録

議 題： ケア プロ グラム 使用 状況 につ いて 意 見交 換

１ 事例 ヱ

Ｌ Ｋ
、

病 名 未 告 知
、

Ａ Ｄ Ｌ 低 下

介護者 （妻） も高齢のケースで退院調整を行なう。

退 院 時の 送迎 者 をダ ブル ブッ キ ング して しまい、 医療者 間 の惰 報共 有の 大切 さ を感 じた
。

２ 事例 ２

Ｌ Ｋ、 胸水 あ り
、

胸 腔穿刺 癒着 術後
、

病名 告知 済み

本 人 はクリ ア ー
、

発 達遅滞 の 息子お り
、

弟 をキ ーパ ー ソン にすす める。

看 護 師が 忙 しく
、

主 治 医の ＭＴ に 同席 でき ず
、

一 度 は在 宅 方向 です す めて い たが 家 の準

備カミ整 って お らず 延期 とな っ た経 緯カミあり。 最 終的 にホ ス ピスヘ の 転院 方向 と なる
。

医 師 へ看 護 師 が何 を調 整 でき る の か何 を 目的 と して 退 院調 整 を してい る の か を説 明 し
、

情 報を 共有 しても らう ことカミ必 要と 感 じた
。

嬉 痛ニコン トロ ール で 主に 薬 の調 整 につ い て関 わる。 薬 の効 果に つ いて 何 目く らい で評 価

を する の か
、

医師 ・薬 剤師 との密 な連携 が 大切。

３ 事例 ３

間 質性 肺炎、 喘鳴
、

ア ルツ ハイ マー 型認 知症

挿 管 して も 余命 はあま り か わら な い状 態 であ るこ と を 医師 より Ｍ Ｔ し
、

娘 を キ』 パ ーソ

ン と して介 入 すす めて いる
。

認知 症 があ り
、

セ デ山 ショ ン中 で今 後 は施設 方 向と なる
。

４ 事例 雀

原 発性 ＬＫ、 認知 症
、 病名 は未 告知

今 回 は痩 痛 評価 ヨ ン トロ ール 目 的 で１ Ｗの 予 定入 院
、

今 後 は 呼吸 器外 来 フォ ロ ー 予 定で

あ る
。

有 足
、

腰 の痛 み の訴 完あ り オキシ コ ンチ ン ５㎜ ｇ を ２回／員利用、今 回入 院 にて 薬剤 減 量、

投 与変 更中 止 等は なく コ ントロ ール 良 好。 頓用 のオ プソ はほ とん ど使用 せ ず。

プ ロ グラ ム の庭 痛 コ ン トロー ル、
心理 的ケ ア、 Ａ Ｄ Ｌ低 下 を禾Ｉ」用 し、 目 標 や 対応 はそ の

まま 臨 床 で利用 でき て いる。
排 泄の 項 目の み床 上

、 オム ツ内 のた め あて はま らず。

本 人 の話 を傾 聴 レじの 支 えと なっ て い る自 営 業を してい る 長女 を キー パ ー ソ ンに 退 院調

整 を行 在っ て いる。

退 院 に向 け ての 再 調整 は 入 院前 より Ａ Ｄ Ｌの 大き な 変化 淋 なく、 サー ビス利 用 へ の 二一

９６



議事録 資料

ズも ない た め 前回 と同 様 の調 整 で退 院予 定 であ る
。

本人 に認 知症 が あり
、

他 人カミ入る と

不 穏と なる 可 能性 淋 あり、 サー ビスは 現在 のと こ ろ入 ら ず
。

５ 事 例 ５

気胸、 在宅酸素療法行い自宅退院

治療 方針 ばＤ Ｎ Ｒ、 家族カミ理 解カが あり、 Ｍ Ｔ の受 け止 めも スム ー ズ
。

仏 教の信 仰 があ り、
妻
、 息子 との家 族関 係も 良 好

６ 全体

方針 決 定ま で の 時間 は ケース ごと に異な る た め
、

調 整ま で の期 間 を考 えな が ら動 かな け

れ ばなら ない。

患者 によ り介 入 して いく 部 分が 異なり
、

的確 なア セス メ ン トが 必 要で ある
。

業務 をこ な しなが ら プロ グラム の細 かい 内容 ま で網 羅 していく の は困難 で ある
。
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第 １１ 回 病 棟ス タ ッフ との 打ち 合 わせ 議事 録

議 題 ：ケア プロ グラ ム 使用 状 況・ 修正 点に ついて 意見 交 換

１。 退院に 商け たケ ア につ いて

・ 目 程 （時期） は病 状 が安 定 してい る かに より方 針 に向 けての 医 師 からの ＭＴ が 困難。

癌 の場合 は筑較 的 予後 予測 が 可能 な ためＭ Ｔを 行な 乏るカミＩ Ｐ （呼 吸不 全や 間 質性肺 炎）

等の 場合 は不 安定 な 状態 の中 での Ｍ Ｔを行 なう こと が困 難 である。

・ 呼 吸器疾 患 は急 変 しやす い と 医師 からＭ Ｔ を行 なう ことカミ多く、 そ れ によ り 家族カミ退院

へ の不 安が増 強 してい る こ とも 考 完 られ る⇒ 転 院・ 在宅 の それ ぞれ のメ リ ッ ト・ デメ リ

ッ トを説明 し、 本 人・ 家族 が 全体 的 に考 完て方 針を 選択 でき るよ う に援 助 して いく
。

・ 家族 の意思 決定 が方 針 決 定に 大き な ウエイ トを 占め るこ とが 多 かっ た
。

・ 自宅 退 院を 実現 してい る ケ ース は 地 域資源 につい て の情 報 を知 っ て いる こ と
、

身 の 回り

の在 宅介 護の 経 験 が ある こ とが 影 響 して いる よう に 感 じる→ 在 宅 療養 のイ メ ー ジ化 の推

進 淋 キ ー と な る。

２．
事 例 に つ い て

・ 事 例 １

ＬＫ ８０代女性 告知済み 庭痛と体動時呼吸困難あり入院

Ｍ Ｓコ ンチ ンか らデ ュロ テ ッ プパ ッチ ５狐ｇへ 変更 し自 宅 退院

入 院前 より サー ビス 導 入せ ず 家族 が介 護行 なう、 今 回も サー ビス ニー ズ なく 導入 せず
。

・ 事 例 ２

ＬＫ 一人暮ら し 生活保護受給

精 神発 達遅 滞あ り、 今後 の 方 針に っい て院 内倫 理委員 会 にか かっ た

⇒ 簡 単な コミ ュ ニ ケー シ ョ ンは 可 能 なの で基 本的 に 本人 の意 向 に 沿 うケ ア （化 学 療 法）

を 行 な う こ と に な る
。

３． プ ロ グ ラ ム 全 体 を 通 し て

・ プロ グラ ムの どこ を見 た ら いい の か分 か らな い、 患 者に どの プ ロ グラ ム が必 要 な の かが

分 かり づ らいと の意 見 が病 棟看 護 師か らあっ た。

・病 棟 では ＮＡ Ｎ Ｄ Ａの 看 護 診断 を 利用 して い る
。

プロ グラム 使 用 によ り 患者 ア セス メ ン

トが ダブル にな り、 看護 師 の負 担 とな って いる
。

病棟で頻回に使用 する項員として ｒ活動耐性の低下 ’ 非効果的組織循環の変調」 ｒガス

交換障害」「気道浄化」 鳴 性熔痛・慢性庭痛」「非効果的治療計 副 憾 染のリスク状態一

ｒ意思 決定葛 藤 ゴ 家族 介護 者 役割 緊 張」 ｒ不 安・ 死の 不安」 が あ げ られる。

・ 退院 援助 に関 して は
、

入 院 して か ら 早期 に退 院す る ケー スが 多く、 じっく り 介 入 でき な
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い ケ ー ス も あ っ た
。

・痩痛 コ ン ト回一 ル・ 呼吸 困難 に 関 しては利 用 する 機会 が多 かっ た
。

・ＡＤ Ｌ介 入 対象 の患 者 は少な かっ た
。

・心 理的ケ ア
、

家族 ケアま で は目々 の 処置 に追 われ
、

介入ま で いた らな いこと が 多 がっ た。

４． ま とめ （今 後の 予 定）

・ プロ グラ ムの 評価 は 現在 プ回 グラ ムを使 用 して いる 患者 ま でと し
、

介 入を 終了 とす る。

・こ れ ま での 話 し合 い で病 棟 が らで た修 正 点や 意 見を参 考に して、
プロ グラ ム の修 正 を 行

な う
。

（１月 中）

・修 正さ れた プロ グラム を確認 してい だ だく 目 程を 後 目設 定す る。 （１月 下旬）

・研 究成 果を ま とめて 報 告書 を作 成す る
。

（２月）
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第 １２ 回 病棟ス タ ッ フと の打 ち合 わ せ議 事録

議 題： ケア プロ グラ ム修 正 点、 今 後 の研 究 の方 榊生につい て検 討

１ 今 後の研 究 の継 続 につ いて

病棟 で は終 末期 の 患 者が 多く
、

目々 の業 務 に追 われ てい る 中 で、 確 認 のた め やケ ア の質

向上 のた めに
、

こ のよ うな 研究 を 今後 も継 続 して行 なっ て ほ しい。

今後 の 研究課 題 と して実 践 につ な がる も の、 病 棟ス タ ッフ み ん荏 に 参加 して も らえる も

のと して
、

テ 』 マ をも う 少 し絞っ た ほう がよ いの か、 今 回 の よう に 全 体を網 羅す るも の

カは い のか検 討 が 必要 で ある。 ⇒ 病 棟 スタ ッ フヘ のア ンケ ー トの 実 施
。

ア ンケ ー トに自

由 記 載欄 を設 け て、 今 回 の プロ グラ ム を今 後 のケ ア に どの よ うに 活用 した い か、 今回 の

研 究 や今後 の方 向性 に つい て自 由 に意 屍を 出 して も らうこ と と する。

２． ケア プロ グラ ム案 修正 につ い て

（１） 修正箇所

こ れま での話 し合い にて 病棟 より 意 見が 出 された とこ ろを 中 心に 修正 を行 なっ た
。

具 体 的に は評 価 冒や ゴー ルの設 定を 決 めて チ ーム でア プロ ーチ す る こと
。

セ デ ー ショ ン

に つ いて のア プロ ー チ 方法 の 追加
。

死 にま つ わる 話題 の 提供 と 共 有。 認知 症 患 者家 族 へ

の支 援
。

プロ グラ ム 全 体 を見 やす く す るよ う に表 の挿 入 や拡 大 を 行な っ た
。

ケ ア プロ グ

ラム の ポイ ン トや使 い方 にっ いて １枚 目 に追加 した
。

（２） 確認事項

呼吸 困難 のケ ア にお いて、 麻薬 導 入 の 時期 につ い て最 終 的 な決 定 は医 師が 行 な う祁
、 そ

こ に至 るま で の プロセ ス に は チー ム で の話 し合 いが 必 要 で ある た め
、

セ デー シ ョ ン導 入

にお ける ④の プラ ンを追加 と する
。

ま た ４、 （２） にお ける 家 族の 混 乱に 患者 がまき 込 ま

れる 可能 性に つい て も家 族へ の説 明 の必 要性赫重 要と 考え 追加 と する。

心 理的 ケア に お いて 患者 が 元気 な と き がら 話題 を 共有 し 関わ り を 築き 上 げて いく こ と が

終末期の最終ステージの段階で患者の気持ちの理解等の共感的関係性によい影響を与完

るの で 大切な こと で ある と考 乏て いる。

３ 今 後 の予定

こ の プロ グラ ム は
、

ケア を 熟知 して いる ベテ ラ ンス タ ッフ に とっ て も 振り 返 り にな る 可

能性カミあり
、

今 回 は 対象 が 最後 の 入 院 にな る患 者 であっ た が 今後 は対 象 をケ アが 当 て は

まる 患者 すべ て にする 征 ど広 げて いっ た らよい の では ない か
。

病棟 ス タ ッフ ヘ のア ンケ ー トを 明 目 配布 し
、

今月 いっ ぱい を 締 め切 り と して スタ ヅ フ の

意見 を伺 うこ とと する
。

ア ンケー トの 結果 を参 考 に今後 の 病棟 で の研究 課題 につ い て検 討 して いく。
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ｙｅａｒａ 脆ｒａ ｗｅｅｋ ｏｒ ｍｏｒｅ ｈ◎ｓｐｌｔａｌｉｚａｔｉｏｎ 舌ｏｒ

ｔｒｅａ 肺 ｅｎｔｉｎｔｈｅ ｐｕＩｍｏｎｏｌｏｇｙ，
ｃａｒｄｉｏｌ◎９ｙ ａｎｄ

ｎｅｕｒ◎１ｏｇｙ ｗａｒｄｓ
，

ｗｈｅ 鳩 ｐａ 鮪 ｎｔｄｅａｔｈｓ ｗｅｒｅ

ｈ 軸．
・ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｌｌｙ，

３５ ｐａｔｉｅ 揃ｓ；ｎ 自◎ｓｐ；ｔａｌ ｗａｒｄｓ ｗｈｏ

ｐａｓｓｅｄ ａｗａｙｉｎｔｈｅ ４－ｎ臼◎ｎｔｈ ｐｅｒ；ｏｄ ｂｅｇｉｎｎ；ｎｇ
Ｏｃ｛ｏｂｅｒ２００３

，
ｏｆ ｗ自ｉ硫 ２８ ｗ 欲ｅ ｐｕｌｍｏｎｏ１ｏｇｙ

ｐａｔｉｅｎｔｓ，
５ ｗｅｒｅ ｐｅｕｒｏｌｏｇｙ ｐａｔｉｅ剛ｓ

，
ａｎｄ ２ ｗ 欲ｅ

ｃａｒｄｉ◎ｌｏｇｙ ｐａｔｉ⑤ηｔｓ．
・ １９ ｗｅｒｅ ｍａｌｅ ａｎｄ １６ ｗｅｒｅｆｅｍａｉｅ．Ｔｈｅｉｒ

ａｖｅｒａｇｅ ｈｏｓｐ託ａ買ｚａｔｉ◎η１ｅｎｇ揃 ｗａｓ ２３
．
コ ｄ囹ｙｓ．

Ｍｅ術ｏｄｓ
・ Ｗ ｅ ｇａｖｅ ｄｏｃｕｍ ｅｎｔｓｔｏ ｎｕ 鵬 ｓｉｎ 肺ｅ ３ ｈｏｓｐｉ｛ａｌ

ｗ 欲 ｄｓ ｅｘｐｌａｉｎｉｎｇ ｏｕｒｒｅｓｅａｒｃｈ ｐＵｒｐｏｓｅ，
ｔｈａｔ

ｒｅｓｅａｒｃｈ ｇ２汽；ｃｉｐａｔｉｏｎ ｗａｓ ｖｏｌリｎｔａ Ｗ ａｎｄ 肺ａｔ

飾 ｅｒｅ ｗｏｕｌｄ ｂｅ ｎｏ Ｐｅ 鯛１ｔｙξ◎ 閉 ◎ｎ－Ｐａ討ｉｃｉｐａｔｉｏｎ．

Ｔｈｅ ｎ 泌ｓｅｓ ｗｈｏ ｇａｖｅ 飾ｅｉｒｃｏ費ｓｅｎｔｒｅｃｏｒｄｅｄ

ｐａξｉｅｎｔｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ…ｎｌｏｇｓ．

・ 怖 ｅ ｓ池ｄｙ ｗａｓεｌｐＰｒｏｖｅｄ ｂｙｔｈｅ ｈｏｓｐｉｔａｌｅ榊ｉｃｓ

ＣＯ閉 ｍｉ並ｅｅ．

・ Ｗ ｅ ｃ◎ 納 ㏄ｔｅｄ ａ ｐ 熾 ｅｓ ㈹ ａｃｈｉｅｖｅ ａ ｃ㎝ ｓｉｓｔｅｎｔ

ｒｅｃ◎ｒｄ；ｎｇ ｍｅｔｈｏｄ
－

Ａｓ ａ ｒｅｓ 洲
，

ｗｅｆｏｕｎｄｉｔ

ｎｅｃ嵩ｓｓａｒｙｔｏ ｅｓｔａｂｌｉｓｈ ｄｅｔａｉｌｅｄ ｏｂＳｅｒｖａｔｉｏＰｉｔ８ｍｓ．

ｌｎ ｐａ吋ｉｃｕｌａｒ，ｅｘｐｒｅｓｓｉｎｇ 欄 ｅ ｓｕｆｆｅｒｉｎｇ ｏｆｅｌｄｅｒｌｙ

ｐｒｏｖｅｄｔｏ ｂｅ ｄ 榊 ｃｕｌｔ
，ｓｏ ｗｅ ｓｅｔｓｐｅｃｉｆｉｃ ｐａ 舶 ｎｔ

ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ ａηｄ ｅｖａｌｕａ｛ｉｏｎｉｔｅｍｓ．

Ｒｅｓｕｌｔｓ

１〕ｉＳ 撚 ｅＳ（ｎｕｍｂｅｒＯｆ 閥 ６梅 ）

訂１ｓ閲 馳 ｎ ㈱

芦舶ｕｍｏｎ１昌 １２ ｛３ 個〕

Ｍ畠１ｉ酬 帥ｔｌＯ㎎ 飯ＯＷ曲 １０ ｛２ａ勧

Ｃｈｍｏｉｏｏｂ 伽 ６言～８

１㎜畠ｄｉ５朗５８
１０ ｛２ Ｍ〕

Ｒ舶蓼
ｉ戚 岬 ｆ畠ｉｌｕ帽 ３ 恨６〕

○出６ｒ 榊 愉 航 酊Ｏ 舳 ９ ｛姐７〕｛ｌｉｗ 杣㎜ｏ仙１昌ｄｄ研６閉ｏｃｒ〕

Ｎ６ｗｏ１ｏ爽 ｏｌｄｉ畠開５畠 ６ 仰
．１

〕 ｛^ ［Ｓ
．

帥 枇６）

Ｈ朗 沈ｄｉ畠ｅ２ｓ９ ５ （１４
－３

〕 伽 航 ｆ田ｉｌｕ冊
，
２ 腕１ 他 榊１２｛ｉｏｎ）

○曲８ｒｓ 一 ｛犯Ｏ〕 ㈱
岬

芋目ｉｉ鵬
．

Ｏ”）

舳 肺 １； 冊 串 ｏ 鵬 Ｏ 叩 ｏ６ 眺 １ｏ．

Ｍａｉｎ Ｔｒｅａｔｍｅｎｔｓ ＆ Ｔｈｅｒａｐｉｅｓ

丁『６ａｔ 市６ ｎ｛ ｏ ％ ）

同ｕ１ｄ １ｏ ～ ｓｉｏｎ

ｌＶ封

萬９ 畠２
≡ｒ自ｔｏ ～ ５ｕｏｔｉｏ ｎ

Ｏ ■甘百８０ ｔ［畠日 肋 自 Ｏｔ

Ｏ Ｈｙ昌昌 ｎ Ｉｎ２ｓｋ

Ｎ炉ＰＶ

炉ＰＶ

嗜 ｏＩＩｏ ｏｎ ｏ目セｈ６ｔ自『

Ａ打 ２１ε６ｓｉ０

Ｎ島ｒｏｏｏ ｏ

麸１ｏｏｄ ｔｆ白ｎ 飾 』８ｉｏｎ

‘９フ
．
１〕

＝２５
．
フ）

｛９１
．
４）

｛８２
．
９）

｛３４
．
３）

仙
．
４）

｛２
．
９）

｛４５
．
フ）

：３１
．
４）

伽
．
４）

（２．９）

王Ｏ至
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１ｎｆｕｓｉｏｎ Ａ 閉 ｏｕ河ｔｓ ｂｅｆ◎ｒｅ Ｐａｔｉｅ 耐

Ｄｅａｔｈ

Ｔｈ１呈 ｇ旧 ｐｈ 彗拮ｏｗ彗 ｔｈ包ｔ｛ｈ直 ｉｕｎ 池６ｒｏｆ宥僅ｏｐ１直 旭ｏ昌■ｖ■ｎｇ圭１ｕｉｄ■［ｆｕ呂■ｏ円昌

旧 ｏｒ鯛 彗畠昌 １５ ｄ目ｙ冒 ｂ目 赦 ｅ 右 館 肺一 ２ ｏｒ３ 鋤 ｓ ｂ目干ｏｒ昌 ｄ 髄 ｔｈ ｓｏｍ 芭 ｐ目ｏＰ１昌

〒目ｏ 害１ｗ目
ｄ

ｒ自ｄ ｕｏ 目 ｄ
テ
ｌｕｌｄ ’ｎ ｆ］ｓ■ｏ ｎ 彗

．

Ｏｘｙｇｅｒｌ Ｕｓｅ ｂｅｆｏｒｅ Ｄｅａｔｈ

ＯＸｙ 脚 岨 昌１ｎＯ 爬 欄 ｄ 豹 Ｏ 閉 ２ Ｗ 鰍 彗 瞭 Ｏｒｅ ｄ 髄 臨
，

○ 陥 ｗ６唾ｋ ｂ目〒ｏ 肥 ｄ 朗 肺，ｏｘｙｇ昌ｎ ｏ昌目１ｎ竈 肥 鵬 右 ｓ｛ｌｌ１ 杣 肺 繧ｒ

Ｄｉｄｔｈｅｐａｔｉｅ耐 ｄｉｅ ｐｅａｃｅ他１１ｙ？

（Ｅｖａ山ａｔｉ◎ｎ ｂｙ Ｎ ｗｓｅｓ）

Ｍａｉｎ ｐａｔｉｅｎｔｓｕ 脆ｒｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅ

ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ ｏｆｎｕｒｓｅｓ

Ｃ目ｕｓｅ ｏｆｓｕ冊ｅｈ
㎎ ｎ （ ％）

Ｄ 欄 ｅｕｌξｙｉｎ ｂｒｅ呂ｔｈ１㎎ ６ １フ
．
１％

１〕ｉｓｃｏｍｆｏ汁 チ閉 ｍ ＮｌＰ１コＶ 舶 ｓｋ ３ ８
．
６蒐

冒ｅｓｐ１帽ｔ 岬 ｓｕＣｔｉＯｎｉｎ百
１ ２

．
９賭

Ｐｈｌｅεｍ ａ ㏄ ｕｎ１ｕ１目ｔｉｏｎ ２ ５
．
フ％

Ｎ ａ ｕｓ 自 ａ １ ２
．
９ ％

８ａｏｋ
ｐａｉｎ １ ２

．
９％

Ｐｈｙｓｉｃａ１ 爬筍ｔｈｏｔｉｏｎｆｏｒｉｎｆ鵬ｉｏｎｓ １ ２
．
９％

ｌｎ８ｂ 縦 ｙｔｏ ｒｅｔｕｍ ｈｏｍｅ ２ ５
、

猟

ＰｈｙｓｉｃａｌＤｉｓｔｒｅｓｓ
ＣｏΩｓｃｉｏωｓｒｌｅｓｓ １ｍ ｐａｉｒｍ ｅｎｔ ｂｅｆ◎ｒｅ

Ｐａｔｉｅ耐 Ｄｅａｔｈ

目 ｗ目ｒ 舳 髄 彗 餉 目ｒ昌拍ｍ ｕ１目ｔｊｏ 胴 ｎｄ 胎１１旧９ 冒雪１昌自ｐ 討ｉ目ｒ 創１ｍｕ１創１０ｎ 鵬 目彗昌畠 １００－３００ 唱 目

５ｔ呂ｔ 昌 ｗ ｈ 芭 ｎ
，

偉 ｖ 帥 ｗ 肺 彗疽
ｍ ｕ

１目ｔ
■ｏ ｎ

，
ｔｈ

昌 ｐ
副 ｉ

酬
ｔ

ｎ 酬 自ｒ ｗ
飲

昌 彗
．

Ｓ
Ｉｎｏ ｅ

榊
彗 ｓｔ 離 昌 ｗ 呂 ｒｄ 呈 ｏ

ｆ
ｆ

１０２
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Ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ■１ｍｐａｉｒｍｅ前 ａｔＴｉｍｅ

ｏｆｌ≒ｌｏｓｐｉｔａ■ｉｚａｔｉｏｎ

Ｃ◎９ｎｉｔｉｖｅ１ｍｐａｉｒｍｅｎｔａｎｄ

Ｄｙｓｐｎｅａ

Ｃｏｒ１ｃ１ｕｓｉｏｎ

Ｃｏｍｇａｒｉｎｇｔｈｅ 砲 馳１ｔｓｏｆｔｎｉｓ 帽ｓ鎚ｒｃｈ ｗ；ｔｈ ｍ８１；ｇｎａｎｔ

ｔｕ ｍｏｒｔｅ 欄ｉｏａｌｃ包ｒｅ ｒｅｓｅａｒｃｈ
，

４８ ｈｏｕｒｓ ｂｅｆｏｒｅ ｄｅａ言ｈ

ｐａｉｎｉｎｃチｅａｓｅｓｆｏｒｃ８ｎｃｅｆρε｛ｉｅｎｔｓ
，

ｂｕｔ
，

ｄ竈ｅ オｏ ｒｅｄｕｃｅｄ

ｏｏｎｓｃｉｏｕｓｎｅｓｓ
，
｛自ｅ ｓｕ行ｅｆｉｎｇ ｏｆｅＩｄｅｒＩｙ

ｉｓ ｎｏｔ目ｓ ｓ寸ｒｏｎｇ．

１ｎｓ言ｅａｄ
，

ｍ ｅａｓ 甘ｅｓｔｏ ｅｏｇｅ ｗ帷ｈ ｓｕ前ｅｒｉｎｇ ｒ㊥１冒言ｅｄ ｔｏ

ｈ◎ｓｐ
ｉ言ａｌｃｈｅ 欲一ｉｎ

，
ｒ魯ｄｕｃｅｄ ８ｗａｒｅｎ自ｓｓ

，
ａｎｄ ｄ 欄 ｃｕｌ－ｙ

ｂｒｅ８ｔ自ｉｎｇ ａｎｄ 帽 ｓｐｉｒａセｏＷ ｔ帽ａｔｍｅ械 ｉｎ ｔｈｅ ｄａｙｓ ｂｅ手ｏ炮

ｄｅａ航 ａｒｅ；ｍ ｐｏ汽ａｎｔ言ｏｒｅｌｄｅｒ１ｙ
ね ｍｉｎａｌｃａｒｅ

，

． １ｎ ｏａｓ島ｓ ｗｈｅｒｅ ａ ｗａｒｅ 鵬 ｓｓｉｍ ｐａｉｍｒｅｎ童１ｉｍｉｔｓ 鮒ｅ

ｐａｔｉｅｎ寸
’
ｓ ｄｉｒｅｃ童ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ ｏｆｐａｉｏ

，
ｔｈｅｒｅｉｓ ａ童ｅ口ｄｅｎｃｙ重ｏ

ｃＯｎｏ■ｕｄｅ 飾ａ寸ｔｈｅｒｅｉｓ ｎｏ ｐ８ｉｎ．
Ｍｅｔｈｏｄｓ ｏ手㊧ｖａｌｕａｔ；ｎｇ

ａ拘ｄ ｒｅｓｐｏｒ１ｄ細
９

ｔｏセｈｉｓ ｓｏ沃ｅｒｉｎｇ ｎｅｅｄ ｔｏ 蛇 ｄｅｖｅ１ｏＰ㊧ｄ
．

至０３
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Ｔｈｅ １８ｔｈ Ｃｏｎ 餌ｅｓｓｏｆｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ皿 ｏｆ Ｇｅｒｏｎｔｏ１ｏｇｙ

Ｊ収ｎｅ
，
３０

．
２００５

Ｅ ηｄ．ｏｆ．Ｌｉｆｅ Ｎ ｕｒｓｉｎｇ Ｃ ａｒｅ ａｔ

ｌ≒Ｉｏｓｐｉｔａ１ｓ Ｐｒｏｖｉｄｉｒ１ｇ Ａｄｖａｎｃｅｄ

Ｍｅｄｉｃａ１丁爬ａｔｍｅ耐

ｆｏｒ Ｇｅｒｉａｔｒｉｃ Ｐａｔｉｅｏｔｓ

Ｔｏｓｈｉｋｏ ㎜■ｉｚｏｎｏ
，
１、’■０１ｍｏｅ

ＫＯｎａｇａｙａ

Ｎｏｂｕｋｏ Ａｉｄａ，
Ｎｏｒｉｋｏ Ａｓ 陥 ｋａｗａ

讐ＳｃｈｏｏＩ ｏｆ Ｎｕｒｓｉｎｇ，
τｏｋｙｏ

Ｗ ｏｍｅ河
’
ｓ Ｍｅｄｉ制 Ｕ 榊 飢ｓｉｔｙ，

Ｊａｐａｎ

ＯＢＪＥＣＴ１ＶεＳ

Ａ） Ｔｈｉｓ ｓ池ｄｙｉｓ ρａ汽 ◎ｆａｌａｒｇｅ けｅｓｅａｒｃｈ

ｐｒｏｊｅｃｔｔｈａ｛ ｗｉ１１ 町ｏｖｉｄｅ ｒｅｓ◎Ｕｒｃｅｓｆ◎ｒｔ椅ｅ

ｄｅｖｅ１ｏｐｍ ｅｎｔｏｆ
町◎９ 帽 ｍｓｆぴ ｇｅ 湘｛ｒｉｃ

ｅｎｄ・ｏｆ－ｌｉ示ｅ ｃａｒｅ，

Ｂ） Ｔｈｅ ｓ勉ｄｙ ａｐａ１ｙｓｅｓｔｈｅ ｃｏｎｄ脆ｉ◎ｐｓ ａｎｄ

ｄｉ冊ｃｕＩｔｉｅｓｔｈａｔｒｌｕｒｓｅｓ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｉｎ

ｇｅｒｉａｔｒｉｃ ｅｎｄ＿◎ｆ＿ｌｉ言ｅ ｃａｒｅ．
Ｐａ汽ｉｃｕｌａｒ

ａｔｔｅｎｔｉｏΩｉｓ ρａｉｄ ｔｏｔｈｅ ｎ■」ｒｓｉｎｇ ｃａｒｅｔｈａｔ

ａ ｐａｔｉｅｎｔｒｅｃｅｉｖｅｓｉｎ ｔｈｅｌａｓ｛ ｍ◎ｎｔｈ ◎ｆｌｉｆｅ．

Ｐａ前ｃｉｐａｎｔｓ

・ Ｎｉｎｅ ｎｕｒｓｅｓ ｗｈｏ ｗ◎ 秋 ｉ舳 ｈｅ ｒｅｓｐｉ 賊 ｏ Ｗ

ｗａｒｄ ｃｏｎｓｅ 械 ｅｄｔｏ ｐａ行ｉｃｉｐａｔｅ ｉｎ ｔｈｅ

ｒｅＳｅａｒＣｈ
．

・ Ｔｈｅｙ ｈａｖｅ ◎ｖｅｒ 航ｒｅｅ ｙｅａｒｓ ◎ｆ

ｅｘｐ 釘ｉｅｎｃｅ ｗ ◎ｒｋｉｎｇ ａｔａ ｈｏｓｐ１ｔａｌ

ｐｒ◎ｖｉｄ沽ｇ ａｄｖａΩｃｅｄ ｇｅｒｉａｔｒｉｃｔｒｅａｔｍ ｅｎｔ

帥 ｄ ｍ◎ｒｅｔｈ 帥 ◎ｎｅ ｙｅ跡 ◎ｆｅｘｐｅｒｉｅ ㏄ｅ

ｗ◎ｒｋｉｎｇｉｎｔｈｅ ｒｅｓｐｉｒａｔｏ 収 ｗａｒｄ
、

ＭＥＴＨＯＤＳ

・ Ｄａｔａ ｗａｓ ◎ｂｔａｉ鵬 ｄ 廿ｏｍ 榊ｅｒｖｉｅｗｓ 術ａｔ

ｌａｓｔｅｄ ｂｅ榊》ｅｅｎ ４◎ ａηｄ ７０ 閉ｉ洞むｔｅｓ
．

・ Ｃ◎ｎｔｅ 耐 ａｒｌａｌｙｓｉｓｉａｖ◎１ｖｅｄ ｓｅｖｅｒａｌ

ｒｅａｄｉｎｇｓ◎チｔｈｅ 腕 ｎｓｃｒｉｐｔｓ，ａｐＰｏ吋ｉ㎝ｉｎｇ

ｃｏｄｅｓｔｏ ｔｈｅ ｔｅｘｔ
，ａｎｄ ｇｒ◎ｕｐ巾 ｇ ａむｄ

ｓ◎汽ｉｎｇ ｔｈｅｓ⑧ ｃ◎ｄｅｓ．
Ｔｈｅｓｅ ｃｏｄｅｓ

ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｔｈｅ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ｆｏｒ Ｋｅｙ ｆｉｎｄｉｎｇｓ．

ＲＥＳＵＬＴＳ

汀 ｈｅ ｎｕｒｓｉηｇ ｓｔａ 榊 ｅ１ｔ｛ｈａセ 肺ｅ ◎ｂｊｅｃｔｉｖｅ ◎ｆ

ｇｅｒｉａｔｒｉｃ ｅ藺ｄ ｏ 舳 ｅ ｃａｒｅ ｉｓ
“
ｅｎａｂｌｉｎｇ ａ ｐａ｛ｉｅｎｔ

ｔｏ ＰａｓＳ ａ ｗａｙｉｎ ａ ｍ ａｎｎｅｒ ｏ 閉ｉｓ ぴ ｈｅｒ ｏｗｎ

ｃｈ◎◎ｓｉｎｇ
”

帥 ｄ
“
言ｈｅｉｒｆａ ｍｉｌｙ ｈｅ１ｐｅｄ ｓｏ ｔｈａｔ

ｔｈｅｙ ｃａｎ ｆｅｅｌ ａま ｐｅａｃｅ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｓｉｔ鯛 ｔｉｏｎ
’’
．

・ Ｔｈｅｙ ｓｐｏ１＜ｅ 閉 ◎ｓｔｌｙ ａｂｏ 洲 ｔｈｅ ｗｉｓｈｅｓ ｏ舌

ｐａ辻ｉｅｎ｛ｓ ｓむｃｈ ａｓ
’’

ｗａ 耐ｉ蘭ｇｔｏ ｂｅ ｄｉｓｃｈａｒｇｅｄｔｏ

紡ｅｉｒ ｈ◎ ｍｅｓ
，

ｓｐｅｎｄ ｔｉｍ ｅ ａｔｈ◎ｍ ｅ
１’
，

ｈａｖｅ
“
鮒 ｅｉｒ

ｐａｉｎ ｃ◎ｎｔｒｏｌｌｅｄ
”
，

ｈａｖｅ
”

ｔｈ 欲 ａｎｘｉｅｔｙ

ａ１Ｉｅｖｉａｔｅｄ
’’
，

ａ河ｄ ｈａｖｅ
’’ｔｈｅｉｒｄａｉｌｙ ｃａｒｅ ｃａｒｒ冶ｄ

ｏｕｔａｃｃｏｒｄｉｎｇ ｛◎ｔｈｅｉｒ ｗｉ餉 ｅｓ
’’
、

Ｎｕｒｓｉｎｇ Ｇ◎ａ１ｓｆｏｒ１ｎｄｉｖｉｄ 蝸１ｓ

ａｔｔｈｅ Ｅｎｄ ◎ｆＬｉｆｅ

劣
簿

１０４
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Ｗｈｙｉｔｗａｓ Ｄｉ術ｃｕ１ｔｔ◎ｌｄ ㎝ｔｉｆｙ

Ｐａｔｉｅｎｔ Ｗｉｓｈｅｓ

ＲｅａＳＯｎＳ

・ Ｓオａｔｅｍｅｎｔｓ ｏｆｆａ ｍ；ｌｙ

ｐｒｅｆｅＩ
．
ｅｎｃｅ

ｔｈｅ 箔 ｍｉｌｙ ｗａｎ言ｅｄ

ｎｏｔｈｉｎｇｔ◎ ｂｅ Ｓａｉｄ

・ Ｄｉｍｉｎｉｓｈｅｄ ｍｅ日ｔ包１ｓｔａ宣ｕｓ

ｗｈｅｎ 討ｏｓｐｉｔ畠１ｉｚｅｄ

ｏ Ｄｉｍｉｎ；ｓｈｅｄ ｃａｐａｃｉｔｙ
ｄｕ㊥

ｔｏ ｄｅ ｍｅｎｔｉａ

・ １ｎ 繍 ｓｅｐ目ｉｎ ｗ 繍

自ｏｓｐ
ｉｔａＩＩｚ魯ｄ

■ Ｌａ童ｅｉｄｅｎｔｉｆｉｃａ童ｉｏｎ

Ｅ市６ｃ証ｉｖ６ Ｍｅｆｈｏｄｓ

自 ｒｅ１ａｔｉＶｅ１ｙ ｅａＳｙ Ｗ２ｙｔＯ

ｉｄｅｎｔｉｆｙ ｐａ言ｉｅｎｔ ｗｉｓｈｅｓ

ＷａＳ ｔＯ ε……Ｓｉｇ竈 ８ ｎｕｒＳｅ ａＳ

８ ｐｒｉｍ８ｒｙ ｎｕｒＳｅｔＯ ａ

ｐａｔｉｅｒｌｔ ｗｈｏ 鳴ｐｅａｔｅｄｌ
ｙ

ｃｈｅｃｋｅｄｉ竈 ａｎｄ ｏｕｔｏｆｔｈｅ

自ｏｓｐｉｔａｌ．
Ｗ 自ｉｌｅ

Ｓｔｒｅｎｇ
童ｈｅｎｉｎｇ

ｔｈｅ ｎｕｒＳｅ－

ｐ８ｔｉ偉ｎｔｒｅ１ε■ｔｉｏｎｓｈｉｇ
，
童ｈｅ

ｐ８ｔｉｅｎｔ
’
ｓ ｗｉｓ 脆 ｓ ｗａＳ

ｃｏｕＩｄ ｂｅ ｇｒ自ｄｕεＩｌｙ

ｉｄｅｎ 舖 ｅｄ ｗｉｔｈ ｅａｃｈ

ｈｏｓｐｉ註ａＩ；ｚ葛ｔｉｏｎ。

Ｍ◎ｓｔｄｉ術ｉｃｕ１ｔｔ◎ ａｃｃ◎ｍ ｍｏｄａｔｅ

ｐａｔｉｅ柑 ｗｉｓｈｅｓ

Ｎ 甘ｓｅｓｆｅ１ｔｔｈａｔｉｔ ｗａｓ ｍ◎ｓｔｄｉ析ｉｃｕｌｔｔ◎

ａｃｃｏ ｍ ｍ ｏｄａｔｅ ａ ｐａｔｉｅ胴ｔ
’
ｓ ｗｉｓｈ ｔｏ ｂｅ

ｄｉｓｃｈａｒｇｅｄ 耐ｏ欄 セｈ⑧ 偏ｏｓｐｉｔａ１，ｏｒｉｆｔｈｉｓ

ｗ ａｓ 洞ｏｔ ｐｏｓｓｉｂｌｅ
，

ｔｏ ｓｐｅ 耐 ｔ１ｍ ｅ ａｔ

ｈＯ ｍ ｅ．

Ｔｈｅｒｅ ａｒｅ ａ Ωｕ ｍ ｂｅｒ ｏｆ 胎 ａｓ◎ｎｓ ｆ◎ｒ

ｔｈｅｓｅ ｄｉ冊ｉｃむＩｔｉｅｓ１

Ｃｏｎｔｒｏｌ◎ｆｓｌ」粁ｅｒｉｎｇ

Ｃｏ竈ｔｒｏｌ ｏｆｓｕ肝ｅｆｉｎｇ

チｏｃｕｓｅｄ ｏｎ

ｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ ｔｏ

ｒｅｓｐｉｆａｔｏｒｙ ｄ喜ｓ竹ｅｓｓ
，

ＣＯＰ
；ｎｇ Ｗ 柿 ｉｎｔｅｎＳｅ

ｐａ；ｎ ａｎｄ ＳｕｇＰ０汽ｉｎｇ

ｐａｔ；帥ｔＳ Ｗ 飾 ８

１ｏｗ 鮒㊧ｄ ｃ冒ｐａｃｉｔｙ
ｆｏｒ

ＳｅＩちＣａｒｅ
．

◎ξ獅 ｅＳｅ
，

ｉｔ ＷａＳ ｍ ＯＳ苛ｄ 術 Ｃｕ瞳

セｏｄｅａｌｗｉｔｈ

ｒｅｓｐ
ｉｒａｔｏｒｙ

ｄ 欄 ｃｕｌｔｉｅｓ－
８ｅｌｏｗ

，

敏ｅａｔｉｎｇ ｒｅｓｐｉｒ自ｔｏｒｙ

ｄｉｓｔｒｅｓｓｉｎ ｐ目れｉｃｕ■ａｒ

ｉｓ ａｄｄｒ色ｓｓ曾ｄ
，

亘
“｛唖

Ｒｅｓｐ◎ｎｄｉｎｇｔｏ ｒｅｓρｉｒａｔ◎ｒｙ

ｄｉｓｔｒｅｓｓ

ｌｎ ａｃｃｏｒｄａｎｃｅ ｗｉ重ｈ ｄｏｃｔｏｒｓ
’

ｏｒｄｅ；ｓ
，

ｎｕｒｓｅｓ 自ｄｍｉｎｉｓｔｅｒｅｄ

ｏｘｙｇｅｎ
，

ｄｅａｌｔ ｗｉ鮪 ２ｓｐｉｒａｔｉｏｎ ａｎｄ ｒｅｓｐｉｒａｔｉｏｎ
！

ａｎｄ 玲ｅｌｐｅｄ

ｐａｔｌｅｎｔｓ 榊 ｄ ａ ｃｏ ｍｆｏ行ａｂｌｅ ｐｏｓ帷ｉｏｎ・
丁自ｅｙ ｓ魯ｙｅｄ ｗｉｔｈ

ｇａｔｉｅｎ｛ｓｔｏ 自ｅｌ
ｐ

ｔｈｅ ｍ ｒｅ１固ｘ ｄｕｒｉｎｇ Ｐｅｒｉｏｄｓ ｏｆｌｎ｛ｅｎｓｅ ｐ自ｉｎ

ａｎｄ ｆｏｕｎｄ ｗ８ｙｓ
ｆｏｒｔｂｅｍ ｔｏ ｓｐｅｎｄセｉｍｅ ｗｉ飾 ｉｈ 飲 ｆａ ｍｉｌｉｅｓ

．

Ｔｈｅｙｆ僅１ｔ
，

ｈｏｗ㊥ｖｅｒ
，
ｔ自ａｔｔｈｅＸｓｈｏｕｌｄ ｕｓ魯 ｓｅｄ目ｔｉｏｎｔｏ ｔ欲 ｅ

８ｗａｙ ｐａｉｎ 呂ｎｄ ｍ 欲 ｅ亘ｈｅ ｐａｔｌｅｎｔｃｏ 淋 ｏけａｂｌｅ ｗドｅｎ ｎｏｎｅ

Ｏｆ 淋 ｅＳｅ ＣＯｎｔｒｉＶａｎＣｅＳ ＳｕＣｅｅｅｄｅｄｉｎ ｒｅｌｉｅＶ；ｎｇｒｅＳｐｉｒａｔＯ干ｙ

ｄｉＳ折ｅＳＳ
，

ＤＯＣｔＯｆＳ
，

ｈＯＷｅＶｅｒ
，

Ｗｅｒｅ『ｅｌＯＣｔａｎ童ｔＯ ｕＳｅ

ｓｅｄａｔｉｏｎ
，
｛⑤ａｒｉｎｇ童ｈａｔｉ｛ ｗｏｕｌｄ ｄｅｐｒｅｓｓｒｅｓｇｉｒａｔｉｏｎ ａｎｄ

Ｉｅａｄ寸Ｏ訂ｈｅ ρ自ｔｉｅｎｔ
’
Ｓ ｄｅａ飾

．
ＮｕｒＳｅＳｒｅＣＯｕｎｔｅｄ 愉ｅｉｒｇｒｅ冒ｔ

ｒｅ ｍｏｒｓｅ ｏｖｅｒｉｎｓ言εｎＣｅｓ ｗｈｅｎ ａ ｐａ
ｔｉｅｎｔｄｉｅｄｉｎ ｐａｉｎ

ｗｉｔｈｏｕｔ 沽 ｇ ８８ｒｌｙｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｏｆｓｅｄ自ｔｉｏｎ
．

Ｗｈｅｎ言ｈｅ ｐ圓ｔｉｅｎ｛ａｎｄ ｔｈｅ ｆ８ｍｉ１ｙ 胎 ｖｅ ｄｉ肝ｅｆｅｎｔｐｌａｎｓ
，

ｔｈｅ

ｆａ閉ｉｌヅｓ ｏＰ；ｒｌｉｏｎ ｗａｓ ｇ
ｉｖｅｎ ｐｒ

ｉｏｒｉｔｙ・
Ｔヨｅｉｒｄｅｃｉｓｉｏｎ

。
断 ｅ

竈ｕｒＳｅｓｆｅｌｉ ｗａｓ ｖｅＷ ｍｕｃｈｌｒ１洞ｕｅｎｃｅｄ むｙｔ自ｅ ｗ２ｙ ｍｅｄｉｃａ１

打ｅａ｛ｍｅｎｔ ＷａＳ ｅＸｐｌａｉＯｅｄ
．

Ｅ行ｅｃｔｉｖｅ ｍｅｔｈｏｄｔｏ ａｄｊＵｓｔρ◎ｌｉｃｙ

・ Ｗｈｅ Ｍ ｄｏｃ 耐 ａｎｄ 汕 鵬 ｈａｖｅｄｉ栴ｒｅΩｔ

ｐｌａｎｓ舌◎ｒａ ｐａｔｉｅ洞ｔ
，

ａ ｃａｓｅ ｃｏＰｆｅｒｅｎｃｅ

ａｔｔｅｎｄｅｄ ｂ
ｙｔｈｅ ｄｏｃｔｏξ

，
欄ｅ ｎＵｒｓｅ

，
ａｎｄｔｈｅ

ｓｕｐｅ～ｉｓｉｎｇ ｄ◎ｃｔ◎ζｗｈｏｉｓ ｈｅａｄ ｏｆ 欄ｅ

ｍ ｅｄｉｃａｌｄｅｐａ汽ｍｅ 耐 ｉｓ ｈｅｌｄ
，
ａｒ１ｄ ａ ｎｅｗ

ｐｌａｎｉｓ ｄｅｖｉｓｅｄ 欄ａｔｓ◎ｍｅｔｉｍｅｓ ａｌｌｅｖ１ａｔｅｓ

ｔｈｅ ｐａｔｉｅｎｔ
’
ｓ ｓむ冴ｅ向Ｐ９、

王０５
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↑◎ 脆１ｐｔｈｅｆａｍｉｌｙｆｅｅｌａｔｐｅａｃｅ ａｔａ

ｐａｔｉｅｎｔ
’

ｓ ｄｅａｔｈｂｅｄ

下ｏ ｈｅｌｐ 獅 ｅ ｆ２ｍｉｌ
ｙ

ｆｅｅ１１魯ｓｓ ａｎｘｉｏｕｓ ａｔε ｐａｔｉｅｎｔ
’
ｓ ｄｅ８ｔｈｂｅｄ

，

ｎｕｒｓｅｓ ｄｅｓｃｒｉｂｅｄ ａｓξｏｌｌｏｗｓ
．

冷
Ｓ直舳１ｎ藺 目 昌Ｃ直ｎ尋 Ｗ有畠 胎 ｔｈ纈ｒ

Ｓｏｐｐ０ 荊ｏｇ ｔｈ筍 ｆ百ｍヨ１サ ，ｎ ｔｈ呂１ｉ

肖目一Ｐ旧ｇ ｔｈ 帥 Ｗ 痂 目 ㏄ 昌ｐ胎 ｎＯ自

Ｔｏ ｈｅｌｐｔｈｅｆａｍｉ１ｙｆｅｅｌａｔｐｅａｃｅ

ａｔａ ｐａｔｉｅｎｔ
’
ｓ ｄｅａｔｈｂｅｄ（２）

・ Ｗ ｈｅｎ ｓ 鮒ｉｎｇ 言ｈｅ ｓｃ 帥 ｅｆ◎ｒｆａｒｅｗｅｌｌｓ
，
ｔｈ 帥 饒 鵬 ｓ

ｔｏＩｄｔｈｅｆａ 耐１ｙｌｈａｔｔ胎 ｐ自竈ｅηｔ ｗａｓ ｐａｓｓ１ｎｇ ａｗａｙ

ａｎｄ 倣ａ｛ ㈱ ｅ ｐａ｛ｉｅ 破 ｗａｓ ａｗａｒｅ ｏｆｔ 総ｉ〒ξｅｅｌｉｎｇｓ．

Ｔｈｅｙａｌｓ◎ ｒｅｌａξｅｄ ｓ言ｏｒｉｅｓ ａｂ◎ｕｔ言ｈｅ ｐ圏ｔｉ㊧械
Ｉ
ｓ

ｈ◎ｓｐｉｔａｌｓ言ａｙ．

・ Ｗ ｈ 翻 ｓｕｐＰ◎ 榊 ｇ ａｆａｍｉ１ｙ
’
ｓｔｉｍｅ ｗｉ鮒 ａ ｐａｔ 繍 ｔ

，

ｎ饒ｒｓｅｓ ｈｅｌｐｅｄｔｈｅξａｒｎｉｌｙ ｇｉｖｅ ｂｅｄ ｂａｔｈｓ ａｎｄ

Ｃａπｙ◎ｕｔＯ肺 ｅｒａＳｐｅＣｔＳ Ｏ手ｔ５ｅ ｐａｔｉｅｎぎＳ ｄａｉ１ｙ Ｃａｒｅ．

万ｈｒ◎ｕｇ 舳 ｉｓｊｏｉｎｔａｃｔｉｖｉｔｙ，
鮒 ｅｙｇａｖｅｔｈｅｆａ 制１ｙ ａ

ｓｅｎｓ⑧ ｏｆｓａｔｉｓｆａｃ魯ｏｎ ａ丘ｅｒｔｈｅ ｐａｔｉｅ河ｔｈａｄ

ｐａｓｓ８ｄ ａｗ２ｙ。

Ｃ◎ＮＣＬＵＳ１◎ＮＳ

・ ００Ｃｔ０『Ｓ ａｎｄ ｎｕ『Ｓ６Ｓ ｍ ｕＳｔ ｂｅ ａｂｌｅ｛０

ｃｏｏｒｄｉ１１ａｆ 餉 ｈｅ吋 ｐｏ１ｉｃｉｅｓ ａ 胴 ｔｉ欄ｉｎｇ ｗｈ６ｎ

ｒｅｓｐ０１１ｉ＝ｌｉｎｇ ｆＯ ｒｅｓｐｉ【ａｔ０『ｙ ｄｉｓｆｒｅｓｓ，

ｄ…ｓｃｈａｌ’９ｉｎｇ Ｐａ｛ｉｅｎｔｓｆｒｏｎ１ｔｈ６ わｏｓｐｉｔａＩａｌ１ｄ

ｓｕｐＰｏ耐ｉＨｇ Ｐａ 施 ｎ Ｈｉｍ ｅ ａオ ｈｏ ｍ６１
・ ＷｈｅｎｉｔｉＳ ｋｎｏｗ 榊 ｏＷ ａ 脾ｔｉｅｎｔｗｉｓｈｅｓ め

ｐａｓｓ ｈｉｓ ｆｉｎａＩｄａｙｓ
，
ｆｈｅ ｐａｔｉ６ｒＩ言，

ｆａｍｉｌｙ，
ｄｏｃ｛ｏ【

ａｎｄ ｎｕｒｓｅ ｎ§６ｄｔｏ ｗ ｏｒｋセｏｇｅｆｈ６１・１１０ 汽ｏｎｏｌ・ｈｉｓ

ＷｉＳｈｅＳ・ ＦＯｒ 肱 ８Ｓｅ ＷｉＳｈｅＳ ｔＯ ｂｅ ｍ 欲
，

ＷａｙＳ讐０

ｄ 晩 柵ｉｎ 帥 ａ 脆 ｎｔ ＷｉＳｈｅＳ ｍｕＳ 帥 ｅｄｅＶε１０ｐｅｄ．
． Ｉ＝附 ｕｒｅ ｃａ 爬 ｐｒｏ ぴ ａ ｍｓ １１ 鵠 ｄ ｔｏｉｎｃｏｒＰｏｒａ言ｅ

｛ｈｅ ｄｉ前ｉｃｕｌ－ｉｅｓ ａｄｄＩ・ｅｓｓ６ｄ ｆｈｕｓ チａｒ。

玉０６
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婁
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員 郷嗣総 聾酬ｅ 讐Ｋ１
婁。 劇
さポ鞭帥
葦養駐鱗
誉爵織鶴
～回掲一皿細幽紳雛縫繍
驚縫 誰
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鴎
堤

１
担

誰 雛

さ蝶 醸 鱗 悌
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倒 ’★ 軍→ 搬養 冬営囚 ま■冬Ｆ。睾養
奮 鰹 誉
“ｏＰ⑦。
套 鐵 嚢
輸ｅ竈粋 寸
宅く針睡 漂

簿 議

バ鵯凧睡＿乙
悩 蟻 鑓

議 １ 轟
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終わりに

作成 したプログラムについて調査病棟看護 師は概 ね妥当な 内容と評価 していた。 しか

しなが らプログラム に基づいた 終末期 ケアを病棟 で徹底す ることは病棟 の忙 しさから

困 難 で あ っ た。 さ ら に病 棟 を 超 完 た 連 携 に つ い て も 推 進 す る 必 要 が あ っ た
。

今 後、 これ

らの問題 について病棟スタ ッフと 地道に 改善 しなが らより実 際的なプ回 グラムに なる

よ う に 洗 練 して い く 予定 で あ る。
さ ら に は ケ ア プ ロ グ ラ ム に よ る 効 果 測 定 を 行 い、

プロ

グラ ム に基 づ い た ケ ア を 定 着 す る よ う に活 動 し て いく
。

本研究 に協力いただいた病棟看護長 はじめ看 護師の 皆様 に感 謝いた しま す。

１２１
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